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    　１


    



    　砂さ夜やがパンダ公園の砂場へと出かけてから、すでに数時間が経過していた。アトリエファミーユの屋根にいる怪かい獣じゆうの風かざ見み鶏どりが、じっと遠くを、ちょうど砂夜が向かったパンダ公園の方角を凝ぎよう視ししている。


    　真ま深みは伏し目がちに、首をかしげながら、アトリエの縁側で足を揺らしていた。直射日光があたるので肌が熱くなると、ああもう限界だ──そっと足をひいた。


    　てのひらと指で足をさすって、見えない傷を癒いやす。曲げた右の膝ひざに息を吹きかける。


    　真深は現在、おとうとの祐ゆうとともに、ファミーユで遊んでいる子どもたちの先生役を任されていた。それは普ふ段だんは砂夜の、そして館長である雪ゆきの役目だった。とはいっても、特別むずかしいことをしているわけではなく、のどかな時間をもてあそび、姿勢を何度も変えて、庭で遊ぶ子どもたちをながめているだけだった。


    　真深は上半身をひねり、背後の長机を見る。


    　ひろげたままの夏休みの宿題が視界に入る。


    「宿題か……。そういえば、そんなのもあったわね」


    　ため息混じりに気取った声でつぶやく。


    『夏休みの友』『ポスター』『計算ドリル』『絵日記』。きょうは夏休み最後の日だったので、毎年恒例の宿題フルコースが用意されている。祐と合わせたふたり分だけど、終わっていないのは真深のものだけだった。


    　自由研究の『街の歴史』だけは昨日の夜にやっつけている。この街は切手みたいにちいさくても、ほんとうは歴史のある街。真深の父親の書斎にはたくさんの資料があるので、簡単にそれらしいものができた。


    　真深は突然に身をちぢめ、くくっ、と思い出し笑いをする。思い出したのは、砂夜の自由研究『動物のねているすがた』。真深が見せてもらうと、そこにはカメとかネコとかいろいろな動物の絵があり、最後のページには、気持ちよさそうにねている真深がいた。


    「砂夜ちゃん、あれ、ほんとに提出する気かな……あ……れ？」


    　真深は目をまるくする。ふと気がつけば、庭で遊んでいたはずの子どもたちが、ひとりもいないのだった。


    　真深の背後の長机で絵を描いていたはずの子もいない。教室は完全な無人と化していた。


    　真深はひたいに冷や汗をにじませる。


    　夏休み最後の日なのに、砂夜先生がいなくなってファミーユはとてもつまらない。という理由で、子どもたちはひとり残らずうちに帰ってしまったのかもしれなかった。ある意味、真深がいまのいまに至るまで異変に気がつかなかったことが、子どもたちが帰った理由の正当性を証明していた。


    　真ま深みのあせりは、諦てい念ねんへと変わっていく。わざとらしくほほえみ、自分は子ども好きというわけではないので、おたがいさまだとつよがってみたりした。


    「あ……、でも……」


    　よく考えれば、おとうとの宿題が長机に残されたまま。おとうとの祐ゆうまで真深にないしょで消えているのはおかしかった。


    　砂さ夜やに置いてきぼりにされたとき、すごく落ちこんでいたおとうと。


    　みんなで密ひそかに砂夜のあとについて行ったのだとしたら、一大事だった。それは砂夜にきつくとめられている。砂夜が言うには、現在この街のすべての砂場は、非常事態で近よってはいけない。ただし例外として、ファミーユの砂場は、怪かい獣じゆうが護まもっているから安全……ということだった。


    　真深は怪獣を信じていないし、ときどきファミーユでへんな動物を見かけても、へんな動物なんだろうなきっと……で押し通しているので、そこは深く追求せずに聞いていた。


    　真深は軒下で靴を履はき、屋根を見あげた。


    　砂夜が言うには、その風かざ見み鶏どりは、魔ま除よけの怪獣。しかも真深のことをとても気にいっている。なぜなら祐がダンゴムシの力を持つように、真深は青いトリの力を秘めているから、おなじ鳥の仲間だと思っているから……。真深はもちろん信じていない。


    　だけどその怪獣の風見鶏は真剣なまなざしで、砂夜のいるであろう公園の方角へ注意を向けている。真深にもそんなふうに見えてしまう。


    「なに考えてんだろ……わたし。それより、祐だわ！」


    　みんなで集まって、裏庭で虫でも捕まえている可能性だってある。そう思い、真深が裏庭へとダッシュしようとしたそのとき、


    「祐！」


    　目前に祐がいたので急停止。拍子抜けしつつも、どしどしと詰めよった。


    「もう、あんまりおどろかせないでよね。みんなは？」


    　祐はどこか決意を秘めた表情だった。ファミーユのシンボルマークである怪獣が胸に描かれ、それ以外には染しみひとつない、まっしろなティーシャツを一枚着ている。


    「あんたねー、どういうつもりよ？」


    「うん、砂夜ねえを助けにいく」


    「ふぅっ……」


    　予想どおりの返答に真深は深くため息をついた。


    「絶対にダメ。わたしたちはここでみんなを見ているように、砂夜ちゃんに頼たのまれたんだから。わたしたちがいないあいだに、みんなになにかあったらどうすんのよ」


    　真深は腰に手をそえ、威い嚇かくするように顔を近づけるが、祐はたじろがず、真深のうしろ、教室のほうを指さした。


    　真ま深みは不審な顔をしながらも、ふりかえり、おどろき、あきれた。


    　消えたと思われた子どもたちが、祐ゆうとおなじファミーユの服を着て窓際にならんでいる。まるで白い鎧よろいをまとった聖せい騎き士し団だん。水鉄砲や浮き袋や水中メガネ。それぞれが考えだした武器や防具を装備しているらしかった。


    「綾あや花かちゃんまで……」


    　そもそも事件の発ほつ端たんは、砂場でドロンコ大王に友とも絵えが誘ゆう拐かいされたと、綾花が砂さ夜やに助けを求めたことにあるはずだったが、その綾花までが、お風ふ呂ろで浮かべるイルカを掲げていた。砂夜の前でポロポロと涙をこぼすしかなかった儚はかなげな女の子は、いまや親友を救出するため、ファミーユの仲間とともにドロンコ大王と戦う決意をしている。それは幼くつたなく、だけどまっすぐな表現で、真深は少しうらやましかった。


    「わたしも……砂夜ちゃんに会いたい」


    　不意にしてしまった正直な気持ちの吐と露ろ。もう、真深も観念するしかなかった。


    「いいわ、みんなで行きましょう」


    　ちいさな聖騎士たちが、いっせいに歓声をあげた。


    　一団は、さっそうとファミーユの門を出る。


    　真深はドロンコ大王なんて信じていない。ただみんなで砂夜に会うために砂場に向かうのだ。そう、こころの中で唱えていた。子どもが空想しがちなこわい怪物は、信じるから強さを増す。そもそも最初から信じてなければ、どうということはない……そのはずだった。


    



    　◇


    



    　真深が率いる子どもたちの集団は、ついに目的の公園の前にたどりつく。しかし踏ふみ入る前、先頭の真深は一度立ちどまり、ファミーユのある方角をふりかえった。建物が邪じや魔まで見ることはできないが、それだけでなぜか全員に安心感がひろがる。


    「よし！」


    　気合いをいれ、たしかな歩みで、スロープをのぼる。


    　公園は無人だった。出迎えるようにしてあるパンダの置物には目もくれず、奥にある砂場へ進んで、全員で取り囲んだ。


    　子どもたちはざわめき、真深は深呼吸して平静を装よそおう。


    　バケツで水でも撒まいたのか、砂は中心のあたりが黒く変色していて、だけど、公園にはだれもいない。


    　真深は首筋にいやな汗をかき、唾つばを吞のみこむ。


    「みんな……、入っちゃダメだからね」


    　真深はじっと見つめた。その砂は水分を含んでいるだけではない。目を凝こらせば、底知れない深さの穴があいているのがわかっ──


    「あなたたち！」


    　全員が心臓を砂場に落っことすところだった。


    　真ま深みがおそるおそるふりかえると、そこには、やつれた女性がいた。だけど、褐色の肌で、芯しんの強そうな人だった。女性は子どもたちの顔をひとりひとり確認するように見回していた。


    「ごめんなさい。おどろかせてしまったのね」


    「い、いえ……」


    　真深の胸はまだ大きな音を打ち、警戒を促しているが、女性に悪意がないことは雰ふん囲い気きから読みとることができた。むしろ真深に助けを求め、すがるような表情をしている。


    「みんなに聞きたいことがあるの……。この男の子しらないかしら？」


    　その女性は手に持った写真を真深に渡した。


    　ずいぶん握っていたのか、しわがついてしまった写真。真深は両手でつまみ、覗のぞきこんだ。


    　髪の短い男の子が写っている。スコップを持って、木陰の砂場に立ちすくむ、祐ゆうよりもちいさい男の子。夏の朝の空気がとても澄すんでいて、奥のほうにはパンダの置物が堂々と鎮ちん座ざしていて……、つまり、いま現在真深たちがいるパンダ公園の写真でもあった。


    　子どもたちといっしょに、じっくりと吟味し、真深は顔をあげる。


    　女性は、あまり似ていないが、この男の子の母親かもしれないと思った。しかしその女性が期待している情報を真深も子どもたちも持っていない。ファミーユにも来たことがない子だった。


    「しらないです……。この子、どうかしたんですか？」


    　女性はみるみる落胆していく。貼はりついた笑顔の残ざん骸がいが無む惨ざんなほどに。


    「消えてしまったのよ……。ちょうど、夏休みがはじまったころ、朝早くにこの公園で、ほんの少し目を離はなした隙すきに。砂場で遊ぶのがとても好きな子。一いち郎ろうっていうの」


    　真深は思わず叫びそうになったが、それを必死に押さえこむ。


    　砂場での児童失しつ踪そう。それこそはまさしく現在、友とも絵えと砂さ夜やが、自分たちが巻きこまれているらしい事件。それがほんとうに実在していた衝しよう撃げきに襲おそわれたのだった。


    「なにか、しってるの？」


    「あ……、いえ。ひと月も帰ってこないなんて……。一郎くんですか、見かけたら、わたし絶対に声をかけます」


    　真深は写真を女性に返しながら、取り繕つくろうようにしてそう言った。


    「そう……。ありがとう。見かけたら、お願いね」


    　女性はそう言ったあと、祈りを唱えた。数珠つなぎの十じゆう字じ架か、ロザリオをつかった聖母への祈り。その見なれない神秘的な動作と外国の言葉に、真深たちは静まり返る。


    　祈りを終えると、女性は、うなだれるようにして公園のベンチに腰掛けた。この一か月、真ま深みたちが遊び倒した夏休みのあいだ、ずっと写真の男の子を捜していたにちがいなかった。


    　いなくなった子にはみんな親がいる。どうして消えたのかもわからず、ただ待つしかない大人たちが。祐ゆうが図画の時間に消えたときは、真深だって世界が真っ暗になった。その記憶が明瞭によみがえり、胸をしめつける。


    　真深は決然とした表情できびすを返し、砂場の縁にまで近づいた。子どもたちもそれに倣ならうように、ふたたび砂場を取り囲む。


    　砂場の中心にはたしかに穴があいている。


    　ベンチに腰掛けた女性は、真深たちを見ている。そして真深たちがなにを見ているのかがわかっていない。


    　子どもたちには見える砂場の穴が見えていない。


    　真深が耳をすますと、地下水の流れる音のようなものが聞こえてきた。それに鼓動のような、動物の唸うなり声のようなものが混じっている気もした。


    　ミミズやモグラ、泥を食べる動物たちがたくさんいるにちがいない、まっくらくろい闇やみの洞どう窟くつ。そしてもっと奥には、自分たちが見たこともない、泥の怪物たちが待ち構えている。何千年も前から獲物が落ちるのを待っていた怪物たちが……。


    　勝手な想像をして、真深はその場に座りこんでしまっていた。


    　目の前の砂場がもはや異界にしか見えない。おそろしいのに、なぜかとても懐なつかしい、それはたしかに知っている異界なのだ。


    　ちいさなころ、天てん井じようの木目が生みだす模様に、クローゼットの奥のくらやみに、おそろしい怪物を見つけてしまったことを思い出す。幼いおとうとといっしょになって、両親に助けを求めたことを。


    　きっとこの穴に入れば、自分は取り返しのつかないなにかを、思い出してしまう。この泥にふれれば、子ども時代の空想の記き憶おくが、真実の記録へと変質してしまう。自分という存在が溶けてしまう。


    　それがなぜか魅み力りよく的てきなことにも感じられて、とてもこわかった。

  


  
    　２


    



    　雨上がりのような清涼感が保たれるドロンコ王国。


    　魔ま力りよくを帯びた泥はつねに成長し、変化していく。うつりかわる泥の表面の模様は独特でうつくしかったが、じっと見ていると苦悩しているようにも感じられた。


    　ドロイド王子とコロイド王子、ふたりの王子を護まもる子し宮きゆうと言ってもいい、穏おだやかないのちの泥の世界だった。しかしドロンコ王国の持つ高い防御本能は、鏡面のように、攻こう撃げき本能へと移行する。この王国において泥にまみれていないもの、王国の通過儀ぎ礼れいを受けていない者は、すべて危険な敵として認識されるのだった。ドロイド王子が引き入れた少女といえど、例外ではない。


    「コロイド王子。キミがここまでやるなんて思いもしなかった……。だけどボクの勝ちだよ」


    　少女の名前は砂さ夜や。紺のスクール水着を装着していて、鎖くさりのように結んでいた髪は解ほどけて背中を無造作に流れ落ちていた。砂夜はあまり女の子がしない座り方、両足を組み、結けつ跏か趺ふ坐ざのような姿勢でいる。そして組まれた足のまんなかには、精せい悍かんなカエル型水鉄砲の怪かい獣じゆう、ケロサーピーさんじゅうはちが陣取っていた。


    「そううまくはいかないうぷよ？」


    　座っている砂夜と怪獣の前で、コロイド王子が手を廻まわし、勇敢なポーズで構えて見せた。


    「へえ……」


    　砂夜は余裕の笑みを見せる。ふたりの真剣な目線は火花を散らす。


    「もうはじめるうぷ！」


    「いいとも！」


    　ふたりの視線がゆっくりと落ちた。砂夜の前にあるのは、泥でつくられた怪獣画が伯はく。砂夜は結跏趺坐のような姿勢のまま、その怪獣画伯の背中をつつく。


    「これは天使の羽根。それからあたまの上にあるのが耳。ウサギみたいに長くて、走るとひらひらしてカッコイイんだ」


    「うぷぷぷぷ。これのどこがてんしのはねうぷ。せなかにだんごがついてるだけうぷ～」


    　コロイド王子が口を押さえて笑いながら、砂夜がつくった泥の塊かたまりをこきおろした。そして両手をいっぱいにひろげて、自分の目の前のそれを自じ慢まんげに語り出した。


    「ドロイドおうじのほうがつよいうぷう！」


    　コロイド王子の前にも泥の塊があった。砂夜のつくったものとあまり変わらないが、それはドロイド王子を模しているようだった。


    「その王冠、うまくつくれたね。雰ふん囲い気きでてるな」


    「うぷ！」


    「でもボクのおにいちゃんの尻尾しつぽのほうがふわふわして、だんっぜん、カッコいいね」


    「よわそううぷね！」


    　ふたりの周囲には、不格好ながらも、いまにも動き出しそうな泥の造形物たちが、無造作にいくつも転がっていた。


    　泥遊びは専門分野だったのでコロイド王子は調子にのっていた。砂さ夜やのそばでピョンピョン跳ねる怪かい獣じゆうであり怪銃、愛称ケロピーとやらのことも、もうこわくはなかった。


    　新生ヌエバドロンコ・フォーとの戦いに勝利した砂夜とそのケロピーが、地面に穴を掘って隠れていたコロイド王子を見つけたのは、いまから一時間ほど前のことだった。そしてコロイド王子には戦う術すべがなかったため、ひとしきり悲鳴をあげたあと、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。


    　速度を落とし、いくらなんでももう撒まいただろうとふりかえったとき、なにごともなく背後にいる砂夜。それを何度もくりかえし、ついにはコロイド王子は力尽きて、倒れこんで、死んだふりをした。近づいてくるおそるべき敵の足音を、地面につけた片耳から直接感じながら、きつく目をとじた。


    「コロイド王子はけっこう足、速いんだね。おどろいたよ」


    「……」


    「コロイド王子ー？」


    　そっとあたまを撫なでられていた。コロイド王子はくすぐったいのをがまんする。


    「返事がないね……。コロイド王子……、まさか……死……んじゃったのかな？」


    　砂夜もねそべり、コロイド王子の顔を間近で見ている。それがコロイド王子には、顔にかかる息でわかった。うかつに目をあけないよう、必死にこらえる。


    「そんな……、コロイド王子……死んでしまうなんて」


    　嘆くような砂夜の声を聞き、コロイド王子の表情に安あん堵どの色が浮かぶ。多くの子どもたちがそうであるように、コロイド王子もまた、死んだフリには自信があったのだった。


    「かわいそう……。まだちいさいのに」


    「ぷっ」


    「ぷ？」


    　ここへきて、考えられない失態のコロイド王子。急に耳に触られたので声が出てしまったのだ。冷や汗が出て、不必要なほどに、かたく目をとじる。かかる息が、まだこそばゆい。


    「あれれー。まさか死んだふりしてるのかな？　まさか、そんなことしてないよね。ふふ……。答えないということは、やっぱり死んだふりなのかな？」


    「……ちがううぷ」


    「へえー。ためしてみようかな」


    　砂夜はただものではない的確さでコロイド王子のくすぐったい場所を責めてきた。


    「ぷ……ぷぷ……くぷぷ……。ぷはははははっ。やめるうぷ……うぷぷぷ」


    　ついには体をねじり、四し肢しをばたつかせ、たまった笑いを一斉放射してしまった。


    「おはよ」


    　おなじ布ふ団とんで眠った朝のような格好で、ふたりは正式に対面した。しかしコロイド王子はすぐさま立ちあがり、むずむずする腋わきをこすりながら、砂さ夜やと距きよ離りをとる。たとえ勝ち目はなくとも、王子として、虚勢をはることは忘れていない。


    「お……おまえなんか、ミミズのけいうぷ！」


    「ん、なに？　ミミズの刑？」


    「そううぷ！　ドロンコおうこくにはミミズがいっぱいいるうぷ。おまえなんかそれにいれて、なくまでだしてやらないうぷ」


    　砂夜は目を見ひらき、呼吸をとめた。それが予想以上の効果だったので、コロイド王子も最初はきょとんとしていたが、次第に自信を取り戻していった。どんなに強くても所しよ詮せんは女の子。女の子がミミズを見たときにする反応は決まっている。すなわち「キャー」。コロイド王子はミミズなど、ちっとも怖こわくなかったので、その考えに勝機を見いだすことができた。


    「まけをみとめるなら、きょうはかんべんしてやってもいいうぷ」


    　砂夜はうつむき、ひどくかなしい表情をする。優位に立っているはずのコロイド王子まで不安になってくるほどだった。


    「ボク、ミミズには想おもい出があるんだ」


    「うぷ？」


    　砂夜は静せい粛しゆくな面おも持もちで、かなしみの真相を語り出した。


    「すべてのはじまりは、地上でのうわさだった……」


    「ちじょうのうわさ……うぷ？」


    「うん、ミミズの繁はん殖しよくに関するうわさ」


    「はんしょくうぷ？」


    「ミミズはどうやって生まれて増えるのかって問題だよ。コロイド王子しってる？」


    　コロイド王子は興味をそそられた。


    　ドロンコ王国ではミミズはとても神聖ないきものなのだった。そこにいるだけで泥を食べて、やわらかくしてくれるし、ドロンコ大王の泥ダンゴを食べることで泥ネズミドロ・ラツタとして生まれ変われば、コロイド王子を守るために身を挺ていして戦う戦士となる。ドロンコ王国では欠かすことのできない存在だった。


    「ボクがちいさなころに聞いたミミズの繁殖方法。それはね……」


    　砂夜はそれまでコロイド王子に耳打ちするように、ゆっくりちいさな声で話をつづけていたが、突然声のトーンを強くした。


    「ミミズはまっぷたつにちょん切れて、二匹に増える、といったものだったんだ！」


    　コロイド王子は驚きよう愕がくした。そしてすぐさま砂夜に詰め寄った。


    「そんなのウソうぷ！」


    「うん、そうだね。とんでもないウソだよ」


    　砂さ夜やは腕を組んで、深く深くふか～く、うなずく。


    「だけどボクはすこし信じてしまっていてさ、ちょっとためしてみたんだよね」


    　コロイド王子は一いつ瞬しゆん、砂夜がなにを言っているのかわからなかった。


    「雨上がりの日にね、ハサミを持ち出してさ。そして公園で発見したミミズを、こう、つまみあげてから……」


    　砂夜は左手でミミズをつまみあげるジェスチャーをし、右手でチョキをつくった。チョキはミミズがいるらしい虚空に慎重にそえられている。


    　コロイド王子の目が点になっている。


    「ちょん切ってみたんだ」


    「きゃ───────────────────うぷううううううううううう」


    　思わず女の子みたいな声をあげてしまうコロイド王子だった。


    「ミ……ミミズさんを……ちょ……ちょんぎったうぷぷぷか……ざんこくうぷ」


    「うん、あのときのミミズさんには悪いことしたと思ってる。ちょん切っても二匹には増えなかったんだ。だけどガラスのビンにいれて観察してたら、頭のほうのミミズさんからはちゃんと元のように体が生えてきた。そこだけ新品みたいで色がちがったけど」


    　砂夜はひとり感心して、腕を組みながら首を縦にふる。


    　コロイド王子は頭をかかえてうずくまっている。


    「ミ……ミミズさんはどろからうまれるにきまってるうぷ～」


    「そうだっけ？」


    　砂夜はおもむろに地面の泥をつかむと、こねてダンゴをつくった。とくに意味のない行為だったが、目もく撃げきしたコロイド王子は、挑戦を受けたとばかりに、いそいで泥をつかむ。それからコロイド王子は黙々とたくさんの泥ネズミや泥人形、ドロイド王子をつくり、砂夜も対抗するように怪かい獣じゆう画が伯はくをつくった。おたがい満を持しての発表──そして、現在に至る。


    「さてと……」


    　おたがいの実力は拮きつ抗こう。作品の数の上ではコロイド王子が有利か。なのに砂夜の瞳ひとみがいたずらっぽくわらっている。


    「ボクもそろそろ本気になろうかな……」


    　砂夜が足を解き、ゆっくりと立ちあがる。


    　コロイド王子もまた戦せん闘とうポーズをとりながら、砂夜の動きに合わせて視線をあげた。砂夜のほうがずっと背が高いので、見あげるコロイド王子。


    　あいた口がふさがらなかった。砂夜の背後にあるものに気がついてしまったのだ。


    　それは怪獣。


    　まるい体に、大きな口。なかにはキバがたくさん並んでいる。ひたいのツノは背中から尻尾しつぽまでびっしり。コウモリのような羽をひろげている。


    　食べられるのではないかと思い、コロイド王子は怯ひるんでしまった。コロイド王子が小物をたくさんつくっているあいだに、砂さ夜やはこんな大作をつくっていたのだ。


    「この怪かい獣じゆうの名前はね、クッキー」


    　砂夜は怪獣画が伯はくの泥人形をていねいに抱えて、クッキーのあたまの上にのせた。


    「これで、完成……。あっ、いいこと考えた」


    　砂夜は手をちいさくたたくと、ドロイド王子の泥人形も抱え、クッキーのあたまの上にのせた。


    「どう？」


    「うう……うっぷうー！」


    　まさかコロイド王子のつくったものまで自らの作品に取りこむとは！　といったかんじの衝しよう撃げきを受けながらも、コロイド王子はクッキーという名前のその恐るべき怪獣に対抗するため、あたりの泥をかき集めだした。もちろんこのドロンコ王国における守護神、ドロンコ大王をつくるために。ドロンコ王国の王子が泥遊びで負けるわけにはいかないのだった。


    　コロイド王子の必死な作業を見ていた砂夜は、それを手伝うことにした。不思議なことにコロイド王子もそれを素直に受けいれていた。それが泥遊びというものだった。


    　しばらくの時間が経たって、ドロンコ大王はできあがった。


    　砂夜がドロイド王子の泥人形を持ちあげ、ドロンコ大王のあたまにのせて完成。


    　ふたりとも泥だらけになっていて、かなり疲れていた。だから背中をドロンコ大王につけて、一休みする。


    「ドロイド王子って、ボクのおにいちゃんに、すこし似てるんだよね……」


    「でもドロイドおうじのほうが、ぜったいにつよいうぷ！」


    「たしかにドロイド王子、つよそうだよね。でもつよいだけじゃ、ダメなんだ。やさしくないと……。ねえ、聞きたい？　ボクのおにいちゃんの、やさしいとこ」


    　砂夜はわざわざコロイド王子の正面にまわって座りこむ。今度は腿ももから臑すねまで両足をぺたりと地面につけた、女の子特有の姿勢だった。


    「ききたくな……」


    「夏休みのはじめのことなんだけどね。ボクたちは廃校になった小学校で再会して、いっしょに夕焼けの空を飛んだんだ。おにいちゃんの背中から見える世界……、森や学校がぜんぶ茜あかね色いろにそまって、ひろがっていて、なのにちっちゃくて、すごくきれいだった。まるで生まれたばかりの世界みたいだったな……」


    　砂夜は両手の指を組み、うっとりとした目で話す。コロイド王子は首をひねりながらも、とりあえずはおとなしく聞くことにした。


    「でもね、空を飛んでいたボクたちは、だんだんと高度が下がって、校舎の窓ガラスにぶつかってしまったんだ。バリーンってね。そのとき、おにいちゃんはどうしたと思う？　ボクのこと、ぎゅっと抱いて守ってくれたんだよ。こういうふうに」


    　突然コロイド王子を抱きしめる砂さ夜や。コロイド王子は長靴をじたばたするも脱出不可能だった。


    「はなすうぷー！」


    「おにいちゃん、かわいい……」


    　いまからひと月前、あの静かな夜の廃はい墟きよを思い出し、演出する。砂夜はコロイド王子の瞳ひとみをじっと見つめながら、声こわ色いろを少年のように変えて、そっとささやいた。


    「砂夜、だいじょうぶだったかい？」


    　怪かい獣じゆう画が伯はくにそんなセリフはなく、砂夜の脚色だった。


    「ガラスがあぶないね。キミに怪け我ががなくてほんとによかった」


    　そんなセリフもなかった。


    「きれいになったね」


    　なかった。


    　そして砂夜はコロイド王子のひたいに、軽くキスをした。


    「なにするうぷ!?」


    　ひたいをゴシゴシ拭ふきたいところだが、動けない。コロイド王子は困惑したまま、抱き締しめられたまま、世界がまわっているのに気づく。砂夜が泥の上をゴロゴロと転がり出したのだ。


    「はう～、おにいちゃん、かわいーい」


    「うぷぷぷ」


    　ゴロゴロがゆっくりと止まる。


    　天てん井じようを見あげて寝そべる砂夜の上に、目をまわしたコロイド王子が大の字でへばっていた。そんなコロイド王子を抱えて笑っていた砂夜が、すこし物もの憂うげな表情をつくった。


    「ねえ……、コロイド王子は、いつか大人になりたいって思う？」


    「うぷ？」


    「大人になると絵が描けなくなるのかもしれない。泥で遊べなくなるのかもしれない。そんなふうに考えたことない？　こわくない？」


    　まだ砂夜の上に寝そべっているコロイド王子は、砂夜の鼻先で、まったく意味がわからんとばかりに、首をふった。そして自信満々につけくわえた。


    「おとなにならなければいいうぷ！」


    　砂夜はコロイド王子の頰ほおを指でつついてから、目尻をさげた。


    「ボクもそう思ってた。ボクは、大人になっちゃいけないって……。怪獣たちといっしょに、おにいちゃんのそばに、ずっといてあげなきゃって思ってたんだ。だってお腹なかのなかにいたときから、ずっといっしょだったんだ。おにいちゃんだけが、ぜんぶ失なくしてしまうなんて……そんなのひどすぎる。だから、せめて、ボクがいっしょに……。でも、たんにボクが寂しがり屋なだけなの、ばれちゃってたんだね」


    　砂さ夜やはちいさく舌を出した。だけどその目は穏おだやかに潤うるんでいて、破竹の勢いでドロンコ王国を突き進んだころの覇は気きがなかった。


    　コロイド王子は砂夜の目をまじまじと見ながら話を聞いている。


    「断られちゃった……。おにいちゃんは、怪かい獣じゆうの国にボクみたいな人間の女の子、いらないってさ。ボクといっしょにいるよりも、ボクが大人になってから描く絵を見たいんだって……」


    　砂夜はコロイド王子をそっとどけて立ちあがると、クッキーと怪獣画が伯はくの泥人形に、両のてのひらをそえ、頰ほおをつけ、泣き顔のような笑顔で、しみこませるようにささやいた。


    「ありがとう、おにいちゃん……」


    　コロイド王子はその背中をじっと見つめていた。


    　なんだか自分も寄りそいたくなるような不思議な気分だった。


    「ね、コロイド王子のおにいちゃんのことも、聞かせてくれる？」


    　砂夜がうって変わって、まぶしいくらいの笑顔でふりかえり、コロイド王子は心臓をとくんと鳴らす。とまどい、とっさに言葉が出ない。


    「ぷ？」


    「ドロイド王子のことだよ。ね、話して。聞きたい」


    　砂夜に真ま面じ目めに見つめられると、どうも上う手まく逆らえなくなっていた。そしてふと思う。ドロイド王子もそうなのかもしれない。だから王女にしたかったのかもしれない。コロイド王子は突然湧わいたその考えを打ち消すために顔を横にふる。ドロンコ王国の第二王子としては、砂夜をそう簡単に認めるわけにはいかなかった。


    「ドロイドおうじはいちばんつよいうぷ！　そ、それから……」


    　コロイド王子は無理やり語りだした。ドロイド王子とドロンコ大王の偉大な力。迷宮のひろさと深さ。かつて行われた怪物たちとの戦い。そしてコロイド王子がお腹なかが空すいたと言えば、地上のデパートからポテトチップスを大量にもってきてくれるやさしさ……。


    　砂夜は体育座りをしながら目を細め、気持ちよさそうに、その自じ慢まん話ばなしを聞いている。


    　砂夜からすると、コロイド王子のあわてた口調はドロイド王子そっくりなのが、ほほえましい。


    　全身に泥をまとい、黒髪でかなしく潤んだ瞳ひとみをした少年、ドロイド王子。


    　地上の砂場でじゃれ合うようにして過ごした時間は、決して長くはなかったが、砂夜の胸に深い印象を残していた。


    「ボクたち、おんなじだね。おにいちゃんのことが大好き」


    「おにいちゃんうぷ？」


    　コロイド王子はつぶらな瞳でまばたきする。


    「知らなかったの？　じゃあ、今度呼んであげたらいいよ。おにいちゃんって。そしたらきっとドロイド王子も喜んでくれる」


    「……………………うぷ」


    　コロイド王子は肯定的にうなずいた。


    　体育座りをしている砂さ夜やも満足そうにほほえんだ。


    　そのほほえみを見て、コロイド王子はすこし照れたようにうつむく。それから思い出したように顔をあげて問いかけた。


    「おまえ、きょうかいうぷ？」


    「ちがうよ」


    「じゃあ、おまえ、ヨルガヲうぷ？」


    「ヨルガヲ？」


    　砂夜は一いつ瞬しゆんにして身体からだを硬直させた。まるでその言葉が厄災であると信じているように、自らの体を抱いて守る。


    「そ、そうなのかうぷ？」


    　砂夜にはコロイド王子の問いかけが届かなくなっていた。四年前に世界中の子どもたちを恐怖のどん底に陥おとしいれ、そしてそのほとんどの子どもたちが成長するにつれ、忘れてしまった侵略者の名前。だけど砂夜はまだ忘れてはいなかった。兄とともに、その恐怖の中心にいたのだから。


    　鳥肌が立ってしまった自らの身体を両手でさする。そこで砂夜は、コロイド王子の表情に強い不信感が浮かんでいるのに気がつく。


    「ちがうよ。ボクはヨルガヲじゃない。でもコロイド王子がヨルガヲを知っているなんて驚いたな。もうずっと前のことなのに……。ドロイド王子に聞いたんだね」


    「ぷー……」


    　コロイド王子は胸を押さえて、安あん堵どの息を吐はく。無防備でわかりやすいリアクションだった。


    「ボクがヨルガヲじゃなくて安心した？」


    「だけどドロンコおうこくにはおうじょはいないうぷ！　おうじだけうぷ！」


    「ん、そうなんだ？」


    「うぷ。だからおうじょにはみとめないうぷよ？」


    「ボクが王女？　そうなんだ……」


    「ち……ちがううぷ！」


    「ちがうなら、ボクはなに？」


    　コロイド王子はもじもじしている。


    「うぷ……。おうじょはダメだけど、ドレイなら、おまえしてやってもいいうぷ」


    　砂夜はきょとんとした。王女からドレイへ。ずいぶんな地位の格下げだったが、それでもコロイド王子が照れているところを見ると、砂夜を認める発言のようだった。


    「うーん、ドレイもおもしろそうだけど、ボクはどっちかっていうとね……」


    「おうじょはダメうぷ！」


    「そうじゃなくて、ボクも王子さまがいいな」


    「ぷあ……？　おう……じ……おう……じょ？　うぷ？　ダメうぷ！　おうじはふたりだけうぷ！　おまえはドレイうぷ！」


    「えー、コロイド王子わがまますぎるよ。ボクは王子っていったら王子なの！」


    「おまえがわがままうぷ！　やっぱりおまえなんか、ドレイでもいらないうぷ」


    「あー、そうですか、ボクだって頼たのまれたって王女なんかしてあげないから」


    「しなくていいうぷよ」


    　ふたりは顔を横にプイとそらす。おたがいが無口になり、コロイド王子が地面をけるなど、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きがつづいたかと思うと、コロイド王子は砂さ夜やに背を向け、奥の洞どう窟くつに向かって歩きだした。交渉決裂。もう話すことなどないといわんばかりに。


    　長靴が奏かなでる規則的な足音とともに、おたがいの位置が離はなれていく。


    　それを砂夜は横目で静かに見送っていた。しかし、


    「待って、コロイド王子。キミに言い忘れてたことがある」


    　砂夜が呼びとめ、コロイド王子が不ふ機き嫌げんそうにふりかえる。


    「なんだうぷ」


    「じつはね、さっきボクはヨルガヲじゃないっていったよね。あれ……」


    「それがなにうぷか」


    「ウソなんだ。ごめん。ボクはヨルガヲだよ」


    「……」


    　砂夜をにらみつけていたドロイド王子が目をまるくして、口をまっすぐ横に結んで、不自然にかたまった。


    「さ……さっきヨルガヲとちがうって、い……いったうぷよ？」


    「ああ、いったよ。だけどそれはウソだっ！」


    　砂夜は立ちあがった。とても意地悪そうな笑みを浮かべているので、コロイド王子がびくりと反応する。


    「ボクがこのドロンコ王国にやってきた理由はただひとつ」


    　ゆらゆらとゾンビのような歩みでコロイド王子に近づいていく砂夜。コロイド王子は口をぱくぱくしている。なにか言いたいようだが、震ふるえて声が出ていなかった。


    「ドロンコ王国のふたりの王子を泥ダンゴにして食べることだーっ！」


    「た……たべるうぷ？」


    「そうだっ。泥の力を食べて、怪かい獣じゆう画が伯はくに封印されたヨルガヲの子どもたちを、いまこそ蘇よみがえらせるのだあー」


    　オーバーアクションでやってくる砂さ夜やの迫力に、コロイド王子はおもわず尻しり餅もちをついてしまう。いまにも泣き出しそうだったけど、それでも虚勢をはるのを忘れない。


    「ド……ドロイドおうじがそんなことさせないうぷ。おまえなんかやっつけるうぷー！」


    「がお─────！」


    「うぷあ───────！」


    　コロイド王子はふたたび本気で逃げた。


    



    　◇


    



    　夢を見ていたようだった。


    　ずっと現実だと思っていた世界がぼやけ、いままさに醒さめようとしている。すべては孤独なオオカミが見ていた夢。自分は人間だったという空想。その考えが正しいと証明するかのように、身体からだがうまく動かせなかった。操縦方法がわからなかった。あるいは、たんに身体がないのかもしれない。身体が生暖かく茫ぼう洋ようとした泥になって、溶けてひろがって、もはや生きている状態なのか死んでいる状態なのかも確定できない。


    「う……」


    　意外にもうめき声を吐はき出し、まぶたを開くことができた。


    　やっぱりぼやけた世界がある。だけどしだいに視界の解像度が高まっていく。感覚もクリアになっていく。現在の自分のおかれた状況を理解していく。


    　目前にひろがるのは地平線だった。微妙な色彩の層とちいさな山々とオーバーハングしてすべてを覆おおう壁。火星や土星、荒廃した文明を原料に、混ぜて溶かして流しこんだような世界。


    　さっきまで茜アカネ丸マルとドロンコ大王との戦せん闘とうが行われていた闘技場とはべつの場所。


    　アーニャは首から下を泥中に埋められていた。


    　歯をくいしばって力をこめても、指一本だって動かせない。


    「うぬ……」


    　胸が圧迫されているので、呼吸すら、ひと苦労だった。


    「目を覚ましたか。白い牙コルミージヨ・ブランコ」


    　アーニャは右上方、声のしたほうへ首を向ける。


    「おぬし……」


    　濡ぬれてあやしく輝かがやく瞳ひとみと黒髪。頰ほお杖づえをつきながらつくられる残ざん酷こくな微笑。ちょうど盛り上がった泥の丘に腰掛ける少年、ドロイド王子がいた。


    「わしは、つかまったのか……。こんな泥に。こんなもの、アカネマルなら……」


    　姿勢を崩したドロイド王子が見つめるなか、アーニャはあたりを見まわす。茜丸の姿を捜す。アーニャが産んだ、いのちの火の化身を。


    　しかし茜アカネ丸マルはどこにもいなかった。それどころか、まるでかき消えてしまったかのように、存在を感じられない。眠るときも遊ぶときも、はじめて会ったときからずっと離はなれたことなんてなかった、あかるくて暖かくて、そして無敵の半身の存在が。


    　弱りきったアーニャの身体からだを焦しよう燥そうが支配していく。


    「アカネマルはどこじゃ！　いったいどうしたのじゃ！　あれは、わしの……」


    「うるせーな。死んでるわけじゃない。おまえと同じだ」


    　ドロイド王子はすました顔で首をふる。髪がゆれ、その視線の先、ずっと奥には巨大なたまごがあった。たまごの奥は崖がけになっていて、広大な泥の湖があるのだが、アーニャからは見えない。


    「わしと……おなじじゃと？」


    　たまごは高さが二メートル以上あり、その表面はまるで台風の時期の天気図のように、渦巻き模様がびっしりとひしめき、干渉しあい、不気味に動いていた。


    　火の鳥を封印するための泥のたまご。


    　たまごの下部には、まるで血管のような太い管が無数に生えて地面にもぐりこみ、養分を吸い上げるように、ふくらんだりしぼんだりをくりかえしている。


    「ドロンコ大王の左ひだり肘ひじと核の一部でつくった特製のたまごだ。根で地下から大量の水分を吸って循環させている限り、乾燥はしない。弱ったおまえたちの力で脱出はできないだろ」


    「アカネマルー！」


    　アーニャの渾こん身しんの叫びは届く。たとえ泥の壁に遮しや断だんさせられてはいても、茜丸はアーニャの覚かく醒せいを察知し、残されたわずかな力を解放した。泥のたまごが内部から赤く熱せられているのが、外からも確認できる。しかしそのやわらかな殻からを破ることができない。子どもの手でも掘り起こせるはずの、やわらかな殻が。まるで産まれる前に戻されてしまったかのように、火の鳥の力は完全に封じられたのだった。


    　アーニャはドロイド王子に、怒りと悔しさが入りまじった表情で八や重え歯ばをむける。


    「そうにらむな。とって食おうってわけじゃない。おまえをケツアルコアトルの生いけ贄にえにするってのも冗談だ」


    「い、生け贄……？」


    　アーニャがあせって顔をこわばらせる。


    「aztecaアステカではよくやったそうだ。しらないか？」


    「ア……アス……？」


    「太陽の王国だ……」


    　ドロイド王子はひとり物思いにふけるようにしながら、アステカについて話した。スペインに敗北し、土に埋められた神秘的な湖上都市テノチティトラン。古い神さまたちの家のこと。そしてその上につくられた、あたらしいスペインの神さまの家のこと。いまはふたつの神さまが交じり合っていること。


    　アーニャはなぜ突然そんな話がはじまったのかを理解しかねていた。そしてドロイド王子も自分自身、なぜそんな話をしているのかわかっていないようだった。その記き憶おくがどこからくるのか、語りながら思い出そうとしているようだった。


    「アステカという国のことなら、きいたことがあるのじゃ」


    「へえ、ちいさいくせに」


    「いまちいさいといったか！　わしはおばあちゃんじゃぞ！　アーニャおばあちゃんじゃ！　そのくらいしっておるわ！」


    「うるせーな。わかったから、いちいち怒るな……」


    　ドロイド王子は気けだるそうに髪をかきあげる。


    「おまえをこうして捕らえていたのは、用があったからだ。おまえの持つ鳥。あれをドロンコ王国の発展のためにつかう。おまえ、協力しろ」


    「アカネマルを、なににつかうじゃと？」


    「ドロンコ王国には太陽がない。だからおまえの持つ力は貴重だ。あの鳥の火をつかえば、この王国の泥に、さらなる力と変化を与えられるだろう。おまえには多少の自由を保障してやってもいい。地上には、戻さねーけどな」


    　ドロイド王子は本気のようだったが、どこかうわの空でもあった。


    　思い出しているのは、砂さ夜やが地上の砂場でそっと差し出した繊せん細さいな泥ダンゴ。そしてそのつくり方。自在に操れる火が在れば、それをここでもつくれるかもしれない。それをつくって、砂夜にあげるというアイデアに胸を高鳴らせている。やられたらやり返す。これはつまり泥遊びの勝負なのだと言いきかせているのだった。


    　アーニャは突然の申し出に、開いた口がふさがらないままだった。


    　こころここに在らずのドロイド王子の態度にも、なにか納得いかないものを感じている。


    「ふざけるな泥の！　だれがこんなところにとどまるか」


    「いちいち怒鳴るなっつってんだろ。だが、どうしてもイヤだというなら、そうだな。ミミズの刑だ。こういうのはコロイドのやつが得意だった」


    　ドロイド王子がすこし意地悪な微笑をする。


    「ミミ……、いま、なんというた？」


    「これから大量のミミズをおまえの頭にかけるといっているんだ」


    「ミミ──────────……」


    　ズ、を最後まで言い切ることもできず、アーニャは凍りつく。


    「や……やめよ。それだけはやめよ。アカネマル……、はよう助けよ」


    　奥にある泥のたまごが赤く輝かがやき、うなり声を漏もらす。しかしそれ以上の変化は起こらない。


    「ナオ……、そうじゃナオはどこじゃ？　どこへ行っておる。ナオ！　返事をせよ！　ナオはどこじゃ……。おぬし、ナオをどこにやった」


    　錯さく乱らんするアーニャの叫びに、今度はドロイド王子の表情がつめたく変わる。


    「それは、おまえを追って飛びこんだ、あの男の名前か」


    「わしを……追って？」


    　アーニャはぼやけた泥と水の記き憶おくをたぐりよせた。


    　得え体たいのしれない技によって地面に沈んだアーニャ。追って飛びこんできた青年。伸ばされ、そして届かなかったおたがいの手。ふたりはおたがいの指だけにふれ、離はなれていき、アーニャの視界に光が届かなくなったところで記憶は途切れていた。最後に見た哀かなしい青年の顔が、アーニャの眼の裏に、脳裏に焼きついている。


    　神かみ谷や直なお純ずみ。偉大すぎる祖父をもち、周囲に無能で無害の烙らく印いんを押された孤独な青年。だからこうして、あやしげな組織に属するあやしげな少女を、自分という存在を押しつけられた。水の中で泳ぐことすらできない青年だった。


    「ドロンコ大王が救ったのはおまえだけだ」


    　ドロイド王子は慎重に、そう告げた。


    　アーニャはその言葉がなにを意味するのか、しばらくわからなかった。だけども意味不明な言葉はつめたい文字となって、確実にあたまのなかへ、しみこんでくる。


    「ナオは……」


    　アーニャはうつろな瞳ひとみと弱々しい首で、あたりの景色を見回した。


    「その男も泥に還かえっただけだ。ここはすべてのいのちが泥に還り、眠りにつく場所。体は滅びても、たましいは、ここに留とどまる。何千年、何億年が経たとうと……永遠に……な」


    　聞きたくない。耳をふさぎたい。それはアーニャになんの平へい穏おんももたらさない救いだった。顔がゆがんでいき、涙がこぼれていく。顔は本物のおばあちゃんみたいに、しわくちゃになっていた。


    「わしは……なにがおばあちゃんじゃ……。なにが保護者じゃ……。こんな、こんなところで……ナオ、すまぬ、すまぬうー。うううう……わああああああああああああっ……」


    　大きな口をあけ、天てん井じようを見あげて、子どものようにわめいた。


    　ドロイド王子は目をそらす。しかしそうやって無む惨ざんな少女の姿を視界から消すことはできても、耳をつんざくその泣き声までは、消すことができない。


    「ちっ……」


    「うぅぅぅぅぅぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああ……」


    　ついにはドロイド王子もいたたまれなくなり、泥の丘から飛び降りる。そして躊躇ためらいがちに何度も歩を止めながらも、決してふりかえらず、ひとつの暗い洞穴へと消えていった。


    　どれほどの時間が過ぎただろうか。


    　喉のどと涙は何度も枯れ果てたが、アーニャはそのたびに力をふり絞り、ドロイド王子がいなくなってからもずっと泣きわめいていた。それがさらにアーニャの体力を奪っていく。


    「ナ────オ────…………。す───ま───ぬ─────…………ううううう。おばーちゃんを……ひぐっ……ゆ、ゆるせ──…………。おば───ちゃ……ん？」


    　アーニャは泣くのをやめ、硬直した。


    　目前に、こんもりと盛り上がった泥の丘ができている。山脈のような、背骨のような、気味の悪い怪物のような……。その丘はずっと奥のほうから、アーニャに向かって突き進んできていた。泥の盛り上がりの軌跡の先せん端たんには、


    　──なにか、いる。


    　泥でい中ちゆうに蠢うごめくそのなにかは、意志をもち、アーニャに目標を定めて近づいてきているようだった。モグラ……ならばまだよい。相当大きなモグラだが、まだよいとアーニャは思う。しかしもしもそれが巨大ミミズだったなら、いったいどう反応すればいいのかわからない。ここは泥の王国。そんなものがいないとも言いきれないのだ。


    　アーニャは緊きん張ちようし、頰ほおの皮ひ膚ふをピクピクさせる。当然だが現在のさらし首状態では、逃げられない。髪の毛をいじられたり顔に巻き付かれたり、その怪物の為なすがまま、されるがまま。そんなことをされるくらいなら、舌を嚙かんで死のうと決意した。


    　山脈がさらに盛り上がる。


    　まんなかあたりには、人間の眼球のようなものがあり、アーニャを見おろしている。決してミミズではない。見たこともない泥の怪物だった。それがやはり、この世のものとは思えない不気味な怪音を発する。


    「あーにゅおばあぷあん、だいじょうぷ？　だぷけにぷたよ」


    　いままさに舌を嚙もうとしていたアーニャの上うわ顎あごが、急降下のさなか、静止する。


    「いま……、なんじゃと？」


    「うぷ……どろでしゃべりにぷい」


    　泥の盛り上がりを突き破って両側から人の手が生える。


    　飛沫しぶきが飛び散ってアーニャの顔にあたる。


    「ぶわっぷぷっ」


    　泥の怪物は自分の顔のあたりをかきむしっていた。表層がはげ落ち、その奥からはアーニャの見慣れた目が、鼻が、口が、あらわになっていく。泥ですっかり汚れた、気の弱そうな青年の姿。いつもかけている黒縁メガネはなくしていた。


    「うえー、くるしかった。でもなんか肌がすべすべする。泥パックってこんなのなのかな。アーニャおばあちゃんも、さらに若返ってたりしてね。幼稚園児くらいに」


    「ナオ……、おぬし……、無事……」


    　直なお純ずみは泥に埋もれた下半身を引き抜いた。


    「溺おぼれそうになったけど、ドロンコ大王がアーニャをすくいあげようとしてたから、そのときのドサクサに紛まぎれて、なんとかね……」


    　直なお純ずみがあまりにも平然としているため、アーニャは無防備に口をひらいたまま、次の言葉を出せないでいた。


    「ずいぶん泣いてたみたいだけど、どうかした？」


    「ど……、どうもしとらん。そ、それに泣いてなどおらん」


    　アーニャはあわててうつむく。涙の跡を拭ふきたかった。だがこの状態ではどうしようもないうえに、頰ほおは隠しようもなく紅潮している。


    　直純はそれを横目でながめるようにして、多少わざとらしくため息をついた。


    「ぼくはアーニャを助けようとして、あの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから飛び降りて、死ぬとこだったんだけどな……。そうか、アーニャは泣いてすらくれないのか」


    　そしてそのまま地面に乱暴に座ると、アーニャのほうは見ずに、体中の泥を落としていく。落としかたも乱雑で、いかにも不ふ機き嫌げんそうだった。


    　まだ首だけ出ている状態のアーニャと、泥だらけの直純は、並んだまま無言になる。


    　アーニャが直純の横顔をそっと仰ぎ見た。


    　メガネがないと印象が変わる。表向きの行動や発言は正反対だけど、神かみ谷や我が生おうとおなじに、つめたい氷のような炎を宿している瞳ひとみ。


    　それがアーニャには、すこし怖こわかった。


    　アーニャが両親に見放されたのは、ものごころがつくかつかないかの幼いころ、吹雪ふぶきの夜。ぼんやりとした街灯の下で、アーニャは両親の迎えを待っていた。だけど迎えに来たのは、これからアーニャが暮らすことになる施設の人。


    　施設にはすでに多くの子どもたちがいた。親のいない、どこか儚はかなげな子どもたち。


    　だけど感情が高ぶったとき、目の前にあるものを燃やしてしまうおかしな子は、アーニャ以外にはいなかった。


    　アーニャはなにかを燃やしたあとは、とてもいやな目に遭あうことを学んでいた。だからアーニャは、感情をなくすことにつとめた。なにが起きても、なにをされても、感情が高ぶりさえしなければ、それを燃やさないですむのだから。だけどそれは人としての成長の放ほう棄きに近かった。ひとりで食べて、ひとりで眠って……。施設には多くの子どもがいたけど、人の心を封印した、孤独な灰色オオカミに近づく者はいなくなっていた。


    　ある日、魔ま王おうのような厳いかつい風ふう貌ぼうの老人がその施設の視察にあらわれ、ひと目でアーニャを気に入って、さらっていった。森の奥のお城に住んでいて、白髪と白しろ髭ひげをたくわえていて、切り崩された岸壁のような皺しわを持つ男。


    　孤高の灰色オオカミは神谷我生の所有物になっていた。


    　神谷我生はアーニャを自分の子どもとしてひきとったわけではない。アーニャはただの研究材料だった。


    　最終目標は永遠のいのち。


    　それはつまり永遠の孤独。


    　神かみ谷や我が生おうの子どもには、だれも、なれない。


    　アーニャはそう直感していた。魔ま王おうは灰色オオカミ以上に孤独な存在なのだと。


    　アーニャは長いあいだ、ただ、〝たまご〟に絵を描きつづけた。


    　神谷我生にとっての永遠のいのちのビジョン。不死鳥を産むための道具こそがアーニャ。そして力の発達のためには、外界からの情報を絶つのが効果的だから、アーニャは森の奥にあるお城に軟禁されることになった。


    　なにかが産まれるわけがない。アーニャはそう思っていた。なぜならアーニャがたまごに惹ひかれたのは、それが紙とちがって燃えないから、だけではない。夢中になったいちばんの理由は、それがずっと殻からにとじこもっている限り、だれもなにも傷つけない存在だからだった。


    　百個を超え、千個を超え、原色で塗りつぶされた異形のたまごは増えていく。産まれないということで永遠を体現するたまごたちは、ひろい部屋を埋め尽くしていく。なにも知らない大人が見たら逃げ出すほどに圧倒的な極ごく彩さい色しき。たまごのお城。


    　たまごの内部はたしかに異様な力がみなぎっているのかもしれない。だけどそれは孵ふ化かせずに死ぬ運命にあるのだとしたら、魔王にとって意味はない。


    　神谷我生は灰色オオカミの閉ざされた可能性に、興味をなくしていった。


    　そんなある日、アーニャの部屋に、見知らぬ男の子が入ってきた。


    　鍵かぎがかかっているはずの厚い扉を、針金数本で開けてしまったのだ。


    「どろぼう？」


    　アーニャの言葉は通じなかった。


    　男の子はアーニャの部屋を埋め尽くすたまごを見て、目を輝かがやかせていた。どれを盗もうか考えあぐねているみたいだった。だけど結局はどれも盗まずに、ただアーニャの手をつかんで笑う。まるでアーニャを盗むことに決めたと言わんばかりに。アーニャを部屋の外へ、お城の外へ連れ出した。


    　外は春。


    　男の子は自分のことを神谷我生の孫だと言っているようだった。神谷我生に孫がたくさんいることは知っていた。だからその中のひとり。だけどあまり神谷我生と似ていないとも思った。神谷我生は冬の嵐あらしみたいな人だけど、目の前の男の子は、アーニャにとって、春のそよ風そのもの。


    　森の動物たちといっしょに遊んで、空を見あげて寝ころんだ。


    　アーニャは起きあがろうとするも、くたくたになって動けなくなってしまう。ずっと部屋でたまごに色を塗っていたから、身体からだがなまっていたのだ。すると男の子はおんぶしてくれた。眼下にひろがる麓ふもとの街まで連れていこうとしているようだった。とても遠いので、ちょっと無理な気もしたし、ほんとうはもう自分の足で歩くこともできるとも思ったけど、そのままでいたかった。


    　胸の奥でなにかが、芽生えている。


    　だれも傷つけないために、ずっと抑えこんできた、人としての感情が。それも、いままで感じたことがない種類の。


    　気がつくと、どんどんあふれてとまらなくなっていた。身体からだが熱をもって、それを伝えたい。男の子の胸をぎゅっと抱きしめたくてしかたがなくなっている。


    　男の子は背中を焼かれてしまった。


    　うめき声をあげる男の子を置いて、アーニャは泣き叫びながら、何度も転びながら、お城へ駆け戻った。


    　人になっちゃいけなかった。オオカミでいなくちゃいけなかったのに。いけない感情がわき上がるのをとめられなかった。


    　きっとまた、捨てられる。


    　涙は感情とともに乾いて、それを受け入れる準備も整っていた。だけど神かみ谷や我が生おうはアーニャを捨てることはなかった。ただ淡々と、孫のいのちの別状はないとだけ告げた。そしてアーニャが会う機会はもうないだろうとも……。


    　哀かなしいけど、それは受け入れなければいけないこと。会いたいなんて絶対に考えてはいけない。自分は人になってはいけない。


    　そう言い聞かせ、決意し、たまごを抱いて、嗚お咽えつを懸けん命めいに堪こらえながら眠った夜に、茜アカネ丸マルは産まれた。


    　たまごの殻からを破って、産まれてくれた。


    　決してだれも傷つけない、いのちの火の力。その化身が。


    　アーニャは一筋の涙を流し、まだ目も開かない雛ひな鳥どりに、そっと口づけした。あの男の子の背中にも口づけしてあげたかった。


    　アーニャは発火能力を失ったけど、その力は茜丸が受け継いだ。大事な人を護まもるための力として。灰色オオカミは、人としての感情をとりもどしていった。


    　茜丸の出産によって神谷我生がよろこんで、はじめて見せた笑顔は、なんだか子どもみたいだった。ちょっとだけ、あの男の子に似ている。だから、好きになれた。神谷我生に笑ってもらうためになんだってした。そのたびに、その瞳ひとみの奥にいる男の子と会える気がしたから。


    　男の子の住む国を想おもって、空いた時間には日本語を教わった。茜丸の言葉が、だんだんと神谷我生に似てきたのがおかしかった。神谷我生が笑って、褒ほめてくれるのなら、どんな厳しい訓練にも、戦いにも耐えられた。


    　灰色オオカミグレイウルフのアーニャ。


    　抜群な戦せん闘とう能力を誇り、伝説の魔ま女じよ《バーバヤーガの小屋》の封印にはじまる、数々の恐るべき子どもたちアンフアン・テリブルとの戦いと勝利の記録。魔ま王おうカスチェイとともにその名を協会に轟とどろかせた、ロシア屈指の《イメイザー・チルドレン》は、そうして誕生したのだ。


    　アーニャにとって、それは誇りにもなっていた。


    　なのに、突然の心臓発作で神かみ谷や我が生おうは死んでしまった。


    　かなしいのかどうかもわからない、振り出しに戻ったような虚無感があった。そう、はじまり。また、たまごの部屋に戻るのだなと、アーニャは漠然と思っていた。


    　だけど、アーニャの代わりの保護者ガルデイアンは、神谷我生の遺言で、孫のなかのひとりに決まった。


    　カミヤナオズミ。


    　背がずいぶん高くなっているけど、あのときの男の子だった。あの男の子が幻想じゃなかったことに、妄もう想そうじゃなかったことに、アーニャはどれほど感激したかしれない。メガネをかけていてもわかる、その春風のような瞳ひとみ。胸が高鳴って、まともに見ることなんてできなかった。


    　そしてこともあろうか、アーニャは咄とつ嗟さにおばあちゃんのふりをしてしまった。


    　成長した男の子に対して、もう成長することはない自分の身体からだが不釣り合いで、恥ずかしかったから、まっしろに燃え尽きた煤すすのような老ろう婆ばのふりを、穴だらけの演技を必死にくりかえした。


    　孫とおばあちゃん。咄嗟に取り繕つくろっただけのそんな関係が、こんなに長くつづいてしまうなんて、思いもしなかった。


    　ほんとうは、同い年のくせに。


    



    　おたがい無言で、ずいぶんと長い時間が過ぎている。


    　直なお純ずみは首から下を埋められたままのアーニャを、そっと見た。


    　状況を考えれば当然ではあるのだが、アーニャはさっきから元気がなく、様子がおかしい。早く泥から引き出すように、直純に命令してもよさそうなのに、アーニャはなにかを話そうと顔をあげては、結局なにも話さず、うつむいて泣きそうな顔をする。それをくりかえしていた。


    　顔が紅潮しているし、熱でもあるのかもしれない。日本に来ての初はつ戦せん闘とうでドロイド王子に完敗したことは、体力だけではなく、その矜きよう持じを打ち砕いてしまったのかもしれない。なにしろアーニャは、血も涙もない魔王である直純の祖父によって、協会から与えられる任務とその成果でしか存在理由を見いだせないように訓練されているのだから。直純はそう思い、歯ぎしりする。やり場のない祖父への怒りを確認する。


    「わしを……助けないんじゃろ……。ナオは……わしをここに、おいていくんじゃろ」


    　アーニャはしょんぼりと、つぶやいた。


    「え？」


    　直純は困惑気味に聞きかえす。


    「なんでそんなこと？」


    「だ、だって……」


    　あわてたアーニャは、しかられた子どものようにまたうつむいて、口をすぼめる。


    「ナオに、いじわるしたから……」


    　いじわる。どのいじわるだかよくわからなかったが、そのつたない言葉により、直なお純ずみは取り返しのつかないミスをしたかのように狼ろう狽ばいした。


    　捨てられること、失われることは、アーニャの人生にずっとついてまわっている悲劇だと、わかっていたはずなのに、気づいてあげることができなかった。


    　直純の顔が、哀かなしくほころんだ。


    「バカ……」


    「バ……バカとはなんじゃ、バカとはー」


    　泣きそうに怒るアーニャをよそに、直純は姿勢を崩し、アーニャの首あたりを覆おおう泥を掘る。


    「アーニャ、ぼくは、おじいちゃんとはちがう」


    「ナオ？　……あっ」


    　直純は黙もく々もくと掘りつづけ、その両腕はもう、アーニャの脇わきを抱える位置にまでおりている。直純の手が、アーニャの身体からだにふれた。


    「ぼくは、アーニャの好きだったおじいちゃんとは、ちがうよ。それにたぶん、これからもおじいちゃんみたいには、なれない。だけど……」


    　なぜだかアーニャは緊きん張ちようした。直純の真剣な表情に。いま、泥からすくい上げられようとしている自分に。


    「ぼくはアーニャを置いて、どこかに行くなんてこと、絶対にしない。泥だろうが、協会だろうが、お城だろうが、魔ま王おうだろうが、たまごの殻からだろうが……、アーニャをとじこめるっていうのなら、必ず突破してやる。外に連れ出してやるんだ。そう決めたんだ。あの日から、ずっとそれだけを考えてきたんだ。ほんとうにずっとだよ。アーニャは必ず、絶対に、このぼくが、オレが、神かみ谷や直純が、自由に、してやるあああああああああああああっ！」


    　奇声をあげ、直純はアーニャを泥から引き抜いた。


    　たかい、たかい、をしているような格好でアーニャをかかげた直純は、まるでダンスでもしているように廻まわる。アーニャはなにを言われたのか、さっぱり理解できなかったが、なんだかプロポーズされたみたいに感じていた。魔王と灰色オオカミと火の鳥と王子さま。この物語のような世界で、この廻る世界で、アーニャは自分の心を落ち着かせるのに精一杯だった。


    「あはは……。もうちょっと熟してから抜いたほうがよかったかな」


    「わしは大根か！」


    　直純は泥だらけのアーニャを抱き締しめる。


    「や……めよ……」


    「アーニャはさ……あの日からずっとおなじ……軽いね」


    「やめよやめよやめよ」


    　アーニャは赤ん坊がいやいやするように身体からだをゆすり、軽く直なお純ずみの胸をたたき続ける。ほんとうにやめて欲しいのかどうかは、自分自身、わからなかった。いつしかたたくのをやめて、そっと両手を直純の胸にそえていた。


    「あれ……アーニャ？」


    　激しい抵抗を予想していた直純だが、アーニャからの反応が薄うすい。もう暴れるような力は残っていないということなのかと、心配になってくる。アーニャが震ふるえているような気すらする。まさか怒りで？　直純は気を引き締しめた。その可能性は十分にありえた。


    「う……、やりすぎたかな」


    　さっさと引き抜いておくべきだったという後悔がはじまった。しおらしいアーニャもめずらしいと思い、じっくり鑑かん賞しようしてしまったのはまずかった。


    　しかしアーニャのほうはというと、直純にやたらと熱い視線を送っている。


    「ナオ……その、なんじゃ、わしは……おばあちゃんというのをじゃな……」


    「え、ああ、なに？」


    　直純はいよいよ顔をひきつらせ、いそいでアーニャを地面に降ろす。アーニャはもじもじとしていて、あまりにも変すぎるのだった。まるで女の子だった。


    「その……、じゃな、わしは、アーニャおばあちゃんは、おばあちゃんといってもじゃな、その……、なんじゃ、すこし無理があったじゃろう？」
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    「無理って……、どうしたの？」


    　再会とともに掛け違ってしまった、ふたりの関係の修復。それをするなら、いましかない。そう思い、アーニャは勇気を、長年の想おもいとともにふり絞っていた。


    　一方、まごついているアーニャの態度に対し、直なお純ずみは思案し続けている。そしてついに、さっきからアーニャの名前を呼ぶときに『おばあちゃん』をつけるのを忘れていたのに気がついた。アーニャの不可解な言動の理由。その真相に直純はたどりついた、ような気がしたのだった。善はいそげと、直純は弁解を試みる。


    「ちょ、ちょっと忘れてただけだから、心配ないよ。アーニャおばあちゃんは、髪の毛ぜんぶ白髪だし、絶対に子どもには見えないって。この神かみ谷や直純が保証するよ。アーニャおばあちゃんは年季のはいったおばあちゃん。だいたいさ、髪の毛が白いとか以前に、アーニャおばあちゃんは趣味もババくさいし、かわいげないし、中身がまったく子どもじゃないじゃん。まあ、あれだね、アーニャおばあちゃんを子どもと勘違いする奴やつなんて、見る目がないっていうか、失礼？　世界中の純真な子どもたちに対して。あははっ……」


    　直純はユーモアを交えつつも、アーニャを思いやったつもりだった。


    　おばあちゃん言葉を自在にあやつる、気性のむずかしいロシア少女の扱いに慣れてきたつもりだった。相手の言い分をちゃんと認める、成長した自分に拍手喝かつ采さいだった。


    　しかしアーニャはその演説を聞き終わったあと、一いつ瞬しゆん絶望的な表情をしたかと思うと、赤面し、身体からだを大きく震ふるわせている。目には羞しゆう恥ちと苦渋の涙をためて。


    「あれ？　アーニャおばあちゃんどうしたの？　そんな物ぶつ騒そうにキバ……」


    　灰色オオカミは元気よくジャンプし、直純の頭にかじりついた。


    「イダダダダ……アーニャ、やめてー。歯が刺さるー」


    「わしはアーニャおばあちゃんじゃ！　に……二度とわすれるでないぞ、ナオ！」


    「だ……だから、そういったじゃん。アーニャおばあちゃんって」


    　アーニャは離はなれ、息を切らしながら、直純の前に仁に王おう立だちする。


    　直純は尻しり餅もちをつきながら、あたまをさすり、なにが不ま味ずかったのか考えてみたが、見当もつかなかった。


    「こんなことしている暇があったらアカネマルを早く助け出すのじゃ！」


    「な……、なんだよ、えっらそーに……」


    　直純はぶつぶつと文句を言いながらも立ちあがった。アーニャは腕を組み、こころを開こうとしたことを、一生の不覚とばかりに悔やみ、厳しい表情をしていた。


    「よいかナオ！　アカネマルはなんとしても救出するのじゃぞ」


    「そのくらいわかってるよ」


    　直純はアーニャに追い立てられるようにして、ドロンコ大王の左ひだり肘ひじによってできたたまご、茜アカネ丸マルの封印されたたまごへと向かい、それを見あげた。


    「うーん……」


    「はやく掘るのじゃ！」


    「でもなぁ……」


    　躊ちゆう躇ちよする直なお純ずみをおいて、アーニャがひとりで泥を掘り起こす。しかし崩れた場所は、すぐに流動する泥によって埋められ、復元していく。


    「なんじゃこれは……」


    「まあ、そんなとこだろうとは思ったけど……。掘るにしたってこの大きさじゃ、何時間かかるかわからないし、この泥がドロンコ大王の一部だとしたら、アーニャおばあちゃん、ちょっと不用心だよ。下手したらこっちまで取りこまれかねないんだからさ」


    「また文句ばかり。ではナオが方法を考えよ」


    「いまの状況じゃ手が出せないな。とにかく情報が欲しい。あの子どもたちからなにか聞けたらいいんだけど……」


    「あやつらか……。そういえば、ずいぶんいたのう……。さがすのか？」


    「望みは薄うすいけどね。まとってる泥の作用なのか、ぼくらは完全に敵あつかいだった。あれじゃ助けることもむずかしいんじゃないかな」


    　アーニャとドロイド王子がくりひろげた戦い。その終了間ま際ぎわにあらわれた大勢の泥まみれの子どもたち。地上から誘ゆう拐かいされた子どもたちだと推測できたが、なぜか、ドロイド王子に加勢し、アーニャと敵対するような仕草をみせた。


    「っていうか正直、ぼくらだけで、ひとまず地上へ脱出したいところだよ。ドロイド王子もコロイド王子も頻ひん繁ぱんに地上へ顔を出してるみたいだから、不可能ではないんだろうけど……。やっぱ地図でも書いておけばよかったかな」


    「ナオ！　アカネマルを見捨てるのか！　そんなことは許さぬぞ。われらは、ずっといっしょなのじゃ。これまでも、これからも……。逃げるならナオはひとりで行くのじゃ！」


    　茜丸。アーニャが出産し、ずっと苦楽をともにしてきたメタモルフィスム。


    　アーニャの悲痛な表情を前に、直純は静かに不愉快になる。直純にとって茜丸は永遠のいのちという祖父の夢を体現し、祖父とおなじ言葉を話す、祖父の生まれ変わりにほかならない。その出生に最も深く関かかわっているのが自分だなどという考えはおよびもつかない。だから直純の知らないアーニャと祖父の関係、結びつきに、どうしようもない疎そ外がい感かんを感じてしまうのだった。


    「茜丸を助けるのに反対ってわけじゃないんだ。茜丸の飛行能力と突破力があれば、それこそ地上に簡単に脱出できるわけだし。ただ、助けようとしてあまり派手なことすると、ドロンコ大王に気づかれて、再戦ってことになりかねないわけだよ？　そりゃ、ドロンコ大王を倒せれば、手っ取り早く解決なんだけど……」


    　アーニャが顔をしかめ、身体からだをこわばらせた。


    　はじめて喫した敗北。たとえ茜アカネ丸マルを取りかえしたとしても、泥のなかに沈む恐怖を身体に刻まれたアーニャは、もうドロイド王子とドロンコ大王を相手にまともに戦えないかもしれなかった。アーニャと茜丸のテンションは強くリンクしていて、その能力は増大することもあれば、制限されることもあるのだから。いつも剛ごう胆たんに振る舞うアーニャが、こうして萎い縮しゆくする姿を見るのは、やはり忍びなく、なんとしても地上に出て、一刻も早くすべての泥を洗い流さなければならない。直なお純ずみはそう思った。


    「アーニャおばあちゃんって、温泉とか行ったことある？」


    「むう、なんの話じゃ？」


    「いや、ま、いいや。それで作戦。いまある材料だけで、いちばん成功確率の高い作戦を考えてみた。アーニャおばあちゃんは、嫌いやがるかもしれないけど」


    「なんじゃ、もったいぶるな。はよういうのじゃ！」


    　アーニャの表情があかるく豹ひよう変へんする。直純はせかすアーニャの目を見据え、冷静に答えた。


    「コロイド王子を誘ゆう拐かいして、ドロイド王子を脅きよう迫はくする」


    「……」


    　とたんにアーニャは失望し、あきれたように口をあけた。


    「おぬし、なんという卑ひ怯きよう者ものじゃ……」


    「手段は選ばない。っていうか、そもそも選ぶほどの手段が残されてないから……。コロイド王子が何者なのかわからないけど、彼はドロンコ王国のウィークポイントだと思う。ドロイド王子が向かったほうにいるかもしれないから、なんとかして捕まえよう。さ、行動開始」


    　そう言い切ると、さっさと先へと進んでいく直純。アーニャはしぶしぶついて行く。


    　ドロイド王子よりも先にコロイド王子を捕まえる。


    　じっさい、それ以外に現在の劣勢を覆くつがえす方法はなかった。囚とらわれているのは茜丸だけではない。自分たちがいるのは敵の胃袋の中。いつ溶かされ、この泥の風景の材料とされてもおかしくないのだから。


    　そして奇き蹟せきが起きた。


    　ふたりはコロイド王子を見つけたのだ。なにかから逃げるように走り、息切れして、いまにも転びそうな、暁あかつきのドロンコ王国の第二王子を。


    



    　◇


    



    「ぷっあっはっぷあっ……」


    　コロイド王子は長くて暗い通路を走っていた。


    　つめたく冷えた広大なドロンコ王国は、中心の玉ぎよく座ざに近づくほど気温があがり、なまぬるくなっていく。コロイド王子のひたいを流れる泥の汗。きょうは走ってばかりで体力が底をついており、息も荒い。手のふりかたもデタラメで、無ぶ様ざまな走り方だった。


    　足をゆるめ、注意深くふりかえる。


    　敵は追ってきてはいない。だけど油断はできなかった。あの敵の素早さときたら、まるで台風なのだ。視線を前に戻した瞬しゆん間かん、そこにあらわれていてもおかしくなかった。


    「うぷーっ」


    　洞穴を抜け、ドーム状の巨大な空間にでると、コロイド王子は雪な崩だれこむように身をかがめた。そこはもう、王国でいちばんの安全地帯。ドロイド王子とドロンコ大王の玉ぎよく座ざの間だった。


    「だいおうさま……いないうぷ？」


    　コロイド王子がきょろきょろとあたりを見渡し、ぽつりとつぶやく。ゆっくりと空の玉座に近づいていく。玉座にドロイド王子がいないことはよくあるのだが、その背後に鎮ちん座ざしているはずのドロンコ大王がいないのはめずらしかった。ドロンコ大王はその巨体ゆえ、この場所から動くことはめったにないのだ。そしてそれ以上に見み逃のがせないのは、あたりに散見する破は壊かいの跡。天てん井じようは大きく歪ゆがんで採光の光はむらが生じ、地面もえぐれている。


    　ここで戦せん闘とうが行われたのだと、コロイド王子は思い至った。


    　だけどまだわからないことがある。ドロンコ大王がこの玉座の間で戦闘を行ったとしても、なぜここからいなくなってしまったのかがわからない。さらには、つねに脈動するドロンコ王国が、いまはあまりにも静かすぎる。ドロンコ王国の心臓部であるドロンコ大王、その活動がとまってしまっているかのようだった。


    　大きな声で呼んでみようか？　コロイド王子はそう思い、息を吸いこむが、シンとした空気が緊張を孕はらむ。まちがって敵を呼ぶ可能性があるため、ためらってしまう。


    　再度コロイド王子は考えこむ。考えこみすぎ、不覚にも背後への注意を怠おこたっていた。


    「うぷあ！」


    　コロイド王子のちいさな肩が、背後からがっちりとつかまれ、のどから心臓が飛び出しそうなほど驚おどろいてしまった。コロイド王子は凍りついたロボットのようにぎこちない動きで、首をうしろに向ける。しかし肩をつかんだその人物の顔を確認すると、氷解するようにして緊きん張ちようが抜けていく。


    　ドロイド王子だったのだ。


    　コロイド王子は残り少ない体力で飛びあがって、ドロイド王子にへばりついた。それで完全に体力はなくなり、そのままぺたりと地面に座りこんだ。


    「コロイド、いままでいったいどこに行っていた。捜したぞ」


    「うぷ、コロイドおうじもドロイドおうじをさがしてたうぷ！　ドロンコだいおうさまはどこうぷか？」


    「いまは泥の中に潜もぐって眠っているから、ここにはいない。コロイド、おまえが連れてきた協会の奴やつらを捕まえるのに手間取ったんだ」


    　協会からやってきたふたりのこと。白い少女とメガネの青年。


    　自分でドロンコ王国にひき入れたのだが、コロイド王子はすっかり忘れていた。


    「そううぷか。でもつかまえたうぷ。やっぱりきょうかいよりも、ヨルガヲよりも、ドロンコだいおうさまのほうがつよいうぷね？」


    「当然だろう」


    　コロイド王子の憧あこがれるドロイド王子の微笑。いつもと変わらない自信と力がそこにはあった。


    　コロイド王子は安あん堵どのため息をつく。じつはヨルガヲによってドロンコ大王が倒されてしまったのかと心配していたのだった。


    　落ち着いたコロイド王子の態度を見計らい、ドロイド王子は本題にはいった。


    「コロイド、年長の四人のドレイをどうした？」


    「そううぷ！　たいへんうぷ！　みんなとかされたうぷ！　あれはおうじょとちがううぷ！　ドロイドおうじはだまされるところだったうぷ。きっとおうじょのふりしてドロンコおうこくにはいるさくせんだったうぷよ。ヨルガヲだったうぷ！」


    　コロイド王子は、新生ヌエバドロンコ・フォーの敗北と砂さ夜やとの接触を一度に伝えようとまくしたてた。


    「溶かされた？」


    「うぷ！　みずでとかされたうぷ！　おそろしいうぷ～」


    　コロイド王子は座りこんだり伸びあがったりして、その恐怖を表現した。それから虚こ空くうを何度もパンチする。キックする。架空の敵を倒していく。


    「でももうおしまいうぷ！　ドロンコだいおうでやっつけるうぷ！」


    「泥は……溶けたのか……。そうか、無事ならよかった」


    「ぷ？」


    　コロイド王子がひとり遊びをやめて思案する。いったいなにが「よかった」のか？　新生ヌエバドロンコ・フォーは溶かされてしまったし、敵であるヨルガヲはいまだ健在だというのに。


    「なあ、コロイド……、あいつ、オレのことなにかいってたか？」


    「いってたうぷ！　おうじはふたりともどろだんごにしてたべるっていってたうぷ！」


    「……そういうことじゃなくてな、オレのこと怒ってなかったか？」


    「おこ……ってなかったうぷ……」


    「そうか……」


    　パンチしたままかたまっているコロイド王子の前で、ドロイド王子が胸を撫なでおろしている。しかしそれはコロイド王子を困惑させた。ここはもっと戦意を高揚させるべき、敵かたき討うちを誓うシーンなはずなのだった。


    「ヨルガヲうぷよ」


    「ちがうんだ、コロイド」


    「でも、じぶんでそういったうぷ！」


    「ヨルガヲなんてもういない。むかしにすべて死んだんだ」


    「いるうぷ！」


    「いいかげんにしろ！」


    　ドロイド王子の声がコロイド王子を突き抜ける。怒鳴られたのは、はじめてだった。コロイド王子は呼吸するのも忘れ、それから目にいっぱいの涙をためた。それを見て、ドロイド王子の表情にも戸と惑まどいの色がうかぶ。


    「コロイド……。わるい。怒鳴る気は……」


    「おかしいうぷ。おうじょなんかいらないうぷー……」


    　歯を食いしばるけど、ぽろぽろと涙がこぼれてしまった。


    　少女の正体がヨルガヲだろうと、怪かい獣じゆうだろうと、妖精だろうと、真実はもう、どうでもよかった。ドロンコ王国の外の世界。それはすべて敵であるというのは、ほかならないドロイド王子が教えてくれた絶対のルールだったはずなのに。


    　ドロイド王子が、ちゃんとドロンコ王国の王子をしていないような気がするのが、とてもかなしかった。


    「もう……、おうじやめるうぷ」


    「やめる、だと……？　コロイド！」


    　コロイド王子は必死な形相でドロイド王子の横を走り抜けていった。ドロイド王子は手を伸ばしてその肩をつかもうとするも、振り払われ、弾はじかれる。


    　ドロイド王子は呆ぼう然ぜんとした表情で立ちすくみ、去っていくコロイド王子の背中を、ちいさな背中が消えていくのを見送った。追おうと思えば追えたはずなのに、硬直したまま、弾かれた自分の手を見つめることしかできなかった。ドロイド王子もまた、コロイド王子からの拒絶をはじめて受けた。わずかな痛みがあるのは手ではなく、ふれることのできない胸の奥だった。


    　ドロンコ大王とともに、この泥の王国にとどまる限り、自分が傷つくことなど、ありえないはずなのに……。
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    「どうやらケンカしたようじゃのう」


    「そうだね」


    　アーニャと直なお純ずみのふたりは玉ぎよく座ざの間ま全体が見渡せる場所、ちょうど二階部分の洞穴にいた。そこで腹ばいになり身を隠し、ドロンコ王国の王子ふたりの会話に耳を澄すませていた。話し声は劇場のようによく響ひびき、細かい内容まで聞きとることが可能だった。そしてついさっき泣きながら駆けだしたコロイド王子は、アーニャと直なお純ずみのちょうど真下にある洞穴へと去っていったのだった。


    「ぼくらのほかにもだれか、ドロンコ王国と敵対してる勢力がいるみたいだね」


    「うむ……。たしかに聞いたぞ。ヨルガヲと」


    　眉まゆはつりあがり、アーニャの表情が険しくなった。直純の声も自然と力がこもる。


    「ヨルガヲってあれだよね。四年前、世界中で百万人の子どもが消えたとか死んだとかって伝説の……。子どもの身体からだを奪う、子どもにしか見えない怪物。怪かい獣じゆう画が伯はくの宿敵」


    「うむ、ヨルガヲは怪獣画伯だけではない、われらすべてのイメイザー・チルドレンの宿敵。宇宙からの侵略者じゃ」


    「宇宙からの侵略……、それが最も有名な俗説」


    「ちがうのか？」


    「ぼくも協会のデータでしかしらないけど、いろんな説があるみたいだよ。いちばん面おも白しろいのは、アサガオの変種だってやつかな」


    「アサガオというのは、花のか？　そういえば聞いたことがあるのじゃ。日本の学校で子どもが育てる花なのじゃろ？」


    「そう、子どもたちに植物とふれあわせるのは、フレーベル由来だと思うけど、アサガオに特化してるのは、日本の小学校独自の様式だと思う。で、アサガオってのは、むかしから日本で偏愛されている花なんだけど、あまり知られてないその特徴は、変種の多さ。江戸時代くらいから園芸用に品種改良が盛んに行われて、変化アサガオと呼ばれていたくらい、とにかく変わった花型が存在する。劣性遺伝だから、一世代でついえてしまって、文献にだけ残ってる品種とか、おしべやめしべまでが花びらに変化して、種すら残せないのとかも。現代でも遺伝子の研究のために、放射能とかあてて、変異を調べたりするらしいし……」


    「よくわからぬが……ただの花じゃろう？」


    「そのはずだったんだけど……。ある日、ある子どもが育ててたアサガオに、もはやアサガオとはいえないような、決定的な変異がおとずれた」


    「それでヨルガヲか？」


    「うん。といっても、ヨルガヲは怪獣に滅ぼされて、もう現存していないらしいから、確認しようがない。これも結局は俗説、というよりも空想だよ。小こ賢ざかしい大人のね。ぼくだってまったく信じちゃいないし……。ただ……」


    「ただ、なんじゃ？」


    「ヨルガヲの出生の秘密に、アーニャとおなじ、イメイザー・チルドレンが関与しているってのは、ありえる話じゃないかな。あくまで、宇宙からの侵略者ってのよりは、信しん憑ぴよう性せいがある気がするってだけだし、これ以上考えてもあまり意味はない気がするけど……」


    「われらがヨルガヲをつくった？　それはありえぬ！　あんな、おぞましいものを、われらが……。ナオはしらぬからそんなことがいえるのじゃ。あれがどれほどわれらと異質な存在か……」


    「ひょっとするとヨルガヲをつくったのは、怪かい獣じゆう画が伯はく自身かもしれない」


    「まさか……！」


    「怪獣画伯とヨルガヲがおなじ時期に誕生したのが、ただの偶然ってのが、ちょっと噓うそくさいからね。ひとつの仮説として、当然あると思う。孤独な怪獣画伯は敵対者を必要としていた。だから無意識に、ヨルガヲを誕生させ、怪獣たちと戦わせたってわけだよ」


    　アーニャは呆ぼう然ぜんとする。そんなふうに考えたことはなかった。おそらくは、世界中の子どもたちも、そんなふうに考えたことはなかった。


    「あるいは、怪獣画伯と同等の力をもった子どもが、同時期に誕生していた。そうだね、双子のように……。まるで光と影のような存在として……。ま、どっちにしても、ヨルガヲが滅んだのは事実らしいし、コロイド王子がヨルガヲに会ったっていうのは、勘違いじゃないかな。コロイド王子、ちょっとそそっかしいからね」


    「かんちがい……か……」


    　アーニャはヨルガヲについて考えこんでいた。


    　いままで忘れていた悪夢との唐突にして、望まぬ再会。それだけで、にぎった手には冷や汗がたまってしまう。背後につづく暗い泥の迷宮から、身体からだに闇やみが浸食してくる気がした。ふりむけばそこに、消えた百万人の子どもたちがいるような錯さつ覚かくにとらわれていた。もし真実、一体でもヨルガヲが蘇よみがえったのなら、今度の犠ぎ牲せい者しやは百万人ではすまない。なぜかそう思えるのだった。


    「アーニャおばあちゃん、しっかり」


    　直なお純ずみは腹ばいになっているアーニャの肩をそっと抱く。


    「わかっておるのじゃ……」


    「ヨルガヲのことは、いまはいい。いま大事なのは、ぼくら以外にもドロンコ王国に敵対する子がいるってこと。それも王女……、女の子だね。これを利用しない手はないよ」


    「そやつと協力するのか？　わしは賛成せぬぞ。相手の正体がわからぬのに危険じゃ。それに……、それに、本物のヨルガヲかもしれぬじゃろ？　い……、いまは、茜アカネ丸マルがおらぬから、とてもマズイのじゃ」


    「たしかに、相手がなんであれ、こっちがメタモルフィスムを失っている以上、主導権はにぎれないだろうね。だけど、それよりも面おも白しろいこと思いついた。コロイド王子を懐かい柔じゆうしてみるってのはどう？」


    「怪獣？」


    「いや、懐柔。ようするにコロイド王子を人質にするんじゃなくて、こっちの味方に引きこんで、ドロイド王子と仲間割れさせる。するとドロンコ王国が内部からまっぷたつ。ドロンコ大王がふたりのどっちにつくか、見物じゃない？」


    　アーニャは口を大きくあけて八や重え歯ばをむきだしにすると、顔をしかめる。


    「おぬし、まったく……どこまで……」


    「ドロンコ王国は、やりすぎた。調子に乗りすぎたんだ。だからもう、あいつらの土俵で戦う必要はないさ。これからは、大人のやり方で屈服させてやろう」


    「ナオ……」


    　アーニャは直なお純ずみの瞳ひとみにまたも神かみ谷や我が生おうを見た。冷たい吹雪ふぶきを背負った、恐ろしい不死身の魔ま王おうの瞳。直純には魔王になどなってほしくないのに。


    「さ、懐かい柔じゆうするにしろ人質にするにしろ、まずはコロイド王子を追おう。ちょうどこの下だ」


    　起きあがった直純の瞳からは、もう魔王の面おも影かげはなかった。いつもの優しすぎる青年。


    　アーニャはほっとひと息つく。


    　洞穴を先に進んでいく直純のあとを、いそいそとついていった。
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    　コロイド王子はひとりでせまい通路を歩いていた。


    　長靴でぺちぺちと足音をたて、ときどき壁に右肩を押しつける。


    　なにもかもが、かなしかった。


    　ドロイド王子が怒鳴ったこと。コロイド王子のことを追いかけてこなかったこと。すべてが。


    　滴しずくの落ちる音がして、ドロンコ王国も泣いているみたいだった。


    　しばらくすると、広大な泥の湖に出た。天てん井じようをうつし、万まん華げ鏡きようのような景色。ドロイド王子がとくに気にいっている場所だった。


    　岬みさきには大きな泥のたまごがある。それはコロイド王子も見たことがないものだった。


    「うぷ？」


    　こんなものはなかったはず。


    　コロイド王子はそう思いながら、用心深く、すり足で近づく。


    　手をのばし、できるだけ遠くから、人差し指でちょっとさわってみた。


    　知っている感触だった。


    　勇気を出してそばまで行き、両手でさわってみる。


    　ドロンコ大王の体の一部だということがわかった。強力な魔ま力りよくをもったいのちの泥。敵にとっては死の泥だった。とりあえずは安全だと思い、肩の力をぬいた。


    「ひさしぶりじゃの、畑の精霊ポレヴイーク」


    　コロイド王子がふりかえるとそこには、地上で会った白髪の少女の姿があった。


    　秘密の美術協会カンパーニユ・スクレの──


    「ぷ……」


    　泥のたまごの陰からそろりと忍び寄っていた直なお純ずみが、コロイド王子の口をふさぐ。コロイド王子はそのまま抱えあげられてしまった。長靴をばたつかせながらドロイド王子を呼ぼうとしているのだが、声は押しこまれる。かみついてやろうと思ったそのときだった。


    「あっれ～、コロイド王子は王子やめたんじゃなかったっけー？　それなのにドロイド王子に助けてもらおうとしてるの？　それって、おっかしーな」


    　直純が耳元で語りかけ、アーニャにアイコンタクト。アーニャは一瞬、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそませるも、それに応こたえてわざとらしいセリフを吐はいた。


    「そうじゃ、そうじゃ、王子をやめたくせに王子を頼たよるのはおかしいのじゃ。かっこわるいのじゃ。こんなかっこわるい王子よりもドロイド王子が王女をほしがるのも、無理はないのう」


    　その連係プレーは、コロイド王子の胸に音を立て深く突き刺さった。


    　直純が離はなすと、コロイド王子はそこに崩れ落ちるように座りこんだ。


    「うぷ～……」


    　もう暴れる気力も体力もなくなってしまい、泥のように沈みこんでいる。


    「なんじゃ、あわれじゃのう」


    「ほらほら、涙拭ふいて」


    　直純はコロイド王子の横に座る。


    「うぷ……。おまえ、きょうかいうぷ？」


    「まさか。それは勘違いだよ。ぼくらが協会なら、だまって君を誘ゆう拐かいしていく。だろ？」


    「そううぷか？」


    　コロイド王子はどうでもよさそうにうつむいた。


    「コロイド王子、きみの気持ちはよくわかる。信じてた相手に裏切られた。つらいよね」


    　直純の言葉によって、コロイド王子は、さらにがくりと肩を落とした。


    「だけどしかたがないことだ。なにしろドロイド王子は、魔ま法ほうにかけられてしまったんだから。ヨルガヲの恐ろしい魔法に」


    「いまなんていったうぷか？」


    「ドロイド王子はヨルガヲの魔法にかかってしまったといったんだよ。ヨルガヲの魔法は、人間の心にしみこんでいって、なかなかとれない。そうだろ？」


    「やっぱりうぷか！」


    「じつをいうとね、ぼくらはそれを知らせるために、ドロンコ王国へやってきたんだ。ぼくらは君たちのドロンコ王国での活動を、とても高く評価している。とくに君のだ。コロイド王子」


    「よくいうのう……」


    　アーニャがため息混じりにつぶやいた。


    「どうすればいいうぷか！　ドロイドおうじは、しんじないうぷ！」


    　藁わらにもすがる思いでコロイド王子は直なお純ずみにしがみついてきた。


    　直純は目をつむり、いかにも深刻そうな顔をしている。そしていかにもためらいがちに、ゆっくり口をひらいた。


    「ドロイド王子の魔ま法ほうを解くには、おそらくこの方法しかない。危険な方法だが、コロイド王子、やってくれるか？」


    「やるうぷ！」


    　コロイド王子は直純のズボンにしがみつきながら即答した。


    「よし。じゃあ、君がヨルガヲを倒すんだ」


    「いまなんていったうぷか！」


    「君が、ドロンコ大王を操縦して、ヨルガヲを倒すんだ！」


    「いまっ、なんていったうぷかー！」


    　コロイド王子はバンザイするような格好で叫んだあと、一歩退く。目が泳ぎ、現実逃とう避ひをはじめているようだった。


    「コロイド王子？」


    「そ……そんなの、むりうぷよ？　ぜったいないうぷ」


    　しかし直純はコロイド王子の両肩に手を置き、まっすぐに瞳ひとみを見た。


    「たしかに敵の力はおそろしい……。だが君が倒さなければ、ドロイド王子はどうなる？　この王国はどうなる？　この世界はどうなる？　この地ほ球しはどうなる？」


    「う……うぷ」


    　コロイド王子は気け押おされながらも、突然ひろがったスケール感に、惹ひきこまれていた。


    「王女に化けたあの憎たらしいヨルガヲを倒せるのは……残された希望は君だけなんだ」


    「た……たおせるうぷ？」


    「倒すんだ！　ドロンコ王国と地球の未来は君のその手にかかっている！」


    　コロイド王子は自分の両のてのひらを見た。ちいさな手だった。


    「立てよ、コロイド王子！」


    　直純がなんとなく天てん井じようを指さすと、コロイド王子はもう立っていたが、身体からだがビクンと跳ねる。目を輝かがやかせ、その天井を見た。実際はなにもなかったが、輝かしい栄光と名誉がある気がした。じわじわと興こう奮ふんが湧わき、空想がはじまった。


    「ドロンコだいおうのまえでは、ぜんぶしずむうぷよ？」


    　決め台詞ぜりふに酔っているコロイド王子を乗せて、ドロンコ大王は疾しつ走そうする。立ちふさがる異形の敵を、闇やみにひそんでいたヨルガヲの子どもたちを、圧倒的な力で蹂じゆう躙りんしていく。ドロンコ大王から巨大な翼つばさがひろがり、コロイド王子を乗せながら、地上へと飛び出した。高層ビルをなぎ倒し、戦車をひっくり返し、世界を支配する悪の怪かい獣じゆうたちをバッタバッタとやっつける。それを見て、砂場でずっと虐しいたげられていた世界中の泥の子どもたちがいっせいに決起する。七日後には全世界がドロンコ王国の前にひれ伏していた。すべてが泥の子どもたちになっていた。


    　大歓声を受けている自分を夢想しているコロイド王子。そのちいさな肩に、直なお純ずみがふたたび手を乗せる。


    「フフフ……。決心はついたようだね？　そう、世界の王は君。毎日世界各国から泥ダンゴが百万個は贈られてくるだろう。ぼくは参さん謀ぼうだから今後ともよろしく」


    　小声で語りかけることで、コロイド王子の内なる欲望を育てていく直純。反応が良すぎるためか、もはやファウストをそそのかすメフィストフェレスのような気分になっていた。


    「やるうぷー！　たおすうぷー！」


    「……アホウがふたりなのじゃ」


    　アーニャは、ふたりの男の子的な思考にまったくついていけなかったので、遠く、冷めた目でながめていた。


    「よし、とりあえずコロイド王子は、ドロンコ大王をここへ連れてくること。もちろんドロイド王子にはないしょにして。残念だけど、いまの彼は敵の術中だからね。ぼくらは、ほかの準備をしておく」


    「わかったうぷ！」


    「いい子だ……」


    　ひとり残されたコロイド王子は、両手をグーにして、前に構え、見果てぬ夢に燃えあがっている。直純のうしろについているアーニャが手を伸ばし、不安げに直純の服の裾すそをひっぱった。


    「なに？」


    「ナオ、わしらのする準備とはなんじゃ？　もしや……」


    「うん、やっぱり例の女の子に接触してみようと思う」


    「両方に取りいる気か？」


    「そうだよ。両方の駒こまを裏で操って、最終的にドロンコ大王は倒す。そしてドロイド王子は当初の予定通り、ジェルミナスィオンに引き渡して任務完了」


    　冗談を言っている雰ふん囲い気きではまったくなかった。


    　アーニャは憂うれいを含んだ上目遣いで、直純の顔をじっと見つめる。


    「え、なに？　なにかついてる？」


    　直純はいつものような、頼たよりないほほえみを浮かべる。


    「へんじゃ。へんすぎるのじゃ。ナオは……、もっと……」


    　アーニャはだまった。


    「へんなアーニャおばあちゃん。さ、例の子を捜そう。ドロイド王子が接触するより早く」


    　直純はその女の子をドロンコ大王にぶつけて、力を見極めたいと考えていた。直純が幼いころからずっと立てていた、祖父を倒すための計画の最新バージョン。その柱となるのが、秘密の美術協会カンパーニユ・スクレ《ジェルミナスィオン》に対抗できる駒こまを手に入れることだった。


    　ドロイド王子の境遇に同情し、一時は萎なえかけた思いだが、いまは逆に確固たるものになっている。当初の標的だった魔ま王おうがいなくなったいまも、行き場をなくしたいまも、その計画は燻くすぶりつづけている。たとえ自分が傷つこうと、倒れようとかまわない。すべてアーニャのためだと信じているからこそだった。


    「……」


    　コロイド王子は洞穴の中に消えていく直純とアーニャのふたりを見送った。


    　静かな湖こ畔はんでひとりぼっちになり、しばらくぼうっとしていたが、ドロンコ大王をここに連れてくるように言われていることを思い出した。


    「だいおうさま……どこにいるうぷ？」


    　ドロンコ大王は泥の中で休んでいる。ドロイド王子はそう言った。コロイド王子が手当たり次第に叫べば、聞きつけたドロンコ大王がやってくるかもしれなかったが、それではドロイド王子に気づかれてしまうかもしれない。勝手にドロンコ大王に搭乗したら、ドロイド王子はものすごく怒るかもしれない。そう考えるとコロイド王子の自信はすぼんでいく。口を横一文字にした、しかめっ面つらになってしまうのだった。そもそもドロンコ大王に乗せてもらったことはあるものの、ひとりで操縦したことなど、ただの一度もない。


    　ドロイド王子のように戦えるだろうか？


    　コロイド王子は不安になり、あたりを見回す。仲間を捜した。周りにいてくれれば、いざというときに力になってくれるかもしれない泥の子どもたちを。


    　おそらくはみんな、泥ダンゴ製作室にいる。


    　場所はここから近い。


    　コロイド王子は背後の洞穴のひとつへと走った。
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    「すごかったねー、ドロンコ大王さま」


    「うん、つよかった」


    「ドロンコだいおうさま、たぶんおなかペコペコだから、たくさんつくらないと」


    　なだらかなくぼみの底には、泥だらけのシャツを着た子どもたちが集まっている。ドロイド王子とコロイド王子がひと月がかりで集めた地上の子、砂場で消えた子どもたち。泥の子どもたち。みんな泥ダンゴの製作に励んでいた。


    　学校の教室のイメージを再現したひろい部屋。天てん井じようから降り注ぐか細い光が、不格好な泥の椅い子すや机に陰影をつくっている。玉ぎよく座ざの間にも近いので、ここは泥の子どもたちにとって最もなじみ深い場所だった。


    　できあがる泥ダンゴは、目の前でドロンコ王国を護まもる戦いをくりひろげたドロンコ大王に対する感謝の念がこめられ、いつもよりていねいだった。


    「みさとおねーちゃん、いなくなったね」


    「うん、さとるおにーちゃんも、ともえおねーちゃんも、いくみおにーちゃんも、いなくなった……」


    「うえにもどっちゃったのかも」


    「えー！」


    　地上の世界のことを、かつての共通体験を思いだす。記き憶おくを覆おおう泥の皮膜を越え、そっと差しこむような、ほんの少しの、望郷の念。


    　すべての子どもたちは地上での暮らしを終えると、地下のドロンコ王国にやってくる。ドロンコ大王さまはすべての母。唯一のママだとしたら、それは自然な成り行きだと、みんなには思えた。


    　子どもたちは毎晩、ドロンコ大王の体からつくられるいのちの泥ダンゴを吞のみこみ、寒くて暗いドロンコ王国で生きる力をもらい、泥のなかで眠る。そして代わりにドロンコ大王さまに食べてもらう泥ダンゴをつくる。何十個、何百個、何千個と……。永遠につづくかもしれないその作業に、なぜか飽きることはなかった。


    　ひと月前まで行われていた地上での暮らしは、ずっとむかしの出来事のようだった。そしてひと月前とは、子どもたちにとって、本当にずっとむかしの出来事だった。


    「おまえたち、でばんうぷー！」


    「あ、コロイドおうじだ」


    　息を切らしたコロイド王子の登場に、みんなが顔をあげる。


    「でばん？」


    「またげき？」


    「ちがううぷ！　もっとだいじなことうぷ！　みんなこれから──」


    「地上に帰ろうか」


    「ぷあ？」


    　コロイド王子の甲かん高だかい声に割って入った穏おだやかな声。コロイド王子の表情がかき消える。目前の泥の子どもたちは、あんぐりとしていて、その視線はコロイド王子の背後へ注がれていた。コロイド王子もそれに倣ならい、背後をふりかえった。


    　みるみる歪ゆがんでいくコロイド王子の顔。コロイド王子の背後に砂さ夜やが立っていたのだった。


    　泥の子どもたちは泥のたっぷりしみこんだシャツを一枚着ているが、砂夜の着ているのは学校水着。全員の好奇の対象となっていた。


    　砂夜は部屋に置かれた大量の泥ダンゴを見定めている。


    「すごいね。みんなつくったんだ？　ドロンコだいおうさまにあげるの？」


    「そう。おねーちゃんもつくりにきた？」


    「ちがうよ。ボクはみんなを地上に案内するためにやって来たんだ。うちに帰すために」


    「ちじょう？」


    「そう、地上にあるみんなのおうち。帰ったら最初にお風ふ呂ろに入らなきゃね」


    　砂夜は身をかがめて明るく語りかけるが、子どもたちの反応は鈍い。砂夜を人さらいかなにかのように感じている子もいるようだった。


    「地上にいるお父さんやお母さんのこと、わすれちゃった？　砂場で遊んでたみんなが、急にいなくなったの、心配してるよ……」


    「しんぱい……？」


    　父と母。最も強い光の世界の記き憶おく。泥の子どもたちのあいだに動揺が奔はしっていた。


    「そ……そんなの、だめうぷよ？」


    　ざわめきにより、コロイド王子の懇こん願がんするような声がかき消える。


    　泥の子どもたちの中からひとりの女の子が歩み出て言った。


    「うえにいるママはね、どろダンゴ、きらいなの。よごれるから……。わたしね、いっしょうけんめいつくったのに、うえのママは、おこったんだよ」


    　砂夜を前に眉をひそめ、泣いてるような顔をしている女の子。


    　幼くつたない口調で語られる、母親からの拒絶。


    　それは母親にしてみれば、日常の何気ないやり取りのひとつだったのかもしれない。子どもはすぐに忘れてしまうと思ったのかもしれない。だけどその女の子はおぼえていた。こころの奥底に、ずっとしまっていた。


    　砂夜はその女の子の手をにぎった。


    「だいじょうぶ。今度はもらってくれるよ。世界にひとつしかない宝物みたいに……」


    「ほんとに？」


    「うん、きっとだよ……。会いに行ってみる？　お母さんのとこに」


    　女の子はこくりとうなずいた。


    　泥の子どもたちはみんな顔を見合わせた。この来訪者に対し、どう出ようか考えあぐねている。


    「おまえたち、よく聞くである！」


    「あー！　かいじゅうだ」


    　砂さ夜やの足下にいた怪かい銃じゆう、ケロピーに注目が集まる。ドロンコ王国に怪かい獣じゆうは生息していないものだと思っていたから、子どもたちが一気につめよる。手や足をひっぱる。怪獣はひとたまりもなかった。


    「サ……サヤのいうとおり、おまえたちには帰る世界があるである。そこへと至る道を示すのは、我ら聖なる怪獣の役目であるぞ！　心配など無用である！」


    　もみくちゃだが、一応啖たん呵かをきる。子どもたちはとにかくはしゃぐ。


    「さあ、みんな。少し遠いけど、ボクたちのあとについてきて」


    「やめるうぷあ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」


    　コロイド王子が叫ぶ。


    　なぜ砂夜がここにあらわれたのか？　どうやって来たのか？　コロイド王子にもそれが理解できていた。砂夜はコロイド王子のあとをつけてきたのだ。コロイド王子が道案内してしまったのだ。ドロンコ王国のために戦おうとしていたのに、ドロイド王子みたいに立派な王子になろうとしていたのに、最初から失敗していたのだった。


    「うぷううう～ううう」


    　コロイド王子は砂夜の水着を引っぱって泣きだした。


    　泣き声に反応して、泥の子どもたちもコロイド王子のほうを向く。コロイド王子は、泣いて注目を独り占めすることしかできないのが、余計にくやしく、惨みじめだった。


    「みんな～き～ら～い～う～ぷ～」


    「コロイド王子……」


    　砂夜は中腰になって、涙をポロポロとこぼすコロイド王子のひたいに、自分のひたいをぴたりとつける。


    「ごめんね……。でも涙をふいて。コロイド王子も、うちに帰ろう」


    「コ……、コロイドおうじのうちは、ドロンコおうこくうぷよ？」


    「そんなこといわないの。ボクたちの帰る場所は、ちゃんと砂場の外にある。だからドロンコ王国にもドロンコ大王さまにも、お礼をいって帰ろうね。いままで遊んでくれてありがとうって。コロイド王子のお母さんやお父さんだって、帰りを待ってるよ……」


    「コ……コロイドおうじのママは、ドロンコだいおううぷよ？」


    　砂夜が頰ほおをふくらませてにらむ。


    「ほ……、ほんとうぷよ？」


    　砂さ夜やは腕を組んでコロイド王子の目をじっと覗のぞきこんで、唸うなるような声をだす。


    「んー？」


    　するとコロイド王子は砂夜から目をそらして、うぷうぷと挙動不審に陥おちいった。


    「ん？」


    「ぷ？」


    「あれ、またゆれてる？」


    「ほんとだ」


    「きょう、ゆれてばっかり……」


    　泥の子どもたちが身を寄せ合う。またも地じ震しんが起きているようだった。砂夜とコロイド王子も顔を見合わせ、揺れがどんどん大きくなっていることを、近づいてくることを確認する。


    「みんなこっちに集まって！　この部屋……早く出ないと」


    　泥の子どもたちが砂夜のほうへふらふらと進む。揺れが激しくなりすぎていて、もはやコロイド王子にとっても異常事態だった。ひと揺れするたび、部屋が歪ゆがんでいく。天てん井じようが軋きしみ、地面が盛り上がっていく。


    「あーっ」


    　その地面の盛り上がりは天井にまでぶつかり、突き抜けた。


    　さっきまで自分たちがいた場所がなくなってしまったことに愕がく然ぜんとする泥の子どもたち。静止したと思われた泥の壁が裂け、一個の目玉がぐるんっと出現した。砂夜たちを見つめ、瞳どう孔こうが収縮する。それは怒りにも似た緊きん張ちよう感かんをともなっていた。


    「だいおうさまうぷー？」


    　コロイド王子の叫び声に応こたえ、泥に潜もぐって休息していたドロンコ大王が覚かく醒せいしたのだった。巨大な目玉と対たい峙じする砂夜たち。異様な光景に全員が絶句していた。


    「みんな走って！」


    　砂夜の大声で射い貫ぬかれ、子どもたちが意識を取り戻す。


    　砂夜はコロイド王子の手を引き、有無を言わさずに駆けだした。みんなも盛り上がる地面に追われるようにして無我夢中、転がるようにして走る。巨大な泥の塊かたまりはそれを追う。通路が押しつぶされていく。


    　砂夜たちがなんとか玉ぎよく座ざの間に飛びこんだとき、そこにいた人影が反応し、声をあげた。


    「おまえはっ！」


    　人影の正体は、ひとり立ちすくんでいたドロイド王子。あわてふためくその横を無言で砂夜が駆け抜ける。もう体力がないコロイド王子は手を引かれず、直接脇わきに抱えられていた。揺れが激しくて、気分が悪くなっている。


    「うぷっ」


    「コロイド？　おまえら、なんで、いっしょに……」


    　砂さ夜やと泥の子どもたちが飛び出してきた洞穴と壁は、直後に追ってきた巨大な泥の塊かたまりによって内側から跡形もなく粉砕された。暴れる泥の塊は、呆ぼう然ぜんとしているドロイド王子の前でせきとめられるようにして増大し、起立し、小刻みに震ふるえ、その両側から指のない手が生えた。


    　塊の中央にある目ま蓋ぶたがひらき、すべてを見下ろす巨大な眼球は血走っている。そしてそれ以上にまっ赤な血の色をした裂け目、歯のない大きな口が誕生する。


    　砂夜はコロイド王子を抱えたまま身体からだを反転させ、ドロンコ大王と対たい峙じした。


    　砂夜とドロンコ大王はにらみあう。


    　泥の子どもたちは蜘く蛛もの子を散らしたように逃げていく。


    　ドロンコ大王はのけぞり、腹の泥を口にこみあげた。砂夜に向けてありったけの泥のダンゴを放とうとしている。しかし、砂夜はコロイド王子を抱えたまま微動だにしない。そのまま泥ダンゴを吐はけばコロイド王子にも当たるため、のけぞった姿勢のまま硬直しているドロンコ大王。結局は泥ダンゴを吐く代わりに、雄お叫たけびをあげ、敵を威い嚇かくした。


    「バオオオオオオォォォォォ───────────────」


    　爆発するような音おん響きようで、砂夜の長い髪が乱舞している。だけど砂夜はひるまない。それに対抗するように胸を張り、口を大きく開いて、


    「ガオ─────────────────────────────！」


    　抱えられたままのコロイド王子は、自分で両耳を押さえているが、うるさくて気を失いそうだった。あいだにいるドロイド王子も耳を押さえて背をまるめ、顔を歪ゆがめている。


    　おたがいの咆ほう哮こうがやみ、威嚇が効果なしと判断したドロンコ大王は、自分の足下にいるドロイド王子の存在も忘れて前進した。ドロイド王子はとっさに横に飛び転がって回避し、砂夜はコロイド王子を抱えたままうしろに退ひく。


    　ふたたび保たれる距きよ離り。


    　するとドロンコ大王はまるで土ど砂しや崩くずれでも起こしたみたいにかがみこみ、砂夜との距離をつめていく。おそるおそる伸ばされた巨大な泥。無ぶ骨こつで指のない両手。砂夜が抱えるコロイド王子を奪いとろうとしているようだったが、そのたくましい腕は震え、威い厳げんも貫かん禄ろくもない。巨大な単眼には、涙がたまっていて、いまにもこぼれそうだった。


    「ドロンコ大王は、ほんとにみんなのママになろうとしてるんだね……」


    　砂夜の表情が降参したように緩ゆるみ、コロイド王子が地に降ろされた。


    　人質の解放に、ドロンコ大王がほっとしたように、大粒の涙を落とす。コロイド王子をもらいうけるため、ゆっくりと手を伸ばす。


    「だけどやっぱり、ドロイド王子もコロイド王子もここにおいてはいけない」


    　砂夜がコロイド王子の前に一歩出て、強い口調で断言した。時間がとまったように、空気は緊きん張ちようを孕はらむ。


    「ここはまるでお母さんのお腹なかの中なんだよね……。なつかしい万能感に浸れる世界。みんなきっと、ここでならなんでもできる気がする。なんにでもなれる気がする。だからみんな、地上に帰りたくない。ずっとここにいたいって思うんだ……。でも、だからこそ、ここは、なにもできない。帰してあげて。ボクたちは帰らないと、砂場の外に出ないと、大人にはなれないんだから」


    　みんな黙だまってそれを聞いていた。ドロンコ大王もコロイド王子もドロイド王子も。


    「みんなは、そしたらね……、大人になったら、ドロンコ大王のことも、ドロンコ王国のことも忘れてしまうかもしれない。だけど、だけどその想おもい出は、大事な力になっている。ドロンコ王国の力は、大人になっても、みんなに宿っているんだ。これからなにがあっても、戦える力をくれた。地上でつらいことがあっても生きていける力をくれた。だから、みんなに代わって、お礼をいうよ。ありがとう、ドロンコ大王……。ドロンコ王国」


    　まるで敵意を持たない砂さ夜やのまっすぐなふたつの瞳ひとみが、ドロンコ大王の単眼へと注がれる。


    　泥の子どもたちは、いま行われているのが自分たちをめぐる争いだと気づき、ざわめきだした。意味はわからなくとも、こころの奥底につのっていくものがあった。


    　ドロイド王子は顔をそむけ、目をつむっていた。どこか寂しそうなたたずまいで、くちびるを嚙かんでいる。


    　孤独な王子がつくった泥の王国。すべてが可能な世界。子どもの世界。だけどこの少女にどんなに泥を塗っても、この王国にとどまってはくれない。それがわかったのだ。


    　ドロイド王子はドロンコ大王に、そっと手をそえる。


    「退ひくぞ、大王……」


    　泥の王国を、泥の子どもたちを失い、むかしのように、ふたたび孤独の迷宮に還かえる。地上のすべての存在から遠ざかり、泥の中にくるまり、ひとりで暮らしていく。ドロイド王子はそう決心していた。


    「大王……？」


    　手にふれた泥は、どこかつめたかった。


    　ドロイド王子が面おもてをあげる。


    「おいっ！　聞いているのか」


    　ドロンコ大王は、ドロイド王子の言葉を聞いていなかった。


    　血走る単眼と煮えたぎる憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで、かがんだ姿勢のまま、両腕を大きく水平にひらき、伸ばしていく。それはドロイド王子と泥の子どもたちの頭上をかすめ、突風で何人かが転ぶ。


    　両の腕が静止し、力を溜ため、圧倒的な暴力となって回帰する。空気を震ふるわせる破は壊かい音おんと地を揺るがす衝しよう撃げきをともない、目前にいた王国の敵を両側からたたきつぶした。


    「バ……カやろう！」


    　ドロイド王子が髪をかきむしり、悲痛な声を絞り出した。


    　ドロンコ大王も自分の意識を取りもどす。自らやってしまったことに対して戦せん慄りつしている。への字の口が縦の楕だ円えん状じように大きくひらき、巨きよ軀くは両手を合わせた姿勢のまま、魂たましいまで凍りついたかのように、かたまっている。


    　間違えてコロイド王子までいっしょにぺしゃんこにしてしまった！


    　泥の汗を大量に流しながら、とじた手をどうすればいいのかわからず、ただ必死に首を左右にふって、きょろきょろしている。悲壮感をただよわせながら、包んだ両手を目前にもってくる。


    「こっちだよ、ドロンコ大王」


    　手をひらいたそこにはなにもない。


    　ドロンコ大王の単眼が動く。声の主、砂さ夜やはすぐ脇わきにあった洞穴の中にいた。コロイド王子の襟えり首くびをつかんだまま一いつ瞬しゆんで飛んでかわし、そこへ逃げこんでいたのだった。のどが苦しかったのか、コロイド王子が咳せきをしている。


    　ドロンコ大王の顔から理性が消えていく。


    「オオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」


    　砂夜のいる洞穴に突とつ撃げき。目玉と口が押しこまれる。間かん髪はつを容いれず、雄お叫たけびが破裂。


    　反はん響きよう音おんで壁の模様が崩れ、溶けていく。砂夜につかまれたままのコロイド王子の表情は恐怖にこわばっている。そしてその表情がドロンコ大王を怒らせ、さらなる暴走に駆り立てる。


    　ドロンコ大王が洞穴に体型を変え、その巨きよ軀くをも押しこんできた。空間を満たしながら進んでくる泥の塊かたまり。そしてその先せん端たんには赤く染まった眼球。砂夜は退ひきながら怪銃を構えたが、向けられる銃口になど臆おくすことなく、泥の移動速度は増すばかり。砂夜は撃うつことなく退いて行く。


    　一方、ドロイド王子は塞ふさがれた洞穴に入ることができずにいた。


    「なぜだ……。なんでオレの命令を聞かない！　クソッ」


    　慌あわただしく翻ひるがえり、はためくマント。呆ぼう然ぜんとしている泥の子どもたちのあいだを縫ぬって走る。砂夜たちの進む場所へ、べつのルートから先回りするために。


    　取り返しのつかない事態を、予感しながら。


    



    　◇


    



    「震しん源げん地ち、移動してる気がするな。例の女の子とドロイド王子に接触されたのかもしれない」


    「ナオの計画は失敗か？」


    　直なお純ずみとアーニャは震源地に向かって駆け足で迷宮をすすんでいる。


    「まだそうと決まったわけじゃない。だけど戦せん闘とうが行われてるなら、近くで見たい。うまく誘ゆう導どうすれば、茜アカネ丸マルを解放させることができるかもしれないしね」


    「アカネマル……」


    　アーニャは両手を合わせて、祈るようにしてつぶやいた。だけど直なお純ずみは、それを邪じや魔まするように、乱暴に手をつかむ。


    「な……」


    「あっちから、だれか来る。下がって……」


    　アーニャも前方の洞穴に注意し、耳を澄すます。足音が近づいてくる。


    　格かく闘とうに自信など、これっぽっちもない直純だったが、アーニャの前に立ち、やって来る何者かを迎え撃うつ構えをとった。


    「えっ！　ドロイド王子っ？」


    　闇やみを突き破るようにしてあらわれたドロイド王子は、アーニャと直純のふたりを一いつ瞬しゆん気にとめるものの、その脇わきを全力疾しつ走そうで駆け抜けていく。闇に溶けて消えていくドロイド王子のマントを、ふたりが凝ぎよう視しする。


    「無視されたよ。ずいぶんと余裕……、ってわけでもなさそうだけど」


    「ずいぶん必死な形相じゃったの」


    「追おう、アーニャおばあちゃん」


    「う、うむ」


    　アーニャの体力はまだ回復していないうえに、なれない泥のぬかるみ。足跡を追うが、ドロイド王子との距きよ離りはひろがっていく。直純は走りながらアーニャを気にかけていた。


    「よっと」


    　直純がアーニャの両りよう腿ももをすくいあげるようにして抱きかかえた。


    「な、なんじゃ！　ナオ……」


    「アーニャおばあちゃんは体力回復させてて。切り札なんだから！」


    　最初は驚おどろいて暴れようとしたアーニャだが、すぐにおとなしくなる。疲れもあった。しかしそれ以上に、自分を抱えて走る直純の顔をながめていられるのが心地よかった。


    「……この道だと茜アカネ丸マルのいるあの湖に行き着く。都合がいいぞ。コロイド王子が上う手まくしてくれたのかも」


    　ふたりはついに洞穴を出て湖こ畔はんに辿たどりつく。息を切らせている直純が、アーニャを地におろす。


    「ナオ……」


    「いた、ドロイド王子……」


    　ドロイド王子は立ちどまり、ひとつの洞穴をじっとにらんでいる。震しん源げんもそこだった。


    　直純とアーニャが身構えたそのとき、暗い洞穴から紺の水着を着た少女、砂さ夜やが飛びだした。コロイド王子は襟えり首くびをつかまれたまま宙に浮かんでいる。


    「あれが……例の女の子？」


    「ブオオオオォォォォォォオオオオオオオオォォォォォオオオオオオオォ」


    　それを追跡するようにあふれでる泥の塊かたまり。土ど砂しや洪水のような両腕が砂さ夜やをつかもうとしているが、飛び跳ねてかわしている。砂夜は湖の畔ほとりにある、茜アカネ丸マルの封じこまれた泥のたまごを駆けあがっていく。砂夜はたまごの頂点で、ぬかるみをすべるように身体からだを回転し、ドロンコ大王と再度対たい峙じした。


    　しかし突進する泥の怪物はとまらない。砂夜のいる泥のたまごごと、コロイド王子ごと覆おおいかぶさるようにして襲おそいかかる。砂夜は目前に迫った豪腕へ飛びあがってドロンコ大王の頭上へ駆けあがり、そのまま背中を滑り落ちる。目標を失ったドロンコ大王は泥のたまごに衝しよう突とつし、そのまま前方の湖へ落ちた。


    　大量の水みず飛沫しぶきが滝のような雨を降らせ、湖こ畔はんに着地した砂夜は無言でそれを浴びている。


    　ひろく深い湖は、泡を立て、ドロンコ大王を泥のたまごともども吞のみこんでいく。湖に生じた津波が泥の壁をたたいては退ひき、たたいては退く。


    　直なお純ずみもアーニャも目前で起きた一いつ瞬しゆんの出来事に、あ然とするばかりだった。


    「落ちおったぞ。アカネマアルもいっしょに！」


    　ドロンコ大王落下の余よ韻いんがいまだ響ひびく中、砂夜はコロイド王子を降ろし、濡ぬれてひたいを垂れる前髪もぬぐわずに、湖の波紋を凝ぎよう視ししている。


    「うぷ～、どうなってるうぷか～」
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    「アカネマルー！」


    　アーニャが砂さ夜やの脇わきを通り過ぎ、湖を覗のぞきこむ。直なお純ずみも横目で砂夜を品定めしながら通り過ぎ、アーニャの背後につく。


    「アカネマルが溺おぼれ死んでしまう！　ナオよ、はよう助けるのじゃ！」


    「不死鳥が溺れ死ぬの？　ってあれ！」


    　水面でちいさな羽を不格好にばたつかせている雛ひな鳥どり。どうやら泳げないらしかった。


    「とりあえず無事みたいだけど……。あ、ちょっとずつこっちに進んでる。『鳥かき』っていうの？　へえ、ぼくらよりも泳ぎの見込みがありそうだ」


    「アカネマル、こっちじゃ、こっち」


    　アーニャが水面に顔を近づけて手を伸ばす。


    「それにしてもドロンコ大王。これが最後か……。わりとあっけない……」


    　拍子抜けした直純だったが、あらためて表情を引き締しめ、おもむろにふりかえった。真正面から砂夜を見据える格好となる。


    「何者なんだ……」


    　濡ぬれた髪は大人びた艶つやを湛たたえているが、小学生に見えた。


    「あっ！」


    　アーニャが叫ぶ。湖がゆっくりと渦巻いていることに気づいたのだ。中心に吞のみこまれていくように水位が減っていく。羽をばたつかせる茜アカネ丸マルも、その流れから逃れられずに巻きこまれている。渦はなおも猛たけっていく。


    「やっぱ、そう簡単にはいかないか……。湖の水を全部吞みこむ気かもしれない。アーニャおばあちゃん、ひとまず離はなれよう」


    　直純がアーニャの手を引くが、アーニャは抵抗した。


    「アカネマルが吞みこまれるのじゃー！」


    「ヤバイって、ふせて！」


    　渦の中心から泥ダンゴが発射される。


    　それは茜丸へ手を伸ばすアーニャと直純のあいだを抜け、砂夜の頭上をかすめた。次々と撃うってくる泥ダンゴに砂夜は怪銃の水弾で対抗。空中で衝しよう突とつした水と泥はフレアのように爆発し、泥の雨を降らせた。


    　頭上で繰くりひろげられる泥と水の爆発がやみ、アーニャと直純は身を起こす。直純に無理矢理押さえられたため、アーニャは泥だらけの泣き顔になっていた。


    　アーニャが文句を言おうとした刹せつ那な、すぐとなりの地面が沈んで消えた。


    　地面だけではない。壁が、柱が、天てん井じようが、あたり一帯が不可視の怪物によって食われていくように、悲鳴のような音をともなって、消失していく。


    「これは……、またアレか！　水と砂に分解されてく」


    　アーニャと茜アカネ丸マルと直なお純ずみが、ついさっき辛しん酸さんを嘗なめることになったドロンコ大王の奥の手。液状化現象クイツクサンドがデタラメに起きているようだった。直純はアーニャを抱いて、ただ自分たちの足場がなくならないことを祈るしかなかった。


    「う……わあっ」


    　伏せている直純とアーニャの目前に、泥水を流し、体を半はん壊かいさせたドロンコ大王の顔が出現。それと入れ替わるようにして、ふたりのいる地盤が消失した。


    「はっ……、あ────────────────っ」


    　直純とアーニャの体は一息のあいだ浮かびあがり、沈んだ地盤を追うように落下していく。


    　悲鳴ともども吸いこまれるようにして泥の奥底、ぽっかりあいた闇やみへと吞のまれていった。その闇を取りこむようにして、食べるようにして、ドロンコ大王は前進する。


    　少なくなっていく地面を飛び渡る砂さ夜やにも泥の散弾が浴びせられた。


    　ドロンコ大王は砂夜のそばにいるコロイド王子の存在を完全に失念している。小型でも数が多い散弾は、崩れる地盤の上では、かわすことも迎げい撃げきすることもできない。砂夜はそう判断し、コロイド王子を遠くへ投げ捨てた。


    「ぷあああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ」


    　残された砂夜だけが、背中に泥の弾を受ける。


    「か……、はっ」


    　のけぞり、肺から悲痛な声とすべての空気が絞り出された。


    「サヤッ！」


    　叫んだ怪かい銃じゆうが手からこぼれ落ち、砂夜はそのまま力なく倒れた。


    　地盤はゆっくりと沈んでいく。怪銃の必死の呼びかけにも応こたえられず、砂夜は仄ほの暗ぐらい闇の底へと落ちていく。


    　あたまの中で火花が散った。


    　遠くから見ていたドロイド王子の体は無意識に動いていた。


    　矢のような前傾姿勢で無数の穴を飛びこえ、砂夜が落ちた穴へと無呼吸でいそぐ。そしてなんの躊ちゆう躇ちよもなく飛びこんだ。風圧を受け黒髪が後方へ流れる。落下中も恐怖はなく、ただ目を見ひらき、着地地点にいるはずの砂夜を捜した。


    「いねえっ！」


    　相当な高度だったがドロイド王子は泥水に着水する。派手な水みず飛沫しぶき。膝ひざまである水位。どうやらべつの洞穴につながったようで、水の流れは方向性がある。わずかに届いている光を頼たよりにあたりを捜すが、やはり砂夜の姿を確認できない。


    「クソッ……。どこだっ。流されたのか……。こんなはずじゃっ」


    　ひどく焦しよう燥そうしながら首を振り、駆けまわるドロイド王子。途方に暮れ、握った拳こぶしを、血が出るほどに嚙かむ。


    「どろいどおうじみつけたうぷ～っ」


    　聞き覚えのある声に反応し、ドロイド王子が頭上を見た。


    　高い崖がけの上でよろめくコロイド王子の姿があった。顔にはこんもりと泥がくっついている。


    　砂さ夜やに投げ飛ばされたコロイド王子は、泥の壁に大の字になってめりこんでいたが、自重ではがれ落ちたのだった。


    「うぷぷ～」


    「バカ！　動くなコロイド！」


    　コロイド王子がいるのは高い崖で、しかも完全に目を廻まわしたままの千ち鳥どり足あしで危険だった。軽い陶酔感とともに状況判断ができていないコロイド王子が、ゆるんだ地盤を歩もうとしている。そして足を踏ふみ外し──。


    「ぷえっ」


    　崖からすべり落ちた。しかし段階があるため、落下地点は高くはなかった。顔からそばの浅瀬に落ち、水みず飛沫しぶきをあげると、突如後ろから来た水流に巻きこまれ、そのまま坂を流れていく。短い四し肢しをばたつかせるも、体は乱回転してコントロール不可能だった。


    「う～ぷ～わ～」


    　運良く流水から飛び出さず、最下層まで辿たどりつく。


    「ぷっ」


    「コロイド！」


    　ドロイド王子は血の気のない顔をして落下地点へと駆けよる。膝ひざまであった水位はだんだんと低くなってくる。


    　コロイド王子は浅い水につかりながら、ひとりで立ちあがっていた。呼びかけられたことに気づいていないように、自分のてのひらを不思議そうに見ている。


    「とけてる……、うぷ？」


    　ドロイド王子が歩みをとめた。


    　手から、顔から、頭から、髪から、体中から泥を流すコロイド王子の前で、ドロイド王子は悲嘆に暮れ、立ちすくんでいるだけだった。溶けていく体に怯おびえるコロイド王子に、なんの言葉もかけることができないでいた。


    「ころいどは……どろ……だった……うぷ……？」


    　ついさっきまでコロイド王子だったもの。それは最後に何か想おもい出したように、澄すんだ瞳ひとみでドロイド王子を見つめ、自ら流した泥水に崩れ落ちた。


    　ほんのひと月前にかけた、王国最初の魔ま法ほう。


    　孤独な王子がかけた悲しい泥の魔法はもう──


    　溶けてしまった。


    　水面を波紋が漂い、そのなかでぽつりと立ちすくむドロイド王子は、くちびるを嚙かみしめ、目をつむっていた。


    　上空ではドロンコ大王が顔をだしている。指のない腕で、段差のある崖がけをはいずるように、落ちるようにして降りてくる。下半身はちぎれて失われ、まるで巨大な赤ん坊のハイハイ。その瞳ひとみはただ、ドロイド王子の目の前にあるコロイド王子の残ざん骸がいだけを映していた。最下層にまできたドロンコ大王の影が、ドロイド王子を覆おおう。


    「ゥゥゥゥ……ゥゥゥウウウウウウウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥウ……ゥゥゥゥゥゥゥゥゥ」


    　ドロンコ大王がその単眼を押さえ、泣きだした。


    　両腕の隙すき間まからあふれ出る大量の泥の涙と吐と瀉しや物ぶつ。溶けた体はずいぶんとちいさくなってしまい、全長はもはや五メートル程度しかなかった。


    　そばにいるドロイド王子はずっと動かなかった。濡ぬれた髪がその瞳を隠している。


    　涙のような小雨が降るなか、チャプチャプと足音をたてて、泥の子どもたちが浅瀬を渡ってドロンコ大王のそばへいく。


    「コロイドおうじ……しんじゃった？」


    「どろにもどっちゃった？」


    「ドロンコだいおうさま、かわいそう……」


    　すべてのいきものは、いずれ泥へと還かえる。それがドロンコ王国の教義。


    　ただ泣くばかりのドロンコ大王を、みんなはなぐさめるように、その体にふれ、抱きしめようとする。泥の子どもたちはドロンコ大王の震ふるえを押さえながら、静かに黙もく禱とうした。それでドロンコ大王のうめき声が、すこし和やわらいだ気がしていた。


    　子どもたちと怪物の神聖なつながり。それを傍ぼう観かんしていたドロイド王子は、眉み間けんにしわをよせた。ドロイド王子には、もうどうやっても、ドロンコ大王と意志を通わすことができなかったから、泥の子どもたちと一体になっている泥の怪物を、遠い目で見つめることしかできなかった。


    「なあ、どうして、こんなことになった？」


    　ドロイド王子は無理にほほえみながら、消え入るような声で問いかけた。


    「ずっと、いっしょだったよな、オレたち。これからも、ずっといっしょだと思ってたんだ……。オレたちは、無敵だっただろ？　ヨルガヲだって何匹も倒したし、協会にいたときだって、オレたちに勝てる奴やつらなんて、いなかった。協会を抜け出すときは、傑作だったよな。全部沈めてやった……。なあ……、ドロンコ大王！　もうオレの言葉、わからないのか？」


    　それはもう、泣き叫んでいるかのようだった。


    「オレの、最後の願いなんだ……。あいつを……砂さ夜やを、助けてやってくれ。それからこいつらを、みんなを地上に……、ほんとのママのところに……」


    「グウゥ────…………」


    　ドロンコ大王のうめき声に異変がおとずれた。


    　大きな脈動に泥の子どもたちが驚おどろく。巨大な泥の塊かたまりがもらす嗚お咽えつは苦痛のあえぎ声へと変わり、かたちを大きく変へん貌ぼうさせていた。内部でなにかが暴れているように、共食いでもしているかのように蠢うごめき、不可解な膨ぼう張ちようと収縮をくりかえしている。


    「おまえら離はなれろ！」


    　ドロイド王子が声を張りあげる。


    　ドロンコ大王の頭部が棒のように伸び、みっつに割れた。こぼれる吐と瀉しや物ぶつ。巨大なワニの顎あごのような、食虫植物の花のような、捕食者の形態。


    　ひらいた口中にひろがる底なしの深しん淵えん。


    　泥の子どもたちはそれに魅み入いってしまった。その闇やみには無数の星々が浮かびあがっている。燦さん然ぜんと輝かがやくそれは、泥に眠る太古の眼球たち。


    　ドロンコ大王の脇わき腹ばらから、やはり得え体たいの知れない塊が伸びあがる。溶けて黒い炎のように揺らめく無数の触手。泥の子どもたちの顔が恐怖に引きつる。触手の先にある円環状のキバがひらいた。


    「わあああ─────！」


    　恐慌とともに渦巻く黒い影。


    「やめろ───────────！」


    　ドロイド王子が叫び、ドロンコ大王の動きがとまる。ドロンコ大王がゆっくりとふりかえる。


    　体を嘗なめられ、いまにも食べられようとしていた泥の子どもたちが放り捨てられた。地面に落ち、悲鳴をあげ、泣きながら逃げていく。ドロイド王子は足がすくんで動けない。


    　ドロンコ王国の母にして墓。聖なる守護神。かつてドロンコ大王だった、蠢く闇の塊。その体を内側から貫くようにして、甲虫の足のようなものが幾本か生えた。もがくように動いていたそれが、地面を捉とらえて静止する。


    「これが……ドロンコ大王？　なんなんだ……いったい」


    　体の上部にある単眼は、唯一のドロンコ大王のなごりだった。その瞳ひとみがかなしく潤うるんでいる。これから目の前で起きる惨さん劇げきをとめることができない。それを嘆くように。


    　無数の足はふりあげられ、地の泥へ深く突き刺さる。


    　塊は体を震ふるわせ、咆ほう哮こうをあげ、怒ど濤とうのような勢いで、ドロイド王子へと襲おそいかかった。


    「狙ねらいはオレか……。オレを喰くう気なのか！」


    



    　◇


    



    　ドロンコ王国は各所で砂と水に分解されていた。半はん壊かいした泥の造形物が川とともに泥の洞穴を流れている。泥を溶かしこんだ川の色は赤黒く、粘性を持っている。


    　流れている砂さ夜やに意識はなかった。にもかかわらず、泥水の流れにそいながらも、少しずつ陸地に近づいていく。砂さ夜やの水着を口で引っぱっているのはケロサーピーさんじゅうはち。


    　なんとか陸地にあがったものの、やはり砂夜はぐったりしたまま動かない。


    「サヤ、気をたしかにするである」


    　怪銃は砂夜の顔に水を吹きかける。


    「ん……」


    　衰すい弱じやくした吐息とか細い声を出し、砂夜が目を覚ました。


    「いたた……、あれ、ケロピー。ボクたち、どうなったんだっけ？」


    「サヤ、よくやったである。もう十分、われわれは引き上げるべきである。案ずるな。あとは雪ゆき殿がうまくしてくれるはずである」


    「心配してもらって光栄であります！」


    　砂夜は勢いよく敬礼した。しかしすぐに姿勢を崩し、弱々しい笑みを浮かべる。


    「でも、まだ帰れないよ。ボクはここで、やらなきゃいけないことがあるんだから……。約束したんだから……」


    「あの王子のことか。そこまで……。サヤ、愛であるな」


    「え？」


    　川の流れがとまった。


    　砂夜と怪かい銃じゆうが注意を向けると、川は停止するどころか、逆流をはじめていた。


    　すべての泥が砂夜の流れてきた川の奥、一点の闇やみにむけて吸収されていく。吞のみこまれていくようだった。その底知れぬ闇に浮かびあがるのは、ひとつの血走った巨大な目玉。人ひと魂だまかなにかのように不規則に動きまわっている。


    　砂夜が壁にもたれながら立ちあがる。


    「あれが、ドロンコ大王？」


    　暴れていた目玉が静止し、その周囲の闇が出で[image: ]たら目めにヒビ割れていく。まっ赤なギザギザの口が、無数に、咲くようにひらいていく。


    「見つかったである！　サヤ、距きよ離りをとるである！」


    「待って、ケロピー……。ボクらじゃない。あれ、ドロイド王子が追われてる！」


    　天てん井じようからのわずかな光によって暴かれる影。それはたしかにドロイド王子だった。泥でできた巨大なキバと触手の塊かたまりと化したドロンコ大王が、変形しながら膨ぼう張ちようしながらドロイド王子を襲おそっている。ドロイド王子が俊敏にかわすたび、空間が泥ごと抉えぐられていく。


    「ちっ……」


    　しなる鞭むちのように空気が爆はぜ、触手がドロイド王子の右足を捕らえた。引っぱられ尻しり餅もちをつき、一気に泥をすべる。待ち受ける巨大な両りよう顎あごへと至ろうとしたそのとき、ドロイド王子の右足に水弾が直ちよく撃げきし、砕けた触手と波は濤とうがひろがる。


    　解き放たれたドロイド王子は、尻しり餅もちをついたまま、背後を確認する。水弾を放った砂夜と怪銃を放心したように見つめた。


    「おまえ……、無事……」


    「早く立って！　まだくる！」


    　不覚にも状況を忘れかけていたドロイド王子は、しかしすぐさま身体を転がす。さっきまでドロイド王子がいた場所が喰くわれて抉えぐられる。抉ったのは泥で構成されたサメのような怪物だった。口から吐と瀉しや物を飛び散らせ、苦しむようにして暴れていた。


    　ドロイド王子は身を起こし、砂夜のほうへ走りながら、なにか言おうと口をひらく。なのに言葉が出ない。言いたいことはたくさんあったはずなのに。


    「逃げよう」


    　砂さ夜やが先んじ、ドロイド王子はそれに従った。ふたりならんで全力疾しつ走そうで逃げる。両者とも崩れた足場をものともしない並外れた運動神経だったが、ドロンコ大王の追う速度は、それ以上。ふたりは後方をふりかえらずとも、その圧力を感じてしまう。心臓が胸を破って飛び出しそうだった。


    　そして目前に出現したのは絶望的な、


    「崖だ……！」


    　向こう岸まで、二十メートルはある断だん崖がいだった。そしてその幅以上に、底までいったい何メートルあるのか見当もつかない。底など存在しない死の谷かもしれない。


    「一か八か、飛びこむか？」


    「ううん、飛ぶよ」


    「なっ？」


    　砂夜は走りながらドロイド王子の手首をつかんだ。そして利きき腕に握った怪かい銃じゆうを地面へ向け、その水流を射出、直下の泥を爆発させる。同時にふたりは足を揃そろえてジャンプ──世界から音が遠のき、ふたりは飛んでいた。


    　まるで夜空を流れる星のようだった。


    　狙ねらい澄すましていたはずのドロンコ大王の鎌かまが虚こ空くうを斬きる。


    　砂夜たちの跳ちよう躍やくの軌跡をたどるようにしてできたまっしろな波は濤とうは、飛行機雲のようにしばらくのあいだ残存し、大気に溶けるようにして消えていく。


    　ドロンコ大王は、波濤の壁を突き破り、崖を落ちていった。空中をかきむしりながら、数十メートルの高度を落ちる。そのまま浅瀬の底に激突し、すさまじい轟ごう音おんとともに王国全体を揺らした。


    　衝しよう撃げきの間ま際ぎわに、砂夜とドロイド王子は、向こう岸に、すべるようにして着地していた。地震と轟音の正体はまだ把握していない。自分たちが助かったこともまだ理解していなかった。


    　ドロイド王子はもちろん、砂さ夜や自身も経験したことがないハイジャンプ。ゆっくり立ちあがり、おたがい言葉を失ったままで見つめあう。高揚する胸を押さえて、背後を、だれも追ってきていないことを確認する。しだいに緊きん張ちようが解けて、笑みがこぼれてきた。砂さ夜やといっしょにドロイド王子も吹き出さずにはいられなかった。ひとしきり笑ったあと、砂夜がドロイド王子の手首を離はなし、自分の胸に両手をそえる。


    「ほんとに飛べたね……。まだ、ドキドキしてる」


    「お、おまえな……、いきなりかよ……。タイミングがずれたら、オレの肩が抜けるところだったぞ。それで崖がけも飛び越えられずに、壁に激突してるところだ」


    「でも、タイミングが合ったから、飛べた。ひとりだったらこの距きよ離りは越えられなかった」


    「まあ……、そうかもな」


    　砂夜の言葉に素直にうなずいてしまう自分が意外だった。しかしそれは確かな感触でもあって、おかしな話だが飛ぶ瞬しゆん間かん、奇跡的にふたりの息が合ったからこそ出た飛距離だったように思えた。


    　怪かい銃じゆうが砂夜の手を離れて、崖の淵ふちまで歩み寄り、底を見る。


    「ふたりとも見るである！」


    　砂夜は駆けより、崖の下へ向けて顔を出す。


    　爆はぜて砕けた泥の塊かたまり。ドロンコ大王の混乱した目玉が砂夜を捉とらえた。砂夜をあらためて敵として認識するように、瞳どう孔こうを収縮させている。砂夜が息を吞のみ、となりの怪銃は、その精せい悍かんな瞳ひとみでドロンコ大王をにらみかえす。


    「しつこいであるな」


    「あっ、登ってくる」


    　ドロンコ大王は甲虫のような足を泥の壁に突き刺した。無む惨ざんな穴をいくつもつくりながら、垂直の壁を登ってこようとしている。目を見張る砂夜と怪銃。しかしドロンコ大王の上昇速度は次第に衰えていき、ついにはとまる。震ふるえるドロンコ大王は、自重を支えきれなくなり、ひっくり返った。ふたたび川へと落下し地面を揺らす。砂夜たちに腹を見せて、もがき苦しんでいる。


    「まだ諦あきらめていないようであるな……」


    「うん、でも時間はかせげたから、いまのうちにできるだけ遠くへ行こう。作戦もたてながら。さ、ドロイド王子」


    　砂夜が逃走を促すように、ドロイド王子の先に走って行く。しかしドロイド王子はついてくる気配がなかった。砂夜は不審に思い、ふりかえる。


    　さっきまでともに笑っていたドロイド王子が、　いまは無表情にそこに立ちすくんでいるだけだった。砂夜へと向けられる視線には、敵意すらこめられているようだった。


    「おまえ、なにしにきた？」


    　吐はき捨てるようにして出た言葉に、砂夜は首をかしげ、不思議そうにまばたきをする。


    「あいつの……、ドロンコ大王の狙ねらいはオレだ。おまえは関係ない。だから、さっさとおまえだけ逃げろ。おまえなら簡単に地上へ出られるはずだ。アレは、オレが、なんとかする……。そのあいだに……、おまえだけでも……」


    　砂さ夜やはあきれたようにドロイド王子のもとに駆けよった。


    「約束したはずだよ。ボクたちは、いっしょにこの砂場を出るって」


    「約束なんかしてねーだろ。おまえが一方的に宣言しただけだ」


    　じっと見つめあった。ドロイド王子は砂夜の瞳ひとみを見るのが苦手だったが、今度ばかりは折れるわけにはいかなかった。次第に近づいてくる瞳から、決して目をそらさなかった。しかし近い。顔の輪りん郭かくがぼやけ、鼻息をがまんしなければいけない距きよ離りになっている。


    「近よりすぎなんだよ！　あー、クソッ……」


    　結局、ドロイド王子が先に目をそらしてしまった。


    「ドロイド王子の目って、やっぱり、おにいちゃんに似てる気がするんだ……」


    「なんだよ、それ？」


    　劣勢だったドロイド王子が、顔を上げ、即座に砂夜につめよる。地上の砂場でも、砂夜にそんなことを言われた覚えがあった。


    「そいつに似てるから……、オレに、余計なおせっかいしようとしてたのか？」


    「そうじゃないけど」


    　砂夜がしおらしく目を伏せ、顔をそむける。それは意外な反応だったので、ドロイド王子は逆に戸と惑まどってしまう。


    「じゃあ、なんでだ。とっととおまえだけ逃げればいいだろ。なんでオレにかまう。理由を話せよ！」


    「……理由なんて」


    　怒ったような、でも傷ついたような表情のドロイド王子がさらに砂夜に迫った。砂夜は退ひき、泥の壁に背をつけるが、ドロイド王子はとまらず、手を砂夜の顔のそば、泥の壁に叩たたきつける。砂夜のびっくりした表情を食い入るように見つめる。


    「くそ……」


    　ドロイド王子は力なく手をどけて、砂夜に背を見せた。ひどく落ちこんでいるようだった。自分でもなにがしたいのか、さっぱりわからないのだった。


    「とにかく、ドロンコ大王の狙いはオレなんだから、おまえは……」


    　気を取り直し、ドロイド王子がふりむくと、砂夜は天てん井じようを見あげていた。そして首を忙しくまわして、最後に、通路の先の闇やみを凝ぎよう視しする。


    「なにか……動いてる」


    「ああ？」


    　泥の壁から幾百もの白が浮かびあがった。目をこらしてよく見れば、それはすべてが目玉。瞬まばたきもせず、ドロイド王子と砂夜を凝ぎよう視ししている。ふたりが移動すると、すべての目玉が追いかける。


    「ふたりともかたまるである！」


    　砂さ夜よは壁から離はなれてドロイド王子とぴたりと背中を合わせた。怪かい銃じゆうを周囲に向け、警戒態勢をとる。


    「これって、この壁自体がもう、ドロンコ大王に……？」


    「ああ、クソッ。このくらいのことは予想できた！　泥のなかを潜せん行こうしてやがる。もう囲まれた。この通路ごと喰くわれ……」


    　地面から巨大なカニのようなハサミが出現し、砂夜に襲おそいかかる。ドロイド王子は砂夜の手をとっさに引いて、両手で抱きかかえた。同時にハサミが高速でとじられ、わずかに砂夜の髪をかすめる。


    　ドロイド王子はすぐに砂夜を押し離そうとしたが、砂夜は逆に思いきりドロイド王子を引っぱり返す。空いた空間に、天てん井じようから降りてきたトゲの束が刺さった。次々と凶暴な意志をもつ泥の武器が、獲物を求めて飛び交い、衝しよう突とつする。


    　砂夜が水弾を放ち、異形な鰐わに口くちの上うわ顎あごを吹き飛ばす。一時的にできあがる道。ふたりは即座に息を合わせ、そこを走るが、出口は見えない。砂夜の下から泥が盛り上がる。


    「サヤ、下であ……」


    　砂夜は水流を放つため、怪銃を振りあげる。が、そこで動きが不自然にとまってしまう。振りあげた怪銃が、天井から伸びる巨大な蛇のような、ウナギのような泥の怪物にからまれているのだ。砂夜の足が空中に浮かぶ。ともに走っていたドロイド王子との距きよ離りがひろがる。ドロイド王子は両足で渾こん身しんの急ブレーキをかけた。そして即座に飛び戻ったかと思うと、天井の闇やみへと連れ去られようとする砂夜にぶつかって引きはがした。しかし砂夜の手にあったはずの怪銃は蛇に嚙かまれ、捕らえられたままだった。


    「ケロピー！」


    　砂夜たちの頭上で描かれる、絶望的な風景。腐肉に群がるピラニアのように、あらゆる泥の怪物たちが捕らえた怪銃に襲いかかっている。凶悪なキバが食い込み、トゲが突き刺さり、怪銃の体が破砕されていく。これまで幾いく多たの危機を乗り越えてきた聖なる怪銃は、一発の反はん撃げきもすることなく、その瞳ひとみの生気を失っていった。


    「やめろ、この───！」


    　助けに行こうとする砂夜を、ドロイド王子が懸けん命めいに押さえていた。


    「もう無理だ。諦あきらめろ！」


    　吊つるされたままの怪銃は、体を破は壊かいされながら、虚うつろな目で、口をひらいていく。最後に振りしぼったのは水の弾丸ではなく、言葉だった。


    「泣くな……、サヤ……」


    　ドロイド王子を引き離はなそうとしていた砂夜が、動きをとめ、それを懸けん命めいに聞きいる。


    「……おまえたちは……生きるである……」


    「ああ！　そんな、やだよ、ケロピー！」


    　砂さ夜やは泣き叫び、怪かい銃じゆうは最後に敬礼したように見えた。それと同時に引きあげられ、完全に天てん井じようの闇やみに吞のみこまれていった。


    「この先はダメだ。こっちの道へ行くぞ！」


    　ドロイド王子が砂夜の手を引く。砂夜は引かれながら、自ら涙を拭ふいた。


    「うん……」


    　しかしふたりが選んだ道も、すでに泥の怪物たちの群れでひしめき、凶きよう猛もうな壁となって迫ってくる。砂夜が両手で受けとめ、向かい合うドロイド王子も足をつかって、砂夜の背後に迫る泥を押し返す。ふたりと泥は絡からみ合うような姿勢で膠こう着ちやく状態になった。しかし全方向からの圧力は高まっていき、ふたりの体が密着していく。


    「おい、おまえ、それ以上近づくな………」


    「そんなこといったって……」


    　ドロイド王子の目前に砂夜の胸が迫っているが、両手両足は塞ふさがっているため、必死に顔をそむけるくらいしかできなかった。


    「く、くんなー！」


    　ついには頰ほおを圧迫され、しゃべることもできなくなる。せま苦しいという以上に、理解不可能な感情によって心拍数があがる。行き場を無くした熱い息がこもり、顔が焼けるように火ほ照てる。呼吸困難に陥おちいり、もがき苦しむ。


    「い……たいよ、ドロイド王子」


    「わが……もごもごー（わ……わざとじゃねー）」


    　隙すき間まに泥の怪物たちが侵入し、さらに自由を奪っていく。今度はふたりを引き離していく。


    　視界が完全に闇にとざされた。


    　息をすることすら、もうできない。


    　ドロイド王子は無我夢中で、砂夜を捜していた。

  


  
    　４


    



    　とろりとまどろむ世界で、だれかが肩を揺すっていた。


    「……ーくん」


    　聞き覚えのある声がする。それはやさしくて強い、信しん頼らいする少女のもの。


    　ゆっくりと、郁いく実みは目をひらいた。


    「よかった、いーくん」


    　美み里さとは郁実をそっと抱き締しめた。


    　美里に抱かれながら、郁実は泥だらけのシャツをまくり、自分の体を確認した。あたりまえのようにおへそがあって、体はなんともなっていない。新生ヌエバドロンコ・フォーのひとり、タラドロ・ドロンコとして敵に戦いを挑み、水の弾を受けて、自分の体は溶かされてしまったのかと思っていたので、感慨深かった。


    「みんなも、無事だから」


    　美里が背後をふりかえって、そこにいる人影に郁実の視線を促す。


    　聡さとると友とも絵えのふたりがいた。郁美とおなじように怪け我がはないようだった。四人はおたがいの無事を知って、温かい気持ちになる。円を組むようにして、自然に手と手を取り合っていた。


    「不思議な泥だったね……。わたしたち泥の中で一度死んで、それから生き返ったみたい。自分の身体からだが、すごくうれしい」


    　美里はニニャ・ドロンコとして自分があったことを思い出していた。塗りつぶされたような、うっすらとした記き憶おくだった。


    「泥のなかは、とてもこわかったけど……」


    「おもろかった！　うち、泥の下で泳いだんやでー」


    　友絵が笑顔で両腕をクロールさせる。


    　聡が人差し指でメガネを押しあげた。


    「ええ、たしかに不思議な時間でしたね……。でもあまり長くあの状態でいると、戻れなくなりそうでした。これでよかったんでしょう」


    　四人はもう一度、おたがいの無事を嚙かみしめた。


    「さて、これで全員ね」


    　四人の会話が終わるのを見計らうようにして、突然響ひびいた声があった。その声の主は長身で長髪の女性。穿はきこまれたジーパンと怪かい獣じゆうの絵がプリントされたティーシャツを着ていて、切れ長の目が印象深い、大人の女性。


    　その女性は泥の子どもたちの集団を率いていた。


    「あと十年若かったら、あたしも水着で登場するという案もあったんだけどね。さすがに年だから」


    　そう言ってほほえむ女性は、右手にランドセルとスケッチブックを持っている。それはドロイド王子が引き入れ、郁いく実みたちが新生ヌエバドロンコ・フォーとして戦いを挑んだ相手、水着の少女が持っていたものだった。


    「おばさんは、いったい何者ですか？」


    　聡さとるが慎重にファイティングポーズをとりながら、問いただした。


    「母親だよ、砂さ夜やの。あんたたち、砂夜にやられたんでしょ？」


    「あ……、あのおねえさんの、おかあさん、ですか？」


    　勝てそうもないとばかりに聡が手をさげる。そして代わりに満面の笑みをたたえた友とも絵えが一歩踏ふみ出した。女性の微笑ほほえみがそれを迎え入れる。


    「よっ！　ひさしぶり、友絵ちゃん。元気そうね」


    「おおきに、そうちょう！」


    「そっ……、総長はやめて、友絵ちゃん」


    　友絵は郁実たちのほうをふり向いたかと思うと、眉み間けんにしわをよせて、力いっぱい宣言した。


    「このかたはアトリエファミーユの雪ゆきそうちょうなんやで！　うちは新入りやけど、そうちょうは砂夜先生よりもつよいんや！　ほんとやで。若いころは『ちがすみの雪』と呼ばれとったんや！　総長がゆくところは、血で霧きりができるんやから気ーつけーや！」


    「友絵ちゃん……。どこでそんな情報を？」
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    　雪ゆきが顔を片手で覆おおい、ため息をつく。しばらく微妙な空気が流れた。


    「アトリエファミーユ……。絵画教室みたいな名前ですが、ひょっとして格かく闘とう技ぎの道場ですか？」


    「いや……、ちがうんだけど……。うちに入門するなら、強くしたげるよ。聡さとるくん。積もる話もあるだろうけど、とりあえずいまは、上に出ること考えようか」


    　雪が天てん井じようを指さし、つられてみんなが顔をあげる。


    「うえ……？」


    「そう。地上のこと」


    　……地上のこと。


    　夏空と大きな太陽。懐なつかしい家。並べられた夕食。ふかふかベット。眠るまでとなりにいてくれる穏おだやかな表情の父と母。沈んでいたいくつもの記き憶おくが連結され、浮かびあがっていく。


    「わたしたち、帰れるんですか？」


    「そりゃあ、このあたしが来れるんだから、帰れるわよ。ほらっ」


    　雪が足下の泥をつま先でこづく。


    「あ！」


    　泥からモグラがあたまを出していた。モグラなのにサングラスをしているうえ、鼻はちいさなドリル。


    「かいじゅうだ……」


    「でもおとななのに？」


    　雪が怪かい獣じゆうとコミュニケーションするのを、不思議がる子どもたちだった。


    「そうやで。雪そうちょうは、大人やけど怪獣が見えるんや！　けどなんでやろ……。どくしんやから？」


    「あのね……」


    「お、大人になっても怪獣が見えるなんて、すてきです。きっとこころがきれいなんですね」


    「そういう問題でもないわ」


    　雪がきっぱりと否定する。


    　美み里さとはフォローしたつもりだったが、泥沼にはまっているようだった。


    「あたしが怪獣を見ることができるのはね、砂さ夜やのこと、頼たのまれたからなのよ……」


    「砂夜せんせいのこと？」


    「ま、その話はまたいつかね……」


    「おまえ、名前は？　あっ！　まてー」


    　子どもたちの興味はモグラの怪獣に移っていた。しかし怪獣に近づけば近づくほど、穴を掘って逃げていく。先回りして穴を掘ってつかまえようとしている子もいるが、泥の中をすすむ怪獣はすばしっこい。


    「その子、照れ屋なのよ。名前はムグ。怪かい獣じゆうっていっても第三世代だから、そんな大きな力はないし、しゃべれないの。地上に行く穴くらいは掘れるけど、登るのはあたしたちの自力だから、けっこうたいへんよ。さて、地図、地図……、目的の砂場は……っと……」


    　雪ゆきがひろげているのは、砂さ夜やが絵筆に泥で描いていたスケッチブックだった。長時間かけてつくられたドロンコ王国の地図であり、地上にある砂場の位置も記されている。


    　現実味を帯びてきた帰還に、子どもたちが顔をほころばせ、騒さわぎはじめた。


    「あれ、だれや？」


    　友とも絵えが気づいたのは、雪を中心とし、喧けん噪そうとした集まりから離はなれた場所。奥にある泥の山にずっと隠れるようにしていた子どもの存在だった。


    　色白な肌に短い髪。どこか困ったような瞳ひとみ。背は郁いく実みよりも低い男の子だった。


    　友絵が駆けよるが、男の子は逃げようとする。


    「待ちや！」


    　友絵は咄とつ嗟さに強く肩をつかんだ。


    「うぷっ！」


    「うぷ？」


    　友絵が、捕まえたその子の顔をじっと見つめる。


    「うぷって……、ひょっとして、コロイド王子か？」


    　肌の泥が溶けて流れてしまい、印象がずいぶん変ってしまったが、それはコロイド王子にちがいなかった。あたまにかぶっていた大きな泥の帽子も溶けてもうない。コロイド王子自身、自分のあたまから流れ落ちる大量の泥のなかで、ショックを受けて失神してしまっていたが、起きてみれば、体はとくに問題なかった。


    「なんや……。ほんとは、うちよりも白いんやな。おんなみたいや」


    　ドロンコ王国ではドレイだったはずの友絵が、ペタペタとコロイド王子の肌をさわる。女みたいなどと言われ、コロイド王子は悔しそうな表情をするが、もはや王子でもなんでもない以上、言い返すこともできない。年上な分、友絵のほうが立場が強かった。


    「女みたいけっこうじゃない！　うちの娘なんてもう十一なのに、ほとんど男の子なんだぜ。でも、一いち郎ろうくんはお父さん似かな？」


    「うぷ？」


    「一郎くんのお母さん、地上で会ったわよ。だいぶやつれてたわね。写真持って、ずっと一郎くんのこと捜してたわ」


    「一郎？　コロイド王子って一郎っていうんや？」


    「う……、うぷー……」


    　雪はそっと、一郎の泥だらけのあたまを撫なでる。


    「さあ、みんな、歩こう！」


    　雪ゆきの号令とともに、足早にうしろにつき、なつかしい地上への想おもいを語り合っている子どもたち。すでに気持ちはドロンコ王国から離はなれ、うかれきっている。そんななかでただひとり、一いち郎ろうだけが暗く沈んでいた。


    「ほら、あそこの角を曲がったところから、かなり明るくなってるでしょ？　あれが……、おっと」


    　一行はかつてないあかるい光に出会う。それは出口にちがいなくて、たまらず走り出す子が続出した。そして曲がり角に来ると、


    「きゃああああああああああっ」


    　みんなが転んで、うずくまった。


    「目になにか、はいったのー」


    　いっせいに目の違和感を叫んでいる。


    「みんな。落ち着きなさい。ただの太陽の光だわ」


    「ほんとに？　ほんとに？」


    　雪が冷静になだめてまわり、子どもたちは目を押さえながら、おそるおそる雪に聞き返している。


    「大だい丈じよう夫ぶだから、さあ……、目をあけて」


    　みんなはゆっくりと、片目から順番に慎重にひらいていく。


    　美み里さとは手をひろげ、光合成でもするように地上の光を取りこんでみた。


    「ねえ、太陽ってこんなに熱かったかしら？」


    「色だって以前よりずっと濃い気がしますね」


    「ほんまに、ひさしぶりやなあ、太陽さん」


    「あったかい」


    　崩れた天てん井じようから、たしかに陽の光が差しているのだった。王国のところどころに降りてくる霞かすみのような光ではなく、槍やりのような陽光。ねじれた階段のような泥の壁を登るのはひと苦労だろうが、たしかに地上への道はひらいている。


    「あれ！」


    「わー！　いっぱいいる！」


    　ちいさな陰影があり、それはよく見ると、壁という壁から顔をだしているモグラの怪かい獣じゆうたち。全員が協力して地上への道を、巨大な階段状の穴を掘ったようだった。子どもたちは、われ先に登ろうと前に進む。


    「いくなうぷ！」


    　雪の背後から叫んだのは一郎だった。


    　みんながふりかえる。


    　視線を浴びた一郎はひるむが、しかし拳こぶしをにぎりしめ、口上をつづけた。


    「おまえたちはドロンコおうこくのドレイうぷ！　かってににげたら、ゆ、ゆるさないうぷよ！　ド……、ドロンコだいおうが……、おこ……、おこるうぷ！」


    　反はん響きようする声もどこか弱々しい。みんなもそれを聞いてきょとんとしている。コロイド王子自身も自分の行動に困惑している。自分はすでに泥の王子ではない。いのちの泥をまとうことによって得ていた不思議な力、自信。望郷の想おもいすら薄うすれさせていたその魔ま力りよく、泥の威力は、ひどく薄まっていた。素肌で直じかにふれなければならない太陽が、地上が、世界が、なんだか怖こわかった。できればもう一度、泥にくるまりたかった。


    「こいつもヨルガヲうぷ。それに、きょうかいかもしれないうぷ！　だから、ついていくのはダメうぷ。たべられるうぷ。そんなのよりも、ドロンコだいおうさまのところにかえるうぷ」


    　ヨルガヲに協会。ほんとうにそんなものが存在するのか？　自分で言っていて、なぜかいまはもう確信が持てなかった。実際それらはドロイド王子の口から語られただけの存在でしかない。


    　そんな一いち郎ろうに対して、他ほかの子どもたちはどう接していいかわからないようだった。それどころか、早く地上にでたい。とてもかまってはいられない。そんな思いが表情にでてしまっていた。


    「一郎くん……」


    「かえらないうぷ！」


    　一郎はそばに来た雪ゆきに対して怒鳴りつけた。


    「ええ、いいわ。一郎くんは、ここに置いていく」


    「え！」


    　雪の即断は、一郎にとってあまりにも予想外だった。


    「あたしはとりあえず他のみんなを地上に連れてくことにするよ。みんなのママやパパのところにね。きっと心配してるから、いそがないといけないし。あたしにはその責任がある」


    「うぷー！」


    　憤いきどおりながらも、一郎の脳裏に浮かびあがるのは、母親のこと。何者にも代え難がたい、強くて穏おだやかなイメージだった。トウモロコシからつくった薄いパンのトルティーヤの味。ダンゴ状にするときは一郎もよく手伝い、つくりすぎてしまう。一郎とも父親ともちがう、褐色の肌。あたまを撫なでるやわらかい手が、やさしい笑顔が、忘れられない。


    　地上にいる、ほんとうのママ。


    　大好きだけど、きっといまは怒っている。なんといっても一郎は遊びすぎたのだ。ひと月ものあいだ、家に帰らずに泥遊びしていたのだから、怒らないわけがない。すべてのママがそうであるように、一郎のママも怒ると鬼みたいになるのだ。


    「いいうぷ……。ひとりでのこるうぷ……」


    　いじけたような一郎を見て、雪は目を細める。やさしい言葉をかけるのを、自制しているようだった。


    「それからあたしは、地上についたら、協会と警察に連絡しなきゃいけない。砂場の下に子どもを誘ゆう拐かいする泥の怪物がいます。やっつけてくださいって」


    「な、なんでそんなことするうぷかー！」


    　一いち郎ろうはあわてふためくが、雪ゆきは取り合わなかった。


    「だからいったでしょ。大人の責任。あたしは砂さ夜やなんかとはちがって、汚くてつまらないことをする大人なの。汚いこともつまらないことも、全部まとめて引き受ける。それが大人の責任。文句ある？」


    「や、やっつけてやるうぷ！　おとななんか、みんな、やっつけるうぷ！　おとななんか、みんなよわいうぷ!!」


    「よわい……。やっつける……。できるかしらね？　水鉄砲じゃない、鉄砲を持った兵隊がたくさんやってくるのよ。あなたたちを捕まえるために」


    「て……てっぽううぷ？」


    　雪は右手で鉄砲をかたちづくり、一郎に向ける。


    　一郎は唾つばを吞のみこみ、その指先を凝ぎよう視しした。


    「こわい？」


    「こわくないうぷ！　どろがあるから、だいじょうぶうぷ！　どろだんごを食べたら、てっぽうなんか、へいきうぷー！」


    　一郎はバカにするように舌を出し、雪はあきれたように、肩をすくめた。


    「たいしたもんだわ……。たしかにそれで、一郎くんは大だい丈じよう夫ぶかもね。でも、いい忘れてたけどね、あたしは、一郎くんのパパとママにも報告しなきゃいけないのよ。一郎くんはドロンコ王国で、泥の怪物として暮らすことになりましたって。一郎くん、そしたらパパとママはどうすると思う？」


    　さらに予期していない展開に、一郎はびっくりした。


    「一郎くんのパパとママは、たぶんやってくるだろうね、このドロンコ王国に」


    「パパとママが……、ここにくるうぷか？」


    　すべての大人が敵になっても、両親だけは自分を護まもってくれる。それはありえそうなことだった。殺さつ伐ばつとしていた未来が、ぱっとあかるくなる。


    「だけど、やっぱりダメね。パパもママも大人だから、きっとドロンコ王国では暮らせない。泥ダンゴを食べたり、泥を塗ったりすることが、大人の身体からだは、もう耐えられないの……。これは仕方がないこと」


    　それは正しいことだと知っていたので、一郎はうつむいて肩を落とした。


    「でもママは、どろなんかなくてもつよいうぷ」


    「そうね……。きっと強いんだろうね。鉄砲の弾が飛んできたら、一郎くんをかばって、その弾を全部受けるくらいには」


    「ママがうけるうぷか？　ど……、どろがないうぷよ？」


    　一いち郎ろうはうろたえながら、懇こん願がんするような瞳ひとみで雪ゆきにつかみかかった。雪は、かなしいような、うれしいような、複雑な顔をしながら目をつむり、なにかに堪たえているようだった。しかし目をひらくと同時に撥はねつけるようにして言った。


    「だって、母親なんだよ……」


    「そんなこと、させないうぷー！」


    　一郎がコロイド王子だったころ、身体を覆おおう泥によって、ながいあいだ、ながいあいだ、とじこめられていた熱い感情が、いまになって涙とともにあふれでてくる。熱すぎる涙。それは泥の子どもたちのなかで、最も長期間施ほどこされていた、覆われていた、いのちの泥の残存魔ま力りよくのようだった。最後の封印が、決けつ壊かいしたように破られ、解き放たれていく。


    「う……あああ──────────ん……」


    　一郎は雪の足をたたいた。しがみつき、嚙かみついた。沸わき出る感情のすべてをぶつけた。ぶつけきったあとは虚脱し、雪の太ももに涙と鼻水まみれの顔を押しつけ「ママ、ママ」とくりかえし、むせび泣いた。駄だ々だっ子こそのままに、いまはただ、母に会い、抱かれたかった。


    「ごめんね、一郎くん。ちょっと荒あら療りよう治じだったわ……。でも……」。


    　ようやく表情と姿勢を崩した雪は、一郎のあたまを、すまなさそうに撫なでている。


    「でもよく忘れないでいてくれたね。ううん、よく想像できたわね、パパやママの気持ち……。あたし思うんだよ。人の想像力はなんのためにあるのか？　絵を描いたり、物語をつくったり、みんなは想像力をもつことで、孤独な世界を生きることも、ひとりで強くなることもできるでしょ？　それはすごいことだと思うのね。ときには大勢の人の胸を打つような……、崇すう高こうな……。だけど、想像力には、もっと大切なことがあって……」


    　雪は一郎と子どもたちの顔をゆっくりと見回した。


    「きっとあなたたちの想像する力はね、もっとあたりまえのことのためにある。大事なだれかを想おもうためにある。ぜんぜん知らなかっただれかのことを、愛せるようになるためにあるんだと思うのよ。いまの大人の世界には、越えられない壁が、分かり合えない壁がいくつもあって……。あなたたちは、バカみたいだって思うかもしれないわね。だってあなたたちの可能性は、そんな壁ごと、地球を自分で塗りつぶしてしまえる力なんだもの。全部壊こわして、理想の、完かん璧ぺきな自分の世界をつくれるかもしれない力なんだもの……。だけど、あたしたちの世界は、不完全だからこそ、想像できるの。大人も子どもも、男の子も女の子も、あなたもあたしも、みんな足りないところがあるのが奇き蹟せきなの。おたがい分かり合いたいって思える力なの」


    　一郎には、よくわからない話だった。だけどなぜか、真剣に聞いてしまっていた。


    「好きなものや、好きな子をどんどん見つけて、世界をつなげていってほしいのよ。あなたたちには……、ううん、あたしたちも！　あなたたちが親から学ぶように、親だってあなたたちから、まだまだ学びたいの。知りたいの」


    　雪ゆきがじっと一いち郎ろうの目をみつめる。その豹ひようのような鋭い目はなぜだかやさしい。


    　ひょっとすると目の前の女は悪者じゃないかもしれない。一郎はそう思った。強いのに穏おだやかなイメージは、どことなく、ママの雰ふん囲い気きに似ているとも思った。豹みたいな女だが、母豹なのかもしれないと思った。


    「ま、そういうわけだ。期待してるからね、コロイド王子」


    　雪は一郎の肩に手をのせ、ウインクする。


    　コロイド王子と呼ばれ、一郎はなぜかすこし照れてしまった。


    　情勢を見守っていた美み里さとと聡さとると友とも絵えと郁いく実みは、ほっとひと息ついた。


    　美里が手を伸ばして言った。


    「行こう、一郎くん」


    　聡もそれにつづくように問いかける。


    「まったくですね、ドロンコ王国を仕切ってたあの覇は気きはどこにいったんです？」


    　友絵が駆けよって断言する。


    「うちら、上にいっても友だちやで！　絶対！」


    　郁実がはにかんでささやいた。


    「……また、いっしょに、あそぼう」


    　一郎は面おもてをあげた。


    　光のほうへと、みんなのほうへと歩みはじめる。


    　そして一度だけ、ふりかえった。


    　さようなら、ドロンコ王国。いままでありがとう。


    　口には出さなかったけど、お別れの言葉を、魔ま法ほうの呪じゆ文もんのように、こころのなかで唱える。


    　だけど一郎には、気になることがひとつあった。


    　ドロイド王子のこと。


    　孤独な迷宮の王子。


    　彼にはドロンコ王国以外に、地上に帰る場所はあるのだろうか？


    　母親はいるのだろうか？　泥ではない、ほんとうの母親。


    　もしもいないなら、地上に戻ったら、ドロイド王子もいっしょに暮らせないか、パパとママにお願いしてみよう。一郎はそう思った。


    　おにいちゃんって呼んでみようと。
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    　絶え間ない閉へい塞そくと陰いん暗あんと圧迫。


    　ドロイド王子は泥が入らないように口を、目をかたくとじる。あらゆる感覚が意味をなさず麻ま痺ひしていくようだった。信じられる存在、たしかな存在は、右手にふれる少女の、砂さ夜やの手のみ。


    　ドロンコ大王の体内に吞のみこまれたドロイド王子と砂夜は、おたがいの手を捜し当て、無心でにぎっていた。このまますり潰つぶされるのか、溶かされるのか、ドロイド王子にもまったくわからなかった。


    「──うっ」


    　ドロイド王子は唐突に泥から排出された。失われていた重力を感じたつぎの瞬しゆん間かんには、背中から地面に落下。なんとか受け身をとったが、直後に砂夜が鳩みぞ尾おちにめがけて落ちてきた。鈍い音とともに、その全体重を受け、悶絶する。


    　砂夜は腹を抱えて苦しむドロイド王子のそばで、ていねいに座りなおし、背中をさすって看護する。


    「ドロイド王子、しっかり」


    「てめぇ……」


    　身を起こして文句を吐こうとするが、砂夜はドロイド王子の目を見ておらず、油断なくドロイド王子の背後に注意を向けていた。この場所には先客がいるらしいことを察知し、ドロイド王子も文句を吞みこみ、ゆっくりとふりかえる。


    「まさかこんなところで会うとはのう！　泥の王子よ」


    　仁に王おう立だちしている白髪の少女。そしてその背後で少女の暴走をなんとか食いとめようとしている青年。秘密の美術協会カンパーニユ・スクレ《ジェルミナスィオン》に所属する、ちぐはぐなふたり。


    　アーニャと直なお純ずみがいた。


    「おまえらか……。そうか、この空間も……」


    　ドロンコ大王の内部に突如として出現した空洞の秘密。それがあきらかになった。球状に固定された壁の表面は乾いてヒビ割れていて、空間の中心にいるのは火の鳥のメタモルフィスム、茜アカネ丸マル。アーニャと接触することによりその力はある程度だが回復し、半径二、三メートルほどだろうか、みすぼらしいたまご形に泥の浸食は停止していた。


    「ドロイド王子、なんで君がこんなところに？」


    　詰きつ問もんする直純。しかしドロイド王子は不ふ機き嫌げんそうに口をつぐむだけだった。


    「出る方法を教えてほしいんだけどな……」


    「力ずくで聞きだすまでなのじゃ！」


    「まあ、まあ、抑えて……。でもほんとに、ここはドロンコ大王の体内ではあってもアーニャの領域なんだ。分はこっちにある。態度を改めたほうがいいよ、ドロイド王子」


    「ボクたちも、食べられたんです」


    　しゃべろうとしないドロイド王子に代わって、砂さ夜や。それによりドロイド王子の表情に不ふ機き嫌げんさが増すが、砂夜は毅き然ぜんとした態度でつづけた。


    「ドロイド王子にドロンコ大王を操ることはもうできません。あなたたちがドロイド王子を追う理由も、もうありません」


    　直なお純ずみとアーニャが意表をつかれたように見合わせる。


    「おまえは、余計なこというな」


    「なるほどね……」


    　砂夜につっかかるドロイド王子を無視し、直純がうなずく。


    「自分のメタモルフィスムに喰くわれるなど、こんなマヌケは見たことがないのじゃ」


    　アーニャは座りこんでいるドロイド王子のすぐそばまで近より、ここぞとばかりに腕を組み嘲笑する。ドロイド王子によって泥に沈められたのをまだ根にもっているようだった。


    「ちっ……」


    「この程度の器量で王国だの王子だの、よくいったもの。いい気味なのじゃ」


    「アーニャおばあちゃん、ぼくらもとじこめられてるんだからさ、そんなに、いばってもしかたないよ……。ドロイド王子がドロンコ大王を制御できないとなると、やっぱり自力での脱出方法を考えなきゃならないし」


    「だまっておれナオ！　こやつはな……」


    「いいから、ちょっと下がってて」


    「ナオはどっちの味方なのじゃ！」


    　アーニャが食ってかかるようにして、直純の胸をたたく。


    「もちろんぼくはアーニャだけの味方だし、そこの王子に腹が立つのもいい気味なのもおなじだよ。だけどとりあえずは……」


    　直純はアーニャを無理に自分のとなりに座らせる。そして自分も座る。くつろいではいるが、瞳ひとみはつめたい。視線の先にいるドロイド王子を冷評するようだった。


    　アーニャは不服とばかりにすぐに立ちあがって、ムスッとした表情であたりをうろつく。


    「自己紹介からはじめようか。ぼくの名前は神かみ谷や直純で、こっちは神谷アーニャ。アーニャおばあちゃんって呼ぶようにして。嚙かむから……。ぼくらはいちおう、表向き協会に所属してるけど、組織の奴ど隷れいってわけじゃないし、不幸な戦いはあったけど、きみに対して、必ずしも敵対しないってことだけは、いっておくよ。ま、秘密結社に表向きも裏向きもないって思うかもしれないけど。よろしくね」


    「ナオ……？」


    　アーニャはその紹介を訝いぶかしむが、ドロイド王子は応こたえる素振りを見せない。しかし直純にとってそれは予想していたとおりの反応であって、問題ではなかった。実際、ドロンコ大王の制御ができないという時点で、ドロイド王子に対する興味自体が薄うすれている。直なお純ずみの本当の関心は、ドロイド王子といっしょにあらわれた少女のほうにあった。


    　長い髪と、オーソドックスな紺の学校水着。靴も履はいておらず素足で、身体的には平均的な小学五年生女子といったところ。先のドロンコ大王との接触で少女の運動神経が抜群なのはあきらかだったが、直純に与えた印象の深さはむしろ、直立しているときの姿勢のよさ、こちらを見据えて微動だにしない、隙すきのなさによるものだった。


    「それにしても学校水着とは、ずいぶん用意がいい。ぼくらもこのくらいの用意はしておくべきだったな……」


    　直純は少女がどう出るか、注意深く観察している。あえて協会に属していることを認めたのも、反応を知りたかったからだった。


    「ナ……オ……、おぬし、さっきから、どこを見ておるのじゃ……！」


    　砂さ夜やの水着姿を凝ぎよう視ししていると勘違いしたアーニャがつめよった。


    「え？　あ、なんの話……？　わっ、いったっ」


    　直純の言い訳を聞く前に、アーニャはあたまを両手で叩たたいた。


    「そ……そっちのきみは？　ドロンコ王国の住人ってわけじゃなさそうだけど……。ほら、自己紹介。いてて。アーニャ、あとにして……」


    「なんなんだ、こいつらは……」


    　ドロイド王子があきれながらぼやく。その横をかすめるように、砂夜が一歩前に出た。


    「ボクは……」


    　直純とアーニャが動きをとめ、ドロイド王子も口をつぐんで注目する。静まりかえった閉へい鎖さ空間で、砂夜の自己紹介が行われようとしていた。


    「ボクは、ドロイド王子のともだちのー……」


    「あ？」


    「ドロイド王女だ！」


    「なんだって!?」


    　ドロイド王子が息を荒くして身をのりだす。


    「ふざけんな！　勝手になにいってんだ、テメー！」


    「だってコロイド王子がいってたよ。ボクはこの国の王女だって」


    「そ……、それは……、ちっげーんだよ！　あれはなんか、手違いでだな……」


    「ボクはほんとは王子のほうがずっといいんだけどね。ま、一回くらいなら王女でもいいかな、っていうふうにも思うんだ。でも、つぎは代わってほしいな」


    「意味わかんねーよ、おまえは」


    　まさしく意味のわからないやり取りをするふたりを、直純は惚ほうけた顔で見守っていたが、ついには吹き出してしまう。


    「はぐらかされたか……。なかなかやる子だね」


    　学校水着の胸部分にでかでかと貼はられた少女の名前には、あえてふれなかった。


    「さて、自己紹介も済んだことだし、本題にはいろうか。わかってるとは思うけど……」


    　直なお純ずみのあたまを叩たたくため背中に飛びのっていたアーニャは地に降ろされ、ぺたりと座りこむ。直純の語りの前に、全員が黙だまりこんでいる。


    「ぼくらはドロンコ大王の体内、いや胎内とでもいったほうが近いかな……、に取りこまれている。そしてそれは──」


    　突然、乾いた木材が割れるような音がして、直純の言葉を遮さえぎった。壁に生じた禍まが々まがしい黒い亀き裂れつ。そこから淀よどんだ圧力のようなものが侵入してくるのを、全員が感じる。


    「……茜アカネ丸マルの力でなんとか浸食を防いでいるものの、いつまで持つかはわからない。脱出しようにも、アーニャおばあちゃん、こう見えて、立ってるのがやっとなくらい疲れてるからね。茜丸の出力も、いまはせいぜい半径三メートル。ここを維持するのが限界なんだ」


    「すこし休めば、すぐに回復するのじゃ！　そうすれば、こんな泥ごとき！」


    「そうだね、アーニャおばあちゃんも茜丸も、まずは身体からだを休めることを考えて……。それとドロイド王子と、王女？　さん、脱出アイデアがあれば聞きたいんだけど、なにかある？」


    　ドロイド王子は気だるそうに横を向くだけ。砂さ夜やはなにも持っていない右手をとじたりひらいたりして、目をつむり、歯をくいしばるのみ。有効な手だてはなさそうだった。


    「情報が足りなすぎる。もうすこし正確な現状認識からはじめたほうがよさそうだな。一番大きな疑問は、ドロイド王子、なぜ君がドロンコ大王の制御をできなくなったのか……」


    　しばらくの沈ちん黙もく。ドロイド王子は聞いていない風だったが、砂夜と目が合い、しかたなく口をひらいた。


    「たぶん、泥だ……」


    「泥、というと？」


    「このあたり一帯の泥は、力が強すぎる。いろいろと、ヤバイものが埋まっている。おまえらにはわからないだろうけどな」


    「いや、わかるよ。このあたりの泥には太古の生物たちの微化石がふくまれているってことだよね。太古のいのちの眠る泥……。四十六億年の歴史。インスピレーションが沸わく素材だ」


    　ドロイド王子が驚おどろいたように顔をあげ、直純をはじめて正視する。


    「ふんっ。あつかう泥が強すぎるから操れなくなったなど、いいわけにもならんのじゃ。すべておぬしの器が足らぬのが原因ではないか」


    「まあまあ、アーニャおばあちゃん」


    「なんじゃナオ！　いちいちっ」


    「まだそれが理由だと決まったわけじゃないからさ。いや、それも理由のひとつかもしれないけどね、もっと大きな、決定的な原因があるんじゃないかって気がする」


    「おぬしのいうことは、いつもまわりくどいのじゃ……」


    「うん、つまりね……ドロイド王子に来るべき時が来たんだよ。このドロンコ王国という、幼い空想がつくった世界を維持できなくなる時期、タイムリミットが……。ドロイド王子、君は協会から逃走したイメイザー・チルドレンだね。だけどまだ『保存処理』は受けていないんじゃないか？」


    　訝いぶかしんでいたアーニャは、かっと目をみひらき、直なお純ずみからドロイド王子のほうへと視線を移す。すっかり失念していたが、《イメイザー・チルドレン》とメタモルフィスムとのつながりが失われるとしたら、そう考えるのがもっとも自然なことだった。個人差はあれど、おおかたの目安として、身体からだが第二次性徴に至るときを境に、その力はピークを超え、急速に失われていく。


    「ドロイド王子は最近、自分でも身体の変化とか感じてるんじゃないか？　あるいは精神的なものでもいい。たとえばだけど、好きな女の子ができたとか……。ふふ、プライベートに立ち入っちゃマズいかな？」


    　直純はからかうような口調で言った。


    　ドロイド王子はつまらなさそうに、視線をそらした。となりにいる砂さ夜やはそっとその横顔を見つめている。しかし黒髪に隠れた瞳ひとみ。そしてその心中は、だれにもわからないのだった。


    「まあ、理由はなんであれ、一度切れたリンクを取り戻すのは難しいらしい……。宿命みたいなもんだから、諦あきらめるしかないね。それよりもドロイド王子の経歴についてもうすこし詳しく知りたい。年とか、出身とか、なんでもいいからさ」


    「なんで、てめーらにそんなこと……」


    「ボクも、しりたいな」


    「あ？」


    　しばらく砂夜の視線を浴びながらも、かたくなに拒絶の意志を示していたドロイド王子だったが、ついには諦あきらめる。砂夜との精神的衝しよう突とつは、全戦全敗な気がしていた。


    「……出身がどうとか、むかしのことはおぼえてない。オレは砂場にいたところを、おまえたちとおなじ……協会の奴やつらに捕らえられて、ずっと訓練を受けてきた。対怪かい獣じゆうの兵器として。オレがいたのは軍部だ」


    「軍って、そんなものまで協会に？　ごった煮の組織だとは思ってたけど……でも……」


    　直純は納得したように、ひとりうなずく。


    「……まだ解体されてなかったのなら、当然のことかもね。大人には見えない怪獣。世界中の軍隊は、ほとんどクッキーモンスターに食べられてしまったそうだけど……、それでもまだ戦う意志が残っていたとするなら、おなじものをぶつけるしか、怪かい獣じゆう画が伯はくに匹敵する子どもを製造するしかない。兵器としてのイメ・チル開発。当然非公式だし、今回の事件に関する情報が少ないわけだよ」


    　アーニャが驚おどろいた顔をし、直なお純ずみを見つめるが、直純はかまわず話をつづけた。


    「人身売買に人体実験……。怪かい獣じゆう画が伯はくの残した最強の人食い怪獣を倒した子どもが、新世界の王になれるってうわさは前からあって、それに踊らされた保護者ガルデイアンがイメ・チルを送り込んで、つぎつぎに返り討ちにあってるって話は聞いてたけど……、軍まで関与してたとはね……」


    　青ざめた表情のアーニャの肩に、直純が手をかける。


    「こわがらせるつもりじゃないんだ……」


    「わかっておるわ。わしは、わしが思っていたよりもずっと、ガオウに護まもられておったのじゃ……」


    「そうかも……しれないね。おじいちゃんは……」


    　直純はそのときはじめて自分の祖父を許す気になっていた。あっさりとそれを認めている自分が意外だった。


    「まあ、それはそれとして……結局、きみが倒したの？　クッキーモンスター」


    　アーニャが顔をあげる。直純は気軽に聞いたが、ドロイド王子が人食い怪獣を倒した存在なのかどうかは、現在も遂すい行こう中の、協会から与えられた任務において、聞き流せない点なのだった。アーニャの肩に自然と力がはいる。


    「しらねーな。すくなくとも、オレじゃねー」


    　ドロイド王子がそう言うと、アーニャはなぜか安あん堵どのため息をついた。目の前の少年が協会の任務と無関係なことに、ほっとしていた。


    「オレはその怪獣を倒すために訓練を受けた。だが、オレが戦う番になって……、その直前になって、だれか他ほかの奴やつが倒したらしい。そのときの混乱に乗じて、オレは協会から逃げただけだ。おまえらのオモチャにされるのはゴメンだからな」


    　ドロイド王子が、協会に所属するふたりを、敵意たっぷりに、にらみつけた。


    「ぼくら、やっぱり嫌きらわれてるなー」


    「おもちゃに……」


    　アーニャはその敵意に反発せず、押し黙だまっていた。協会によって施ほどこされた保存処理。決して成長しない自分の身体からだのことを考えている。直純はそんなアーニャの肩を、そっと抱きよせた。


    「でも、君は運がよかったよ。もし、クッキーモンスターと戦って勝ってたら、協会の象徴だかなんだかに祭り上げられて、ろくなことにはならなかっただろうし、負けたら負けたで、やっぱりろくな扱いはされなかっただろう。とくになんの後ろ盾もない、非公式なイメ・チルは……。代わりに怪獣を倒してくれた子には感謝するんだね」


    「しるか……」


    　ドロイド王子は吐はき捨て、顔をそむけた。


    　砂さ夜やはぼんやりとドロイド王子を見つめている。ドロイド王子はその視線に気がつくが、砂夜の真意がわからなくて居心地がわるい。


    「なんだよ？」


    　見つめられるのに耐えられなくなったドロイド王子が悪態をつくと、砂さ夜やは静かにまぶたをふせた。ひどく哀かなしいような、だけど安心したような笑みをしている。ドロイド王子はこらえきれなくなり、文句を言おうとしたが、その前に砂夜が神妙な面おも持もちでささやきかけた。


    「ねえ、ドロイド王子。むかしのこと聞かせて……」


    「おぼえてねーっていったはずだ」


    「最初の記き憶おくは？　砂場で産まれたって話……」


    「……オレはずっとむかしから、砂場の泥にくるまれて、護まもられていた。オレがドロンコ大王をつくったのか、ドロンコ大王がオレを産んだのか、オレにもわからねーんだ。いや、はじまりなんて、もう、どうでもいい……。オレは……、やっぱり泥の子どもなんだ……」


    　ドロイド王子は言葉を吞のみこんだ。


    　砂場に捨てられた子ども、ドロイド王子の伝説。


    　子どもたちが砂場でドロイド王子を目もく撃げきしてきたように、ドロイド王子もまたずっと見てきた。砂場で遊んで、母親に手を引かれて家に帰る子どもたちを。学校での自じ慢まん話ばなしや夕食の献立を話す親子を。胸が引き裂かれるような感情の嵐あらしを、いつもそばにいてくれるちいさなドロンコ大王の手をにぎって、しのいできた。泥のゆりかごに抱かれることで幼児期を生き延びてきたのだった。


    　世界と自分の起源に関する、もっとも神聖な理屈。


    　ドロンコ大王こそがすべてのママ。


    　ドロイド王子は口をつぐみ、静寂が訪れた。


    　とじこもったドロイド王子を呼びよせるように、砂夜がふたたび問いかける。


    「ドロイド王子の記憶が途切れているのは、ひょっとして、四年前かな？」


    　いち早く反応したのは直なお純ずみだった。


    「四年前！　それってもしかして怪かい獣じゆう画が伯はくと……」


    　遅れてアーニャも表情をこわばらせる。


    　そして締しめたのは、ふたたび砂夜だった。


    「ヨルガヲ……」


    「世界中で、百万人の子どもが消えたっていう、怪獣画伯とヨルガヲの戦い……。消えた子ども……。なんか……、読めてきたぞ。まさか、ドロイド王子は、その消えた子どもたちのなかのひとりっていいたいんじゃ？」


    「たぶん、そうです。ヨルガヲは人の居場所や記き憶おくを食べるから」


    「そう……なの？　っていうか、なんでそんなことわかるんだい？」


    「ボクのお母さんが、個人でヨルガヲの研究してきたんです。それで四年前に起きたことも、いろいろわかってきて……」


    「それはまた……、ヨルガヲっていったら、怪かい獣じゆう画が伯はくに絶滅させられて、現物が残ってないって話だけど……」


    　協会にも研究者はたくさんいるが、いまも実体はまったくつかめてない不可視の怪物、ヨルガヲ。四年前、大人はその存在を確認する術すべがなかったし、子どもたちには分析する術がなかった。


    　その研究者という母親はいったい何者なのか？　直なお純ずみは詳しく聞いてみたかったが、無理して態度を硬化させてはならないと思い自じ粛しゆくした。この少女を慎重にあつかう必要があることを、直純の奥にあるつめたい魔ま王おうの勘が告げていた。


    「ボクも詳しいことは知らないし、あくまでお母さんの仮説です。ヨルガヲに身体からだを奪われた子は、居場所がなくなってしまう。ある朝目が覚めると、自分のいるはずの場所には怪物がいて、自分の代わりにお父さんやお母さんに愛されている。自分の代わりにランドセルを背負って、ヨルガヲが学校に行っている……。だれもそれに、気がついてはくれない。ヨルガヲは、存在そのものを奪ってしまう」


    「存在……。ヨルガヲは身体を奪うって伝承はあった気がするけど……、存在を奪うってずいぶん突飛な話だな。カッコウの托たく卵らんみたいなもの？」


    　直純が半信半疑な様子で聞きかえすと、砂さ夜やはきょとんとしたあと、こくりとうなずいた。直純が砂夜に代わって、アーニャに説明するように話を引き継ぐ。


    「カッコウはよその種族の巣、たとえばモズの巣に自分のたまごを産む。モズの雛ひなよりも早く誕生するカッコウの雛は、巣の持ち主のたまごを、つぎつぎと外に放り出し、母モズに自分だけを育てさせる……」


    　直純は説明すると同時に、自分なりに吟味もしていた。


    「おもしろい、いや、こわい話だけど……。ほんとにそんなことがありうるのかな？　言うまでもないことだけど、人間はカッコウとはちがう。カッコウみたいな、遺伝子の奴ど隷れいじゃないよね。つまりさ、カッコウとかモズの世界には、騙だますとか騙されるって概がい念ねん自体が、そもそもないんだよ。あくまで人間からすると、そういうふうに見えるってだけで、母モズにしてみれば、育てることができれば、自分の子だろうが、カッコウの子だろうが、なんだっていい。極論だけど、そこにあるのは、愛でも悲劇でも詐さ欺ぎでもなくて、ただの機械的なプログラムでしかない。そして人間には、モズやカッコウとはちがって、遺伝子なんかじゃ説明できない、後天的で、複雑多様な精神活動が、文化がある……。ようするに、気がつくんじゃないかな。自分の子どもが、突然、怪物……ヨルガヲになってたら……」


    　直純が流りゆう暢ちように話すのを、砂夜は身を乗りだして聞いていた。話がおもしろいためか、内容よりも直純本人に興味が移っているようだった。そしてそんな砂夜をドロイド王子が不服そうに横目で見つめているのだが、砂夜は気づいていない。砂夜は積極的に直純に応答する。


    「人間の赤ちゃんはみんな、神経系が未成熟な状態で産まれてきます。それは他ほかの生物からすれば、あまりにも早すぎる出産で……世界と自分の境界がわからないまま、未完成な生物のまま、長い期間を過ごさなければなりません。存在の不安に怯おびえながら……」


    「存在の不安？」


    「はい。人が持つ根源的な、最初の不安です」


    　直なお純ずみもまた砂さ夜やの話によって、その理論によって、胸に特別な波紋がひろがるのを感じていた。覚えがあるのだった。協会のデータベースで読んだ論文。著者は協会が血ち眼まなこで捜している行方不明の日本人女性だった。かつて怪かい獣じゆう画が伯はくと呼ばれた少年とともに消えた保護者ガルデイアン。


    　少女の会話とはべつに、パズルのピースがはまっていくような高揚を、ひそかに感じていた。


    「だから人間は、存在の代理物をつくりだします。自分の身体からだの全体像を、未熟な神経が把握するよりも先に、都合のいいイメージで捉とらえることで……。たとえば赤ちゃんに『いないいないばあ』をすると、笑ってくれますよね？　それは存在を見つけて、安心したよろこび。鏡の世界で、もうひとりの自分が誕生したよろこび」


    「双子のようにか……」


    　直純がつぶやき、砂夜がピクリと反応した。直純はその変化を見み逃のがさなかったが深追いはしない。砂夜はすぐに平静を取り戻して話をつづけた。


    「身体のない世界がつくる、鏡の世界。従順な虚構でありながら、人間を支配し操っているプログラム。多様で色彩豊かな人間の文化や精神の、おおもとになっている存在。人の無意識や夢はもちろん、社会全体にも根をはって繁はん栄えいし、人類と共生してきた、世界そのもの」


    　直純は腕を組んで、すかさず応答。


    「ユクスキュルっていう名前のエストニアの動物学者は、生物というのはそれぞれに固有の世界を持っていると説いて、それを環かん世せ界かいと名付けた。生物の行動はただの刺激に対する反応ではなく、その環世界あってのものだと……。とくに人間の子どものものを、魔術的環世界とね……。人類と共生する世界……まるで現代の怪獣たちだ……そして……ヨルガヲ……」


    　直純は一拍おいて答えを出した。


    「ヨルガヲは、世界を奪うのか」


    「そうです」


    　直純と砂夜のふたりは興こう奮ふん気味に見つめ合っていた。そこへ唐突に、


    「意・味・が・わ・か・ら・ん・の・じゃ！」


    　アーニャが歯ぎしりしながらふたりのあいだに割って入る。


    「存在の代理物とかなんとか……。さっぱりなのじゃ。もっと簡単にならんのか！」


    「あ、アーニャおばあちゃん。いたの？　忘れてた」


    「なんじゃと！」


    「冗談だよ。説明だね……。存在の代理物ってのは、言葉の世界を考えてみればいい。人間は自分の存在を名前や性別や年齢や職業で、無数の言葉でとらえることができるけど、それはほんとうの自分ではないよね。必ず、ズレがある。人間は多様な言葉を操って自分を説明はできるけど、そのせいで、決して現実の自分にふれることも、知ることもできなくなっている。だって人間は言葉をつかわずになにかを考えるなんてこと、できないからね」


    　アーニャは腕を組んで考えたが、やはりさっぱりわからないままだった。


    「アーニャおばあちゃんは、ある地方では存在しないっていったらどうする？」


    「わしがおらぬ？」


    「そう、ある地方の言語では『狼おおかみ』って単語が存在しないって聞いたことがある。その場合、『狼』は全部『犬』のなかに含まれてしまうんだそうだよ。現実は不変なはずなのに、その地方では灰色オオカミなんてものは存在しないわけ。逆に『犬』『山犬』『狼』のみっつの単語に分けてる地方もあるらしい……。つまり『狼』なんてものは、現実にいるわけではなくて、あくまでも人間の想像の産物。対応する存在なんて、人間のあたまのなか以外にはない。でも、それが現実的に、人類固有の力、その源泉となってリアルに世界を動かしてもいる」


    「は……あ？」


    　直なお純ずみは真ま面じ目めに話しているが、アーニャはますます混乱したようだった。苦虫をかみつぶしたような顔になっている。


    「ヨルガヲはそういう、本来は操作不可能な世界を奪って、ある程度操作できるのかもしれないってことだよ。だとしたら……、人間は個としても全体としてもヨルガヲと対決することはできない。無意識のレベルで完全に制御されてしまうから……、知ることすらできない。これはある種の全能だ……。逆に、まだ世界が未分化な状態にいる子どもたちは、ヨルガヲの制御からある程度外れていて、だから戦えたってわけか……。事実かどうかはともかくとして、仮説としては、すごく面おも白しろい……。結局、正体はよくわからないけど……」


    「あ……、あたまが痛いのじゃ」


    　アーニャはあたまを抱えながらふらふらと退散した。


    　背後の直純と砂さ夜やは依然として話しこんでいる。アーニャがふりかえって、それを寂しそうにながめてから、もう一度前を向くと、ドロイド王子がいた。アーニャとおなじく不ふ機き嫌げんな様子だったが、たまたまおたがいの目線が重なってしまう。


    「んだよっ」


    「なんじゃ！」


    　放っておかれた両者のあいだに、対決の雰ふん囲い気きがただよっていた。


    　ドロイド王子とアーニャ。


    　ともにジェルミナスィオンと関係を持った子ども。しかし一方は逃げ、一方はとどまった。それはいまとなっては、両者の身体からだに決定的な差異を宿している。


    「わるかったな……」


    　意外なドロイド王子の言葉に、アーニャが毒気を抜かれる。


    「なんのはなしじゃ？」


    「なんでもねー」


    「……べつに、わるいことなどなにもないのじゃ。ただわしらはたがいの立場で戦っただけじゃ。おぬしにわるいことなど、ひとつもない」


    「……そうか。だが任務なんだろ？　オレをつかまえるのは……」


    「それは……そうじゃ……。どのみちおぬしは、わしとナオが捕らえるのじゃ。覚悟しておれ」


    「ああ、勝手にしろ……」


    　ふたりはそれきり、しゃべらなかった。ただ、白熱している砂さ夜やと直なお純ずみのほうを見ながらついたため息が偶然重なった。


    　そして世界を揺るがすような轟ごう音おんも。


    「うえぁっ？」


    　直純がよろめき、空間が軋きしむ。


    　たまご型の壁を、巨大な一本のキバが突き破り、部屋の中央にいた茜アカネ丸マルの羽を引き裂いた。舞い散る火の粉。アーニャの絶叫。


    「ヤ……、ヤバイ……。話しこみすぎた。肝心の脱出のアイデアがなにも出てないぞ」


    　直純の前で巨大なキバはずるずると上へ戻っていく。そして残った天てん井じようの大穴は泥で埋められたかと思うと、無数の眼球ができあがった。部屋内をゆっくりと見回し、ドロイド王子を無感情に見つめつづけている。


    「大王……、ほんとうにもう、オレは、ダメなのか？　おまえの……」


    　ドロイド王子がゆっくりとその眼球の群体に、魅み入いられたように近づいていく。しかし茜丸の羽ばたきで生じた熱風により泥の表面が乾き、眼球はガラスのように微細に砕け散った。ドロイド王子は放心したままその砂を浴びる。


    「ドロイド王子、さがって！」


    　乾燥したヒビ割れ。そこから浸食するようにひろがるドス黒い染しみ。


    　全員が茜丸のいる中央付近に集まるものの、この閉へい鎖さ空間ではそれ以上の手だてはなかった。


    「ナ……ナオ、もうダメなのじゃ。ここは……」


    「アーニャ！」


    　吸盤を持つ巨大な触腕が横壁を破は壊かいし、茜丸とアーニャを射い貫ぬこうとする。とっさにかばった直純がはね飛ばされ、壁に頭を打ちつけると、ちいさなうめき声をあげ、崩れ落ちた。


    「ナオ！」


    　アーニャが駆けよると同時に、割れた天井が落下し、砂夜とドロイド王子が両手で受けとめた。高まる圧力にふたりは動きを封じられる。直純の倒れている地面が大きく割れると、アーニャが悲壮な表情で、直純を引っぱりあげた。落ちれば今度こそ咀そ嚼しやくされるという確信があった。離はなせばそれが、今こん生じようの別れになる。


    　無防備なアーニャを狙ねらって、無数の細い触手が躍おどる。両手を塞ふさがれた砂夜が、あいている片足で蹴けって迎げい撃げきするも、数が多すぎてどうにもならない。


    　至近距きよ離りでくりひろげられる不自由な乱戦を無視して、アーニャは引きずりあげた直純の顔をじっと見ていた。


    「ナオ……、しっかりせよ」


    　失われた茜アカネ丸マルの力を取り戻す方法。


    　だれにも話していないが、アーニャは本能的にそれを知っていた。しかしそれをするのは、大きな勇気がいる。いかに危機が迫っている状況でも、自らの生命がかかっていても、おいそれと使える手ではなかった。


    　そっと直なお純ずみの顔にふれ、いとおしそうに汚れをふきとっていく。


    　そして茜丸を見た。幼い雛ひな鳥どりを。


    　茜丸はアーニャと強くリンクしたメタモルフィスム。幼少時のアーニャが出会った、春のそよ風のような少年への想おもい。その結晶が、たまごとして封印されたもの。そこから産まれたアーニャの力と可能性。まっしろに燃えつきた風ふう貌ぼうをしている灰色オオカミが抱いている、秘密の、永遠に消えない恋の火。


    　アーニャは目をとじ、首をかたむけ、直純のくちびるに、そっと自らのくちびるを重ねた。


    　世界は音を忘れる。


    　砂夜とドロイド王子は周囲の壁を押さえ、体に絡からみつく触手との格かく闘とうをしていたが、思わずアーニャと直純のふたりを凝視してしまう。砂さ夜やもドロイド王子も、口をあんぐりしたまま、口づけするふたりに釘付けで、防御が隙すきだらけになっていた。そこへ無情な触手とキバが襲おそいかかった。


    　瞬しゆん間かん、空気が震ふるえ渦を巻く。


    　押しつぶされたはずのたまご型の空間は、爆発して燃えあがった。


    　赤と金の織りなす、うつくしい模様のつばさが泥を、触手を切り裂く。か弱い雛だった不死鳥は、かつてないほどの莫ばく大だいな力を放出しながら蘇よみがえり、咆ほう哮こうした。


    



    　◇


    



    　泥の王国の空気は淀よどみ、ずっしりと思い。


    　ドロンコ大王はあたりの泥を吸収することで、失った体積と体重は回復しつつあったが、以前のどこか愛あい嬌きようのある表情は完全に失われていた。そこにあるのは、尽きることのない食欲の塊。まるで巨大な腐肉に食らいつく深海生物の群れだった。かみ砕き、すり潰つぶし、最後にゆっくりと溶かし、体内の異物のすべてはいずれ泥へと還かえる。抵抗など無意味なはず。


    　なのに異変が起きた。


    　抵抗などという次元ではない、凄すさまじい反はん撃げき。ドロンコ大王が内部のそれを察知するのと同時に、腹は爆発して消滅し、背中からは無数の火柱が立ちのぼった。火柱は巨大な二枚の翼つばさに変化する。


    「ギュゴオオオオオォォォォォオオオオオオオォォォォォオオオオオオオオオォォォ……」


    　二枚の翼はドロンコ大王の悲鳴を巻きこんで回転し、しだいに収束していく。そしてついには一筋の光となって消失した。押しあげられ、空中をただよう岩盤とともに四人の影。茜アカネ丸マルが矢のように飛ひ翔しようし、その四人をさらっていく。


    「すっ……ごい！　アーニャさん……、こんな……」


    　茜丸の背中で砂さ夜やが顔をきらめかせた。アーニャは顔を赤くし、硬直している。ドロイド王子もあ然としながら、風をあびている。


    　火の粉が舞い散り、まるでキャンドルのように、雪のように輝かがやいていた。


    　砂夜は手をひろげ、それを浴びる。


    「夏なのにクリスマスみたい……」


    　うっとりとつぶやき、茜丸の上で、踊おどるように上半身を廻まわした。


    「んー……、あれ、どうなって……」


    　アーニャのとなりで寝ていた直なお純ずみが、半身を起こしている。片目をこすりながら、アーニャの顔を確認しようとしていた。まっ赤だったアーニャの顔が、さらに赤くなっていったと思ったら、限界を超えたのか、反転するように今度は青くなっていく。


    「ね……、ねておれー！　ナオはもう一生起きんでもよいのじゃ！」


    「なぜっ!?　あ、あぶないよ、アーニャおばあちゃん。落ちるって！」


    　暴れるアーニャを乗せたまま茜丸が着地した。ミルククラウンのように火の粉が散り、ちいさな竜巻となって消える。その中心で茜丸は雛ひな鳥どりの姿へと戻った。


    　はるか遠方では、腹から背までを無む惨ざんに破は壊かいされたドロンコ大王がうめき声をあげている。


    「うっわあ……。あれ、茜丸がやったの？　すごいな。どうやって……、ん？」


    　直純が燃えるドロンコ大王をながめながら感想をこぼしているというのに、砂夜は瞳ひとみをきらめかせて、両手を祈るように組んで、直純だけをじっと見ている。


    「直純さん……、ステキでした。ボク……なんだか……」


    「はあ……。なんかしたっけ？」


    　あまりにも熱い眼まな差ざし、身に憶おぼえのない羨せん望ぼうだったため、直純はちょっと退ひいた。


    「どうやって抜け出したのかわからないけど、アーニャおばあちゃん、すごい疲れようじゃないか……。大だい丈じよう夫ぶ？」


    「う……うるさいのじゃ。ナオのような子どもが、このアーニャおばあちゃんの心配をするなど、よ……、四十年は早いのじゃぞ……」


    　目を廻まわしながらそう言うのだが、それであえなく力つき、その場に崩れ落ちてしまう。


    「アーニャ！」


    　直なお純ずみが支えたが、アーニャはうっすら汗をかき、気を失っていた。


    「やっぱり限界……。ドロイド王子、わるいけど、ぼくらはここで別れさせてもらうよ」


    　直純は真剣な表情でドロイド王子に向き直り、決別の言葉を述べる。


    　こうしているあいだにもドロンコ大王は回復していく。その目的がドロイド王子ならば、そばにいるのは危険。直純はドロイド王子を見捨てると、冷れい徹てつに言い放ったのだった。


    「……心情的には、なんとかしてあげたいとも思う。けど、ぼくにとっては、やっぱりアーニャがいちばん大事だから、君を助けることはできない」


    　ドロイド王子は無反応だった。自分に語りかけているということすら、意識していないようだった。


    　直純は砂さ夜やへと目をくばる。


    「君はどうする？」


    「直純さんたちは、行ってください。アーニャさんを、護まもってあげて。ドロンコ大王は、ボクとドロイド王子でなんとかします」


    「って、逃げないの？」


    「はい。ボクたちでなんとかしないと、ドロンコ大王は砂場で遊ぶ子どもたちを食べつづける、ほんとうの怪物になってしまうかもしれない……」
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    「そうか、わかった……。じゃ、地上でまた会おう」


    　直なお純ずみはアーニャを背負うと、上方へと向かう洞穴を選び、砂さ夜やとドロイド王子を丁てい寧ねいに一いち瞥べつしてから去っていった。残されたふたりに、しばらくの沈ちん黙もくが訪れた。


    「おまえも行け……」


    「行かない」


    　相変わらずの強ごう情じようさに、ドロイド王子はため息をつくしかない。


    　蠢うごめくドロンコ大王は、懸けん命めいにドロイド王子を見つめている。そして見つめられるドロイド王子の瞳ひとみは、もはやそれを受けいれているようだった。


    「オレはやっぱり、あの泥から、ドロンコ大王から産まれたんだ。だからあいつのなかに還かえるべきなんだ。そしたら全部終わる。全部なかったことになるはずだ。オレに意味なんてない。オレのことを憶おぼえているやつも、いずれいなくなるだろ……。それでいい。それがいいんだ」


    「よくないよ」


    「なんでだ！　理由をいえ……。そこまでしてオレに関かかわる理由を」


    　ドロイド王子自身、その問いに答えがあるとは思えなかった。ついさっき会ったばかりな関係。母と子でもないただの他人だった。それは自明なことなのに、険しい形相で、砂夜にあるはずのない答えを求めて迫っていた。数秒が、あるいは数分がたち、ドロイド王子はわれに返り、後悔とともに身を離す。


    「すまん……」


    「地上で話したよね？　ボク、将来は絵描きさんになるんだって」


    「え、ああ……、聞いた。……それがなんだ」


    「ボクはね、好きなものを見つけたら、なんでもまずは絵に描くって決めてるんだ」


    「好きなもの？」


    「うん、焼きたてでふくらんだパンとか、紅葉でできた絨じゆう毯たんとか、雨上がりのかたつむりとか……いままでいっぱい描いたんだ」


    　ドロイド王子はそれらを想像しようとしたが、うまくはいかなかった。


    「それでね、うーん……。目……鼻……口……あご……髪……」


    　砂夜はドロイド王子の顔をそっと撫なでるように、でも決して触れずに、もどかしげに手を、そして指をうごかす。


    　ドロイド王子は意味がわからず、眉まゆをひそめた。


    「こんど、ドロイド王子のこと、絵に描いていい？」


    「な……んだって……。オレ？」


    「うん、キミのこと」


    　驚おどろいたドロイド王子が後ずさりしていく。


    「お、おまえさっき……、描くのは、好きなものだって……」


    「好きだよ」


    　砂さ夜やは臆おく面めんもなくそう言うのだが、ドロイド王子は即座に赤面してしまった。


    「ボク、じつはね……。地上の砂場で、いっしょにトンネルをつくってたとき、ずっと観察してたんだ。ドロイド王子のこと……。すごく、いいね。描きたいの、がまんしてた」


    「て……、てめっ、なにいって……、勝手に観察とか……」


    「すごい真剣だったよね。感心しちゃったな」


    　たしかに地上でのドロイド王子は山をつくるのに夢中で、無防備すぎた。砂夜にそんなふうに見られていたなんて、思いもよらなかったのだ。不覚をとったように歯をくいしばる。


    「くそ……、卑ひ怯きようだぞ……」


    「だからこんどは、ボクが絵を描くところも見せてあげるね。ドロイド王子はモデルをおねがい。ボクのこと、じっと見ててもいいよ」


    「なんだ、そりゃ……」


    「あー、モデルを甘く見てない？　これが、けっこうたいへんなんだよ。写真だと簡単なんだけどね。ボクはだんぜん、絵のほうが好きだし。いまから腕が鳴るなー」


    「決定済みかよ……」


    　ドロイド王子がぼやく。そのとき、砂夜がそっとドロイド王子の瞳ひとみを覗のぞきこんだ。顔が近くなって、ドロイド王子は唾つばを吞のみこむ。


    「ドロイド王子の瞳……、最初はおにいちゃんに似てるって思ったんだけど、やっぱりちがうんだね……。うん、みんなちがう。みんなちがうのに、なんでボクはドロイド王子のこと描きたいって思ったんだろ。その理由は、ボクにもわかんないや……。ボクも理由がしりたい」


    　砂夜は腕を組んで首をひねった。それからくすりと笑う。


    「不思議だね。自分のことなのに、わかんないなんて……」


    「こっちのセリフだ。マジで意味わかんねーんだよ。おまえは、最初から、ずっと……」


    　ドロイド王子は拍子抜けしてしまった。ひとりでなにを狼ろう狽ばいしていたのかよくわからない。だけどいつのまにか、さっきまであった不安は消えていた。


    　意味よりも切実なものをもらった気がしていた。
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    「おねーちゃん……」


    　真ま深みの背に向かって、きょう何度目かの、祐ゆうの不安げな呼びかけ。


    「……」


    　けれど真深は応こたえず、　ひとりで砂場の周りをうろうろしている。いっしょに来たファミーユの子どもたちにいたっては完全に目的を忘れ、すべり台やブランコで遊んでいるだけだった。最初はみんなで砂場の周りを囲んでいたのだが、集中力がもたなかった。綾あや花かと祐だけが真深のうしろをいっしょにうろうろしている。


    　突然真深の動きがとまり、祐と綾花もぶつかるようにしてとまる。


    「おねー……」


    　祐の全身が総毛立つ。砂場の穴が崩れ落ち、おおきくなったのに気がついたのだ。そして地の底からなにかが這はい上がってくる気配にも。


    　綾花の顔がまっ青になる。


    　目の前でドロンコ大王に友とも絵えをさらわれた。その記き憶おくが蘇よみがえっているのが祐には理解できた。祐が綾花の手を引いて下がり、大声でみんなを呼ぶ。


    　公園の子どもたちの動きがとまった。


    　すべり台の子も鉄棒の子も、いっせいに砂場を凝ぎよう視しするものの、不ふ穏おんすぎる穴の気配に、動きが鈍い。綾花の恐怖が伝でん播ぱしているようだった。


    　真深が無理に笑顔をつくった。


    「さ、砂さ夜やちゃんが帰ってくるのかも……」


    「でも、たくさんいるみたいだよ……」


    　真深が希望的観測を、祐が現実的な見解を述べた。


    　そのあいだも砂場の崩落は終わっていない。


    　砂場の枠いっぱいを目指してひろがっていくようだった。それどころか、崩落が砂場で終わるとは限らない。砂場に施ほどこされていた封印が解け、太古の怪物たちが蘇り、光の世界のすべてを吞のみこもうとしているのかもしれなかった。


    　純白の衣装をまとったファミーユの子どもたちは、覚悟を決め、だがおそるおそる砂場を取り囲んだ。切りとられた夜の世界。そこに浮かびあがる無数の目を見た。穴から出ようとしている無数の泥の手を。


    　その手の一対は砂場の縁を叩たたきつけるようにしてつかむ。そばの子どもたちがびっくりして転ぶ。そしてそんな子どもたちに構わず、今度は穴から黒いあたまが飛び出した。


    「うわー！」


    「あれー、みんなどうしたん？」


    　その黒いあたまは底抜けに吞のん気きな雰ふん囲い気きできょろきょろしていた。きょとんとしている子どもたちを一通り見回し、にこりと笑う。


    　その笑顔は壮絶に泥だらけだけど、ファミーユのみんなが知っているものだった。


    「ともえちゃん？」


    「おおきに。ひさしぶりやなー」


    「友とも絵え！」


    　綾あや花かが駆けよって手を伸ばすと、友絵は泥だらけの手でつかんだ。体重を支えられずに綾花ごとまた穴に落ちそうになったが、祐ゆうがとっさに支え、砂場の外に引き上げられた。


    　綾花と友絵のふたりは転がるようにして抱き合う。綾花の白い服に泥色がつくが、もちろんそんなこと、おたがい少しも気にしない。


    「ごめんなー、綾花。心配した？」


    「うん、心配したよ」


    　友絵は綾花のあたまを撫なでて、くすくす笑う。


    　砂場の穴からは友絵につづいて、ぞくぞくと泥だらけの子どもたちがあふれ出る。泥の子どもたちとファミーユの子どもたちで公園が満たされていく。友絵以外は両者面識がない子ばかりだったが、すぐにうち解け、いっしょに公園で遊ぶ算段を考えるようになっていった。そのなかには郁いく実みも混じっている。聡さとるは頰ほおを赤らめながら美み里さとに連絡先を聞いていた。


    　そんな喧けん噪そうに混じり、真ま深みは砂さ夜やのことを聞くため、ひとり焦しよう燥そう感かんにかられながら、駆けまわっていた。しかしだれに聞いても、砂夜の行方だけが知れないということだったため、顔を曇らせ、肩を落とす。


    　子どもたちは戻ったというのに、砂夜だけが戻らない。子どもたちを助けて、自分は消えてしまった。それはありえる結末のひとつ。


    　真深から見て、砂夜は弱々しい少女ではないのだけど、ときどき、ふっと目の前から消えてしまうような儚はかなさを感じてしまうことがあった。埋められないさびしさを抱えている不思議な友だち。自分とはちがう世界の住人かもしれないのに、一生の友人なのかもしれない。


    　真深は歯をくいしばり、砂場へと戻る。


    　恐怖に蝕むしばまれ、ずっとこの砂場の縁に留とどまっていたが、ようやく決心がついた。


    「待ってて、砂夜ちゃん。いま行くから！」


    　目をつむり、自らの身を投げ入れるようにして、運命に任せるようにして、その暗い穴へと飛びこんだ。


    「あっ……」


    　その身投げは闇やみに完全に消える前に、闇から伸びた両手でそっと受けとめられる。


    「飛びこむときは、ちゃんと目を開けておきな、真深ちゃん」


    　真深は一いつ瞬しゆん、その声と抱ほう擁ようの主を砂夜だと思って、驚おどろくよりも安あん堵どして抱きしめ返した。


    「うん」


    「よっと……」


    　うなずく真ま深みをお姫さまだっこしたままジャンプし、砂場の縁に起立した長身の女性。真深はもはやその女性が砂さ夜やでないことに気がついていたが、おとなしく抱かれたまま、その鋭くてもやさしい瞳ひとみをながめてしまっていた。


    　砂夜の母親、藍あい野の雪ゆきの瞳を。


    「藍野さん……わ、わたし……」


    「ありがとうね」


    「え？」


    「砂夜のこと助けようとして、飛びこんでくれたんでしょ」


    　雪はほほえみ、真深はゆっくりと降ろされた。真深は砂夜と雪の後をついてこない、砂場に来ないという約束を破ってしまったはずだったが、咎とがめられる様子はない。


    「ごめんなさい……。でも、わたし！」


    「わかってる、わかってる」


    　真深は興こう奮ふん気味だったので、雪は肩を押さえて無理にひと息つかせる。そして少し迷う素振りを見せながらも、真深に対して語りかけた。


    「砂夜はちょっと、こみいった事情があって、同世代の友だちをつくる機会がなかなかなくて……つくる方法もよく知らないのよ。あたしの似なくていい部分が似ちゃったのかもしれないけど……」


    　雪はそう言って少し似合わない、頼たよりない笑みをした。砂夜が自分に似てしまったという部分に、戸惑いと、ほんの少しのうれしさも感じ、それに照れているようだった。


    「あの子にとって、真深ちゃんみたいな友だちは、本当にはじめてかもしれないわ。真深ちゃんのことは、真深ちゃんが思ってる以上に、あの子のなかで大きな、大切な位置をしめてる」


    　真深はこみあげてくる熱いものを必死にこらえていた。


    「最近のあの子が、かわいくなってきたのも真深ちゃんの影えい響きようかもね。だから、ほんとにありがとうね、美人さん」


    　雪はそう言って笑い、ウィンクする。真深の顔もおもわずほころぶ。


    「砂夜ちゃん……」


    　真深は自分のなかでも砂夜と雪が大きく大切な位置をしめていることを、かけがえのない友と姉となっていることを再確認した。


    「砂夜ちゃんは無事なんですか？」


    「だいじょうぶ。あの子には──」


    「一いち郎ろう？」


    　木こ霊だまするような叫び声で、雪と真深の会話は中断された。ふたりの視線がその声の主に向けられる。褐色の肌をした女性。そしてその女性の視線の先にあるのは、雪ゆきと真ま深みのすぐ背後にいる、ひとりの子ども。


    　砂場の穴を最後に登り終えて息切れしている男の子だった。


    　男の子は面おもてをあげ、自分の名を呼んだ女性を見た。


    　女性と男の子はただまっすぐに、無心に見つめあう。周りの喧けん噪そうが自然とやんでいく。


    　その女性は一いち郎ろうの記き憶おくにある姿よりも少しばかり[image: ]やせてしまっていた。しかもいまにも泣き崩れてしまいそうな顔をしている。一郎が生まれてはじめて見る、母親の痛切な姿だった。


    　ずっと泥遊びをしていて家に帰らなかったことが知られたら、たっぷりと怒られるかもしれない。そんな一郎の不安は一いつ瞬しゆんで吹き飛んでしまった。


    「ママー！」


    　涙と嗚お咽えつでしわくちゃになった母親に一郎は飛びこんで、そのまま抱きしめられた。


    　母親は何度も息子の名前を呼び、息子はそれに応こたえて、何度も顔を胸にうずめて安らぎの笑顔をこぼす。


    　ひと月分の抱ほう擁ようと祝福は、まわりで見守る子どもたちの胸へも問答無用で押し寄せた。感極まって泣き出してしまう子までいて、もう遊びどころではなくなっていた。


    　真深もほんのいっとき、目を細め、ほほえんでいた。


    　しかしすぐさま気を持ち直し、背後の砂場を覗のぞきこむ。


    　しあわせな気分はかき消え、胸がざわめいていく。いくら抑えてもとまらない。


    　その穴からは、以前にも増して不ふ穏おんな空気が漏もれていた。
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    「ん……」


    「アーニャおばあちゃん、目、さめた？」


    　直なお純ずみはアーニャを背負って暗い洞穴を進んでいる。


    「あやつらはどうしておる？　あの、ふたりは……？」


    「ドロンコ大王をどうにかするってさ。作戦はなさそうだけど」


    「おいてゆくのか？」


    「うん、しかたないよ」


    「ナオは、ひどいのじゃ。あやつらを、囮おとりにして逃げようとしているのじゃろう」


    「でも、戻らないよ。すくなくとも勝機がなきゃ……。いまのぼくらが行っても、足手まといだし……。ぼくたちの役目はもう終わったんだ。いや、もともと場違いだったのかもしれない。心配しなくても、あのふたりならなんとかやってくれるさ。あとは主役たちに任せて、脇わき役やくは舞台を降りよう……」


    　アーニャは直純の背に頰ほおをつけ、揺れながら聞いている。納得しているのかどうか直純にはわからない。あまり動かないので眠っているように感じていた。だから小声でささやく。


    「あとは隠れて体力の回復を待って、茜アカネ丸マルの力で地上へ帰るだけだ……。忘れよう」


    「ナオ、聞こえるか？」


    「え、なにが？」


    　アーニャが分かれ道にさしかかったところで、右側の洞穴へと指をさした。


    「むこうへ……」


    　アーニャの弱々しい声。直純は立ちどまり、首をかしげた。


    「なにがあるのかな？」


    　あえて深く追求はせず、指示された洞穴へと進む。


    　アーニャはなにかの物音を聞いているだったが、直純にはわからなかった。導かれるようにして、直純は道を進んだ。


    「ナオよ……、あやつらはな、このアーニャおばあちゃんとはちがう、ほんとうの子どもなのじゃ」


    「そうだけど、もともとぼくらとは関係ない子たちだ……」


    「そうじゃ。じゃが、苦しんでおる。それはきっと、わしが経験することのなかった苦しみなのじゃ……。わしは、それがいとおしい……」


    「アーニャ……」


    　直純は思い出した。囚とらわれていたアーニャを助けようとしてやっきになっていたこと。そして結局は、なにもできなかったこと。直純とアーニャが、おたがいに少年と少女だったころのことを。


    「あやつらには、きっと助けがいるのじゃ」


    「まいったなぁ……あ？」


    　直なお純ずみが前方になにかを見つける。首をアーニャのほうに向けると、アーニャはこくりとうなずく。それで、それが導き主だとわかった。


    「いったい、なんだこれ……。ただのゴミにしか見えないけど」


    「降ろすのじゃ」


    　アーニャが直純の背からすべり落ちる。それに話しこむように顔を近づける。実際、なにかを話しているようだったが、直純にはまったく聞きとれなかった。


    　話は終わったのか、アーニャがそれを抱えてふりかえる。


    　やはり直純には、ただの壊こわれた、それも酷ひどく不格好な玩具おもちやにしか見えない。


    「それって……水鉄砲？」


    



    　◇


    



    　迷宮をあがったりさがったり、曲がったり戻ったり。ドロイド王子と砂さ夜やは不安定な足場で全力疾しつ走そうをつづけていた。呼吸は乱れて脇わき腹ばらが痛む。しかし休むことは許されない。


    「くそっ！　またか……」


    　泥の壁という壁から眼球が出現し、高速で駆けるふたりを不気味に見送る。


    「やっぱり、ひろいところへ行かなきゃ。ドロイド王子が案内して！」


    「じゃあ、玉ぎよく座ざか……。笑えるぜ。またあそこに戻るなんてな。ここから近いが、そこへたどりついたとして、どうする？　アレを倒す方法なんてないぞ」


    　わかりきったことを聞いてしまったと、ドロイド王子は後悔した。はじめから勝ち目などあるわけがない戦い。それでもいっしょにいてくれているのだ。


    　しかし砂夜の瞳ひとみは正面を強く向いている。


    「希望はあるんだ。どこにだって、このドロンコ王国にだって」


    「希望？」


    　洞穴の出口、光が近づいてくる。


    　砂夜の長い髪がなびき、ドロイド王子のマントがひらめき、ふたりは跳ちよう躍やくするように玉座の間に飛びこんだ。


    　崩ほう壊かいした大聖堂のような荘そう厳ごんな空間。潰つぶれた天てん井じようからもれる多くの光とひろがる視野は、ふたりにつかの間の開放感を味わわせる。


    　また、王国の中心地である玉座の間には多くの洞穴がつながってもいる。それはせまくて暗い、だけどたしかな逃げ道でもあったが、そのどれにも、ふたりは入って行こうとしなかった。洞穴から追つい撃げきしてくるドロンコ大王を徒と手しゆ空くう拳けんでもって迎え撃うつ姿勢をとるが、呼吸がひどく乱れている。現実問題として、ふたりの体力はもう尽きていた。


    　洞穴の奥に潜ひそむドロンコ大王。まだその姿は見えないが、ふたりが静止したことに気がついたのか、ゆっくりとやってきている。それが蠕ぜん動どうするような不気味な音でわかった。


    「来るぞ……」


    　洞穴の闇やみから触手と甲虫のような足が伸び、出口の壁をつかむ。闇が壁を浸食し、無数の眼球が浮かびあがる。引きずり出されるようにして洞穴から出現した巨大な芋いも虫むしのような体たい軀く。それが反りあがるようにして持ちあがった。


    「オオオオォォォオオオォォ……」


    　圧倒的なスケール感を持つその怪物の頭部が鋭いキバを並べて三つに割れ、泥のよだれが大量に飛び散る。


    　異形の影、光を求める怨えん嗟さの塊かたまりが咆ほう哮こうする。


    　求める光はドロイド王子だった。


    　それを吞のみこむことだけが救いであるかのように、すべての眼球が乾いた黒目でドロイド王子を見つめている。しかしただひとつ、ドロンコ大王のただひとつの名な残ごりである単眼は、赤くそまり、慟どう哭こくしているようだった。


    「ドロンコ大王……苦しいのか？」


    　無心でその怪物へと伸ばされたドロイド王子の手に、そっと砂さ夜やの手がそえられた。それで我にかえることができた。感謝の言葉が出そうになるが、それを涙とともに吞みこむ。


    「やるか……。どこまでできるか、わからないけどな」


    　砂夜がうなずき、ドロイド王子はもう一度覚悟を決めた。


    「おーい！」


    「あ？」


    「うん、いま……」


    　遠くからたしかに、人の声がした。ドロイド王子があたりを見回す。そして砂夜が見つけて、声をあげて指をさした。


    「あれ！」


    　ちょうどドロンコ大王の頭上にある洞穴から直なお純ずみが手をふっていた。


    「直純さん……？」


    「なにか持ってるぞ」


    　ドロイド王子が指摘し、砂夜もそれに気づく。とたんに大輪の笑顔を咲かせ、感極まって泣きそうになる。


    　しかし遠方で手を振る直純は激しく息切れし、いまにも吐はきそうな様子だった。


    「よかった……、ここにいて……。う、おえっ……。こんなに走ったの生まれてはじめてだ……。明日は筋肉痛で死ぬな……。って、うわあー！」


    　ドロンコ大王の触手の一本が直なお純ずみのほうへ伸びてきている。その先せん端たんには円形の口と環状にならんだ無数のキバがあり、直純に襲おそいかかってきた。


    「なんなんだあいつ？　逃げたんじゃなかったのか？　バカか？」


    　勝手に出現し、勝手にピンチに陥おちいった直純をながめながら、ドロイド王子が毒づく。


    「ううん、希望。直純さんが、連れてきてくれたんだ！」


    　砂さ夜やが走る。そして直純は触手を必死にかわして、手に持っていた物を、最後の力を振りしぼって、砂夜とドロイド王子のもとへ投げつけた。


    「受けとれー！」


    　それこそはカエル型水鉄砲と聖なる海の怪かい獣じゆうとのあいだに産まれた第二世代の怪獣──ケロサーピーさんじゅうはち。砂夜が両手と胸で確実にキャッチした。


    「ケロピー！」


    「遅くなったである、サヤ……」


    　ふたたび砂夜の手に戻った怪銃は、ところどころ壊こわれていた。力をこめれば、いまにも砕け散ってしまいそうだった。


    　それを砂夜はそっと抱きしめる。


    「サヤ、抱ほう擁ようはいらんのである。このサー・ケロピー、務めを遂すい行こうするために舞い戻ったである！」


    「サー、イエッサー！」


    　砂夜が勢いよく敬礼をした。


    　目には涙がいっぱいたまっていて、激しい動作とともにこぼれてしまう。ドロイド王子は醒さめた目でそれを見ていた。


    「それで、どうする気だ？　それがおまえの言ってた希望か？」


    「うん！」


    　砂夜とカエルの怪銃がドロイド王子に向けて胸をはる。


    　精せい悍かんな瞳ひとみの怪かい銃じゆう。体に似合わない大きな力を秘めているのはわかっているが、それでもやはり、目前に迫るドロンコ大王と較くらべれば、圧力の差が歴然だった。


    「ボロボロじゃねーか。そんなんで戦ったら死ぬぞ。おまえら、それでいいのか？」


    　脅おどすように言ったが、怪銃の瞳はまったくひるまない。砂夜は指さきで、そっと怪銃の頰ほおを、壊れた部位を撫なでた。


    「それでも、ケロピーはボクらを助けてくれるよ。ボクたちが子どもでいるあいだだけだけど……。みんな大きくなったら、ケロピーのこと、忘れてしまうけど……」


    「忘れる……のか？　おまえはいいのか、忘れられても？」


    「愚問であるな！　われらは役目を果たすのみ。われら、そのために生まれた騎き士しである！　このサー・ケロピーが、いのちを賭かけて、怪かい獣じゆう画が伯はくの誇りに賭けて、おまえたちを地上へ送り届ける！」


    　砕けた体で悠然ときられた啖たん呵か。ドロイド王子は目を見はるが、すぐに瞳をとじる。


    「くだらねー……って、いいたいところだけどな」


    　ドロイド王子は目を見ひらき、怪かい銃じゆうをにぎる砂さ夜やの手に、自分の手をそえた。


    「おまえの、おまえたちの力をかしてくれ……。オレは、生きたい」


    　すぐそこに巨大な山のような泥の怪物が口という口をひらき、キバというキバを剝むいている。にもかかわらず、穏おだやかな表情の砂夜とドロイド王子は、ただ見つめ合っていた。


    　振りおろされ、迫る捕食者たちの塊かたまり。


    　その刹せつ那な、ふたりは急激に闘とう志しを燃やし、にぎった怪銃を持ちあげた。


    　怪銃はかつてないほど、頰ほおを大きく膨ふくらませている。


    「いっけ────────────────！」


    　砂夜とドロイド王子が叫び、同時に引き金を引いた。


    　怪銃から解き放たれた力は、まるで暴れる龍りゆうのような大おお瀑ばく布ふとなって、ドロンコ大王に直ちよく撃げきする。ドロンコ大王の体が吹き飛び、ドロンコ王国が揺らぐほどの衝しよう撃げきが奔はしる。


    「はあ──────────────────────！」


    　怪銃にも反動が生じ、ふたりの手に力がこもる。油断したとたん、怪銃が明後日あさっての方向に飛んでいきそうだった。緊きん張ちよう状態がつづき、肩の骨は軋きしみ、両手がしびれてくる。
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    　しかしドロンコ大王は砕けた体を周辺の泥を吸収することによって再生していく。無限にも等しい分厚い泥の壁に阻はばまれ、水流が核に届かない。


    　怪かい銃じゆうの体にあらたなヒビが生じ、破片がこぼれる。


    「クソッ……。無理なのか？」


    「うん……無理だね」


    　砂さ夜やの弱気な言葉がつづき、ドロイド王子が愕がく然ぜんとした。しかし、


    「──もし、ひとりだったら、きっと無理だった。だけどボクたちはふたりいて、つながっている。それが奇き蹟せき……。ボクも、いまわかったんだ……」


    　怪銃を介してふれあう、ふたりの手に、熱い力がこもる。言葉では伝えられないなにかが流れこんでくる。火傷やけどしそうなほど、熱い力。


    「これが──」


    　身体からだのなかにあった古い蠟ろう燭そくに、希望の灯ひがともっていく。自分のなかに、あらたな回路が組み上がっていく。感じたことのない力が生まれ、迸ほとばしり、あふれ出すようだった。


    　それは過去と現在と未来、いままで存在した、いま存在し、いまから存在する世界。星の練ねり粉こから、無限へと枝分かれした想い。ふたりのつながれた手。


    　爆発するいのちの描画。


    「──奇蹟だって？　ああ、そうかもな……。いまならわかる。おまえのなかにも、オレのなかにも、ずっとつづいてきたいのちの流れを感じる。これが希望の正体。オレたちは、壁を越えられる！　この世界を、どんな世界も、突破できる────────!!」


    　ふたりはさらに怪銃を、高々と掲げた。


    　身体中の細胞が沸ふつ騰とうしそうなほどに、どうしようもなく、たのしかった。


    「ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ」


    　拮きつ抗こうしていた力の衝しよう突とつに異変が起きた。


    　ドロンコ大王が苦く悶もんの声をあげ、退ひいていく。その声は天てん井じようで地面で壁で、夥おびただしいほどの場所で、ドロンコ王国全域で反響している。泥のなかをひしめく無数の怨えん嗟さが、一挙に解かれていくようだった。


    　地盤の揺れに、直なお純ずみもうろたえている。


    「ドロンコ王国がうめいてる？　なんだこれ、やばいぞー！」


    「ナオ……、どうなっておる？」


    「アーニャおばあちゃん」


    　アーニャが後方からよろめきながらやってきて、直純に支えられた。


    「とどけ─────────────────────────!!」


    　砂さ夜やとドロイド王子の最後の一押し、それとともになにか決定的なものが、ドロンコ王国という世界を維持していた柱のようなものが折れる音がする。すべての壁に亀き裂れつが奔はしり、天てん井じようが崩れていく。隙すき間まから大量の水が流れ、噴き出してきた。


    　泥の壁を粉砕して溶かしていく魔ま力りよくめいた水。いまや全方向からドロンコ大王に注がれるそれは、玉ぎよく座ざの間を削り、沈ちん殿でんし、渦巻いていく。砂夜とドロイド王子の膝ひざにまで水位があがっている。嵐あらしのあと暗雲の隙間から射さす光のように、その輝かがやきは天から降り注ぎ、着水とともに白い泡を立てる波となり、打ちよせる。


    　世界がべつの色で塗りつぶされていく。


    　怪かい銃じゆうの口から解き放たれた水流が巨大化し、ついには不可解なかたちをもった。巨大な双そう眸ぼうをぱちくりさせ、その体のなかには、無数の魚が泳いでいた。


    　それは〝海〟。


    　ふたりの想おもいはふたりのにぎる怪銃をとおして外の世界へと届いた。圧倒的な奇き蹟せきの力、聖なる海の怪かい獣じゆうユラユラが召還されたのだった。ドロンコ大王を遥はるかに凌しのぐ〝海〟そのものが、ふたりの子どもを助けるために、はるばるやってきたのだ。


    「ん……、なんだあー！」


    　直なお純ずみはアーニャを抱きかかえて逃げるが、怒ど濤とうのような洪水にさらわれる。なんの躊ちゆう躇ちよも遠えん慮りよもなく空間を満たしていく海水によって視界が沈む。砂夜もドロイド王子もすでに吞のみこまれている。


    　海獣ユラユラは両手をひろげ、ドロンコ大王に対たい峙じし、その全長をなおも増大させていた。ドロンコ大王は目前にひろがる海の巨大さと力の前に、怯おびえているようだった。しかし海獣はその恐怖をも包みこむようにして、全身で抱きついた。


    　最初は穏おだやかだったそれは、しだいに激しく変化する。


    　まるで数億年の時を隔へだて再会した恋人のように、芯しんから蕩とろけるような抱ほう擁ようへと。


    



    　◇


    



    「士し郎ろう、起きなさい。ほら」


    　耳元でささやきかけられながらぼくは体をゆすられた。


    　きもちがいい。まだねむったふりをしようとしたけどくすぐられそうな気配なので目をさました。くすぐられるのはきらいじゃないけどママはやりすぎることがある。目を覚ましたから〝ようちえん〟に行かなければならない。〝ようちえん〟というのは友だちをつくるところだとママはいっていた。だけどつくりかたはよくわからない。ディエゴ・しろうという名前と肌の色がへんだといってうるさいやつがいたのでなぐってやったらママが〝ようちえん〟によばれたことがあった。めんどうなので砂場でともだちをつくれないだろうか？


    「つくれるわけないでしょ。バカなこといってないで着がえなさい。きょうは幼稚園じゃなくて教会にいくのよ。日曜日でしょう？」


    　ママはそういってからゆりかごの前に行く。ママはロザリオをしている。ゆりかごの近くにはマリアさまがおいてあってロザリオはマリアさまへのおいのりにつかう。ママはマリアさまがだいすきなんだ。ぼくもその真ま似ねをするしパパもときどきするけどママはしょっちゅうおいのりをする。


    「ほら、キスしてあげて……」


    　ゆりかごでねているママが生んだおとうとを見る。とてもしろい。ママとはちがう色でパパとおなじ色をしている。さわったらふにゃふにゃしていてきもちがいい。それから夜になると泣いてうるさいおとうと。なまえは、ペドロ・いちろうっていう。


    　ぼくはねているおとうとにキスをした。


    「一いち郎ろうはパパに似てるわよね。でもやっぱり士し郎ろうといっしょで、将来は男前になるわ……。絶対」


    　ママがぼくの髪の毛にさわった。とてもだいじそうに、笑いながら。ぼくは髪の毛や肌の色がママとよく似ている。そっくりだってみんないう。


    「いちろー……」


    「一郎はにばんめの王子さま。いちばんめの王子さまは、あなたよ。士郎」


    「おうじ？」


    「そうよ、アステカの王子さま。これはパパにも秘密のことよ。あなたたちはアステカの王子さまの兄弟！　だからとても強いの。わかるでしょう？　幼稚園のどの子よりも、あなたはずっと[image: ]たくましくて男らしいじゃない……」


    「ほんとに？」


    「ほんとによ。一郎とふたりなら、きっとなんでもできるわね」


    　わくわくしてきた。テレビにでてくる正義の味方よりもアステカの王子のほうがずっとかっこいい。ぼくはゆりかごをぐんぐんゆらした。はやく大きくなる魔法。


    「こら、揺らしすぎないの。そんなことしても大きくならないんだから」


    　とめられてしまった。


    「おにいちゃんなんだから、いじめちゃダメよ？」


    　ぼくはうなずいた。絶対におとうとをいじめない。


    「まもってあげるのよ？」


    　もういっかいうなずいた。


    　それからぼくたちは教会に行った。並木道で空を見ると枝や葉っぱが、太陽のひかりできらきらしてる。葉っぱのかげでセニョーラたちがおしゃべりしていて、年をとった犬が階段でねていた。


    　でもなにが危ないかわからないから、ぼくはママとおとうとをまもるために前を歩いた。ママはおとうとを抱えながら笑ってる。おとうとはまだちいさいから、まもってやる。どんなわるい敵があらわれてもぜんぶやっつけてやる。それからおとうとがおおきくなったらふたりでせかい中のわるものもぜんぶやっつけてママをまもろう。


    　だからはやくおおきくなれよな。いちろう！


    



    　◇


    



    　口のなかも、体のなかもいのちの海で満たされ、まるで胎児のように体を丸めている赤しやく銅どう色いろの少年。ドロイド王子は目を開けた。


    　浮かんでは消えていくイメージ。色彩豊かな記き憶おくの奔ほん流りゆう。それを思い出すのは、なぜだかとても胸が痛くて、かなしいことだった。


    　体は軽いけれど、抵抗があって動きにくい。ドロイド王子がただようそこは、一面が青いグラデーションの世界で、どこまでも見とおすことができた。


    　突然に銀色の目をした怪物がとおり過ぎた。ドロイド王子が目で追うと、怪物の正体はイカだった。体色を茶から白に波打つように変えながら、軟体動物らしい触しよく腕わんを伸ばし弧を描くようにして泳ぐ。


    　イワシの群れが後方からやってきてドロイド王子を竜巻状に巻きこむ。あまりに数が多いので一いつ瞬しゆん視界が真っ黒になるほどだった。それが晴れると、もとどおり、透きとおるような青と光の世界が復帰する。


    　ドロイド王子はいつのまにか仰あお向むけの体勢になっていた。空の溶けこんだ鮮烈な青に圧倒されている。


    　上空にちいさな影を見つけた。小舟かなにかが浮かんでいるのかと思ったが、それはマッコウクジラの親子だった。親クジラがヒレで子クジラの頭を撫なでる。耳を澄すませば、親クジラの口ずさむ歌が聴きこえてくるようだった。


    　ドロイド王子がぼんやりとながめていると、クジラの影を横切るようにエイの群れがきた。やはり距きよ離りがありすぎてスケール感がなく、まるで空を舞うイチョウの葉だった。


    　ドロイド王子は気配を感じ、視線をそばに戻した。そこにいるのは、直純とアーニャと茜丸アカネマル。直純は暴れるアーニャを抱きかかえ、アーニャは暴れる茜丸を抱きかかえていた。


    　砂さ夜やは、そしてドロンコ大王はどうなったのか？


    　ドロイド王子は泳いで横方向をぐるりとみまわす。そして最後に下方を確認したとき、咄とつ嗟さに身構えた。


    　ドロイド王子の直下から浮かび上がってくる巨大な泥の塊かたまり。それこそは現在進行形で体を砕かれつづけているドロンコ大王にほかならなかった。


    　断だん末まつ魔まの鳴き声。それが海を振動させた。ドロイド王子の、アーニャの、直なお純ずみの体をゆらめかせた。しかし海にいる生物はたじろいでいない。まるでその行く末を見守っているようだった。


    　泥から、なにかが産まれようとしてる。


    　なぜだかそう感じた。その場にいる全員が、出産の予感に息を吞のんだ。


    　泥から大量のアンモナイトが飛び出した。かたつむりのようならせん状の殻からを背負い、イカのような体をもつ頭足類。それにつづいて、平べったいダンゴムシとでもいうような三さん葉よう虫ちゆうの群れがあふれ出す。現存するあらゆる甲こう殻かく類るい、昆虫類の始祖とでもいうべき存在だった。


    　ドロイド王子はその強固な外骨格にふれてみようとしたが、さらに奥から出現した生物に驚おどろき、手を退ひいた。


    　そのムカデのような生きものは、五つの目玉とゾウの鼻のようなノズル状の口こう器きをもっていて、先せん端たんにはトゲの塊かたまりがある。人類によってオパビニアと呼称されている奇妙な節足動物だった。


    　つづいて魔ま法ほうの絨じゆう毯たんのように、ぺったんこの体で泳ぐのは、〝歯の生えた謎なぞ〟ことオドントグリフス。中央にあるハートのような穴、そして、二十五の突起は本当に歯なのかどうかすら、人類には判断できていない。


    　名前があるのかどうかもわからない複雑怪奇なデザインの生物群。泥より次々と誕生し、遊泳する太古の生物たち。ドロイド王子はただ呆ぼう然ぜんと、それらをながめていた。しかし、次にあらわれた生物の姿に対しては、無条件に身をこわばらせ、必死に泳いで逃げざるをえなかった。


    　あらゆる生態系の原型がひしめく古生代カンブリア紀における食物連れん鎖さの頂点、アノマロカリス。突き出す巨大な目玉に、強固な尻尾しつぽ。無数のヒレをオールのように漕こいで泳ぐ最強の捕食者プレデター。あたまから生えた太い触手が二本あって、それがまるでツノのようだった。科学者たちはアノマロカリスの化石を発見したとき、その各部を、それぞれ別個の生物だと勘違いしていた。マノクラゲとナマコと多毛類とカメインとエビの化石の集まりだと。しかし復元された巨大で恐ろしい姿は、被食者たるすべての生物を戦せん慄りつさせるものだった。


    　いのちからがらその場から離り脱だつしたドロイド王子は、目の前のちいさな存在に気がついた。


    　キバも殻も持っていない、なんとも弱々しい、だけど脊せき椎ついをもった動物。名前はなく、浮遊することしかできない動物門、最古の生物。だれが信じるだろう？　この貧弱な浮遊生物が先カンブリア紀を生き延びていなかったら、人類は存在していなかったことに。


    　ドロイド王子がその浮遊生物をつついていたころ、アーニャと直純の目の前では、最古のクジラ類バシロサウルスが、そのへびのような細長い体で弧をつくっていた。泥から誕生した異形ないきものたちの群れが、それに従っていく。なにかを護まもっている。


    　中心にあり、残り少ないドロンコ大王の体から産まれようとしているのは、いままさに割れようとしている、首長竜のたまごだった。


    　本来は卵らん胎たい生せい。胎内で孵ふ化かして産まれるはずが、その前に母体を喪うしなってしまった瀕ひん死しのたまご。


    　長い首とちいさなあたまが、なんとか殻からをやぶる。


    　プレシオサウルスの幼生が、必死に首をふりまわし、鮮烈ないのちの産うぶ声ごえをあげている。いままで誕生した不可思議な生物たちのなかで、おそらくはもっとも幼くして封印されてしまった生命。それがいまになり、無事誕生したのだった。


    　直なお純ずみに抱かれながら暴れていたアーニャは、その姿を見て、涙をうかべた。沸わき出る嗚お咽えつを両手でおさえた。


    　蘇よみがえった太古の生物たちは、ひとつの場所に集まっていく。アンモナイトもアノマロカリスもプレシオサウルスも等しく怯おびえるようにして身を寄せている。


    　ずっと泥の中にとじこめられ、鳴き声も涙も、すべて暗い闇やみに押しつぶされてきた。幾いく億おく年ねんものあいだ、その苦痛に耐えてきた。


    　そしていまは、唐突に放り出された、目が潰つぶれるほどの光の世界に怯えている。太古の時代にはいた家族も、友だちも、みんな滅んでしまった。この海は、泥の闇以上の孤独が待つ、恐ろしい光の世界。


    　しかし太古の生物たちのまわりで様子をうかがっていた現代の海のいきものたちが、次第に中心に近づいていく。ふたつの集団が混じり合っていく。


    　震ふるえるアンモナイトの頰ほおに、アオリイカが触しよく腕わんでふれた。アノマロカリスはロブスターたちに太古の物語を聞かせるように踊ってみせた。バシロサウルスはマッコウクジラたちとともに賛美歌をうたう。海に生きた太古の生物と、海に生きる現代の生物が、まだ多少のぎこちなさは残るけど、ここに再会を祝いあったのだった。


    　孤独は終わらない。だけど変わってしまった世界への不安とともに、あらたな希望が胸に宿っていた。泥より誕生した泥の子どもたちは、導かれるようにして、光り輝かがやく海に還かえっていった。


    　アーニャも直純も、ゆらめきながらそれを見送った。そこに永遠よりも尊いものを見つけたような気がした。肩を抱いている直純の手に、そっと自分の手をそえる。


    　ドロイド王子は眼下に残った泥を見つめていた。もはや一握りしかないが、それこそは最初の泥。なんの変哲もない、なんの力もない、公園の砂場の泥だった。


    　泥にはちいさな目があった。しかしそれももう、もたない。あと数秒とたたずに、すべて海に溶けてしまうのがわかった。


    　ドロンコ大王……死ぬのか？


    　ドロイド王子が語りかけた。物心ついたときからずっといっしょだった泥。世界から忘れられ、この世から消えていくしかなかった自分を、危険からずっと護まもってくれた。


    　唐突に胸がくるしくなる。やはり離はなれたくないという想おもいがこみあげてくる。ドロイド王子はその泥を両手ですくい、最後の言葉をかけた。


    　いままで、ママの代わりをしてくれて、ありがとう。


    　──さよなら。


    　声が重なった。


    　ドロンコ大王もドロイド王子も、ともにほほえんでいた。そしてそのほほえみとともに、ドロンコ大王は完全に溶けて消滅した。


    　ドロイド王子の目からとめどなく涙があふれていた。


    　嚙かみしめるように面おもてをあげると、人魚のような少女がいる。


    　光とともに長い髪がひろがっていて、すきとおるように、きれいだった。


    　こころを奪われてしまった。


    　いままで目にしてきたなによりも神秘的な光景。


    　近くまで泳いできた少女が、ひとさし指でドロイド王子の頰ほおをつつく。ドロイド王子は急いで頰の涙を拭ふく。さっきまで泣いていたのを、なんとしても知られたくない。が、海中なのでその行動にはあまり意味がなかった。もう一度、その少女の姿を、砂さ夜やの姿を見る。砂夜は不思議そうに首をかしげていた。そのとなりにはカエルの怪獣がいて、平泳ぎをしていた。カエルの怪獣は親である海かい獣じゆうのお腹なかの中に浸ったからなのか、すっかり傷は癒いえている。


    　砂夜がそっと手を伸ばすので、ドロイド王子もそれに合わせて手を伸ばす。指が軽く絡からみあう。砂夜は空いている手で上を指さした。上へ、泳いでいこう、そう言っているようだった。


    　ドロイド王子はうなずいた。


    　光はどんどん強くなる。まっしろになっていく。夢から醒さめていくみたいだった。すべてを忘れていくような気がした。

  


  
    　８


    



    　茜あかね色いろの空の下、公園の砂場に直なお純ずみはいた。


    　きれいに染めあげられた雲を、長いあいだ、ただ見つめていた。


    　漂流でもしたかのように濡ぬれた体を、ゆっくりと起こす。無くしたと思ったメガネがそこにあったので、割れていないのを確認し、耳にかける。


    　メガネ越しに精細さを取り戻した世界。となりで気を失っている少女は、もちろんアーニャだった。直純とおなじく、体は水に濡れ、砂場に倒れている。


    　直純はその頰ほおにそっとふれた。


    「アーニャおばあちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」


    　反応がないので、ぺちぺちとたたいた。


    「む……う……、やめよー」


    　いやがるアーニャが目をこらす。そして目を開いたとたん、なぜか「わあっ」と叫んで、直純を掌しよう底ていで殴なぐってしまう。


    「……」


    　殴られた頰を押さえて、伏し目がちな表情の直純。あまりに唐突な攻こう撃げきだったため、非難することもできず、ただ無言だった。


    「す……、すまぬ。あまり近かったからな、てっきり……」


    「てっきり、なんなのさ？」


    「い、いや、なんでもないのじゃ。それよりここは……」


    　話をそらしながら、あたりを見回すアーニャ。


    　入り口には直純が偽造した『立ち入り禁止』の標識がある。そこは最初に自分たちが訪れ、ドロンコ王国に引きずり込まれることになった砂場だった。ふたりでやった『棒たおし』の跡もそのままに。


    　ただし時間はもう夕暮れだったため、遠くからカラスの鳴き声がきこえている。


    　この数時間に起きたことはすべてが夢、などとは思わない。砂場も自分たちも、たんに水みず浸びたしなだけではなく、濃い磯いその香りがしみついている。直純のあたまにいたっては、ワカメがへばりついてずいぶんと間抜けな風ふう貌ぼうだった。


    「どうやらここまで押し戻されたようじゃな……、む？」


    　アーニャが胸に違和感を感じて、服に手をいれる。


    　ちいさなアンモナイトがいたので、悲鳴をあげた。


    「な……、なんじゃこれはー！」


    「持ってきちゃダメだよ、アーニャおばあちゃん！」


    「しらぬぞ！　わしはしらぬー！」


    「うわ……、アンモナイトの幼生だよ、これ。陸上でなんでこんな元気なんだ。突然変異かな？」


    「あ……、足が多くて、き、きもちわるいのじゃ。ナオ、どうにかするのじゃ」


    「そうだね。公園に置いとくわけにもいかないからね」


    　直なお純ずみはアンモナイトを捕まえてアーニャがかけているポシェットに入れた。


    「なにをするのじゃー！　む……、虫はキライじゃといったはずじゃぞ」


    「虫って……、冗談？　アンモナイトだよ、こんなとこに捨てて帰るわけにはいかないし。そもそも、アーニャおばあちゃんが連れてきちゃったんだしさ」


    「し……しかし……むぅ……」


    　アーニャはしぶしぶポシェットをさげる。中にいた茜アカネ丸マルが、そのイカのようなカタツムリのような生きものと見つめ合い、おたがい首をかしげている。


    「すごいもの、見ちゃったなあ……」


    　直純は陶酔にひたるような声を出した。アーニャもそれに呼応するように、目をつむる。


    「そうじゃな……」


    　ふたりはついさっき経験した不思議な現象を思い出した。


    「わしはおおむかし、わしが魚だったころの夢をみたぞ。言葉は話せぬのに、なぜじゃか、わしは、ほかの魚たちとつうじあった。海の恐竜ともな」


    「それ、海の怪かい獣じゆうが媒ばい介かいになってたからかもね。よくはわからないけど、怪獣ってもともとコミュニケーションの革命みたいなものだったんじゃないかって思うんだよね……、言葉を超える発明っていうか……。あれ、そういえばなんでぼく、溺おぼれなかったんだろ？　怪獣が助けるのは、子どもだけだって聞いてたのに……」


    　アーニャは意地悪そうに笑った。


    「背伸びしても、おぬしもまだ子どもということじゃな」


    　直純はきょとんとしていたが、ゆっくりとはにかんだ。


    「なんか聞いてたよりも、いい加減な基準だな……。でも、ま、いっか。ぼくもまだ変わる余地があるってことだしね」


    「変わる余地……か」


    　アーニャはすこし、陰いん鬱うつな気分になった。自分には変わる余地があるのかがわからない。あまり考えたくないことだった。


    「どうかした？」


    　直純が聞いても、アーニャは顔をそむけて答えようとしなかった。直純はすこし考え、申し訳なさそうに口をひらく。


    「アーニャおばあちゃんは……今回が初の任務失敗だったね。はは……。いきなりで戦績に傷つけちゃったかな」


    「戦績など……」


    　どうでもよかった。しいて言えば、アーニャは直なお純ずみにいいところを見せられなかったのが、くやしかった。だからなのか、つい、こころにもない言葉が口を出る。


    「そうじゃ……。わしはこんなことはじめてじゃ。ガオウといっしょのころは、失敗することなどありえなかったのじゃ。ぜんぶ、ナオが足をひっぱるから……！」


    　祖父との比較は直純を一いつ瞬しゆんで黙だまらせてしまう、最大のコンプレックス。ポシェットにいる茜アカネ丸マルとアンモナイトが首を出し、緊きん張ちよう気味に直純を見あげていた。アーニャもおなじだった。直純の反応を、すこし不安げに待っている。


    　押し黙っていた直純が、ゆっくり笑顔を取り戻した。


    「うん、失敗だね……。でも無事に戻ってこれたし、たのしかったから、いーじゃん。海とか山に行ったときよりもずっと疲れたし、何度もひやひやしたけどさ……。いままでで、いちばんたのしかった。ドロンコ王国、行ってよかった。ぼくはこころから、そう思うよ」


    「たのしかった？」


    　アーニャは肩すかしをくった。


    「失敗したのに、たのしかったとか……。ナオはいつもおかしいのじゃ」


    「はは、失敗ね……。そうだよ。ぼくは、おじいちゃんを倒そうとして計画を練って、いったい何度失敗してきたかしれない。アーニャを魔ま王おうと協会と、すべてから解放しようとして、いったい何度失敗してきたか……。ぼくの人生はずっと失敗ばかりさ……」


    「わしを解放？　なんの話じゃ」


    「いや、こっちの話……。でも、それでいいのかもしれない。ぼくの計画は、ずっと失敗しつづけてもいいんだって最近思うんだ。いやね、ひとりのときは、失敗するの、けっこう辛つらかったんだよ……。でもいまは、その……、ひとりじゃないし……。ふたりでする失敗は、たのしいかな、なんて……。できたら、ずっとこうして失敗して……。いや、アーニャを解放したくないってわけじゃないんだけど……その……つまり……」


    　それはどこか告白めいていて、直純は結局最後は言葉を濁にごし、照れてあたまをかいた。


    　アーニャは目から鱗うろこが落ちたような顔をしている。そして急に恥ずかしくなって顔をそむけた。


    「な……なにをいっておるのじゃ、ナオは……。そうじゃ、あ、あやつらは、無事かのう？」


    「え？　あ、あのふたり？　べつの砂場に打ちあげられてるんじゃないかな。あのふたりなら心配ないだろうけど……。でもなんか、あのふたりって、すごくほほえましいっていうか……。いいコンビだったね」


    　直純が笑い、アーニャもつづこうとするが、思い出したように表情を一変させる。


    「そうじゃ！　あの娘、怪かい獣じゆうに護まもられておるようじゃった！」


    　その勢いに直純は気け押おされるも、すぐに落ちつき、ゆっくりと相づちを打った。


    「うん、たしかに……。怪かい獣じゆう画が伯はくの残した怪獣たちは、子どもたちに好意をよせて、その奇き蹟せきの力を貸すことが多々あって……それは怪獣たちが、ちいさな子どもたちにまー君の面おも影かげを見ているからって話だけど……。あの子のは、そういう次元じゃない気がするね。怪獣となにか特別な契約があるのか、あるいは体質なのか……」


    　怪獣と特別な関係。ふたりは目をあわせ沈ちん黙もくした。そもそもアーニャと直なお純ずみの任務は、クッキーモンスターを陥落させた子どもの確保。怪獣と特別な関係にある少女が、その事件と無関係だとはとうてい信じられない。だとしたら、ふたりはドロイド王子よりなにより、まずその少女を確保しなければならない。直純も当然そのことに気がついているはずだった。


    　確保された子どもたちは成長をとめられ、その能力を、可能性とでもいうべき状態のまま保存される。綻ほころびのない、完かん璧ぺきな世界を[image: ]造するために。データベースへと登録され、まるで絶滅保護動物のように扱われる。逆に言えば、人間の少女としての可能性は奪われることになる。


    　アーニャは胸がしまるのを感じた。もし、自分の身体からだが、こんな子どものものではなかったら、直純とも恋人になれたかもしれない。そんな想おもいが脳裏をよぎっていた。


    「あの子は……たぶん……」


    「きっと関係ないのじゃ」


    「え？」


    「あやつらは、失うものを失っても、前に進むと決めたのじゃろう。ならば、もはやわれらがどうこうする問題ではないのじゃ。報告の必要もないじゃろ」


    　アーニャには媚こびる様子も、虚勢を張る様子もない。


    　いままでにないくらい素直な言葉が出ていた。


    「アーニャおばあちゃん、なんか、変わったね」


    「わしは……変わったか？　わしが……」


    　アーニャは変わらない自分の身体のことをふたたび思った。


    「変われる？」


    　はじめての失敗のことを思った。


    　唐突に、直純といっしょに、これからもたくさんのはじめてを重ねていく予感が駆け抜けた。海へ行ったり、山へ行ったり、直純と再会してから過ごした日々は、アーニャとのはじめてを重ねていくために、直純が立てた周到な計画だったのだと、いまさらに気がつく。


    　直純は、保護者ガルデイアンも協会もおばあちゃんも関係なく、いつもアーニャとともにいてくれる人。


    　直純とずっといっしょにいたい。ふたりでいっしょに失敗したい。解放されてしまうよりもずっといい。とまらなかった。凍った時間はもうとうに溶けだしている。恥も外聞も形なり振ふりもかまわず、指針が大きく振れるように、アーニャは身も心も直純に近づいた。


    「ど……どうしたの？」


    「ナオは……その……メガネが似合っておるぞ」


    「そうかな？　でも、きゅうに……なんで……」


    「うむ……。その、ナオは……どんな娘が好きなのじゃ？」


    「はぁっ？」


    「幼い娘は……、子どもっぽいのは、イヤか？」


    「いっ？」


    　アーニャは瞳ひとみを潤うるませて迫った。


    「意味が……、わかんないんだけど？」


    　直なお純ずみが砂に足をとられて転ぶ。あわてて半身を起こすが、アーニャも身をかがめて、なおも迫った。顔が、近い。


    「ほんとに……わからぬのか？　ナオ、ほんとは、気がついておるのではないか？　知らぬふりをしておるのではないのか？」


    　アーニャは直純の瞳をじっと見た。直純はたまらず頰ほおをそめて視線をそらす。


    「まあね……ほんとは……。気づいてた」


    　逆にアーニャの頰がかっと熱くなる。


    　瞬しゆん間かん的てきに直純から離はなれ、ぎゅっと拳こぶしをにぎって膝ひざにのせ、そこに正座した。かまをかけて言ってはみたものの、ほんとうに気づかれているなんて、思いもしなかった。


    「そりゃあ……気づくよ。あんな熱い視線を送られたらさ……」


    「そ……、そんな……、わし、わたしは……、ただ……」


    　アーニャはがたがたと震ふるえる体を押さえようとするが、まったく言うことをきかなかった。


    「正直かわいいと……思う」


    　アーニャは卒倒しそうになった。しかしその表情はかつてない幸福感につつまれていて、泣きだしてしまいそうだった。成じよう就じゆした想おもいを胸に、おぼつかない足取りで立ちあがると、手をひろげ、直純の胸に飛びつこうとした。


    「けど……、あのくらいの年の子って、みんな惚ほれっぽいし、年上に憧あこがれるもんじゃないかな？　一時の気の迷いというか。もちろん、好かれて、わるい気はしないんだけどさ」


    　直純が照れ隠しするように、あたまをかく。


    　アーニャは手をひろげたまま硬直し、直純の不可解な言動について考えていた。


    　遠くの空でカラスがアホーと鳴いた。


    「まて、ナオ……。それは、なんの話じゃ」


    「え、あの水着の子でしょ？　元気いいよね。いまはちょっと子どもっぽいところがあるけど、将来はきっと美人になるんだろうなー。まあ、そういう意味じゃ、もったいないんだけどさ。はは……」


    　笑う直純の前で、アーニャは吹ふ雪ぶいていた。


    　夏なのにロシアの猛吹雪ブリザードを背負って立ちすくみ、その凍いてつく波動は、直純の表情をも凍りつかせるのに十分だった。


    「あれ？　アーニャおばあちゃんどうしたの？　そんな物ぶつ騒そうにキバ……」


    　灰色オオカミは元気よくジャンプし、いつものように直なお純ずみの頭にかじりついた。


    



    　◇


    



    　陽ひに染めあげられたパンダの置物がたたずむ公園。


    　遠くからトントン、カンカンという工事の音がする。


    　水みず浸びたしの砂場で、赤しやく銅どう色いろの肌をした少年と紺の水着の少女が、横になって空を見あげている。ドロイド王子と砂さ夜や。目はあいているものの、これまでおたがい無言だった。話すことがないというよりも、話す体力がない。いっしょにいたはずのカエルの怪かい銃じゆうは、ふたりをおいてどこかへ行ってしまった。


    「あ、カラス……」


    　砂夜の声に反応し、ドロイド王子が視線を横に転がす。砂夜は長い髪の毛を下した敷じきにして砂場に寝そべっていて、体のところどころに砂がついている。そして空に向かって手をのばしていた。はるか先にいる鳥を捕まえようとするように、動かしている。


    「こうやって寝ころびながら絵を描くっていうのも、いいかも……」


    「描きにくいだろ？」


    「うん、でもそれがいいんだよ。描いてみるぞー、って気持ちを、絵にこめるんだから」


    「そういうもんか？」


    「うん、そういうもん……」


    「おまえは、こんなことよくするのか？」


    「こんなこと？」


    「こんな、余計なおせっかいだ。はじめてじゃ、ないんだろ？」


    「ん、でもこんなに大変だったのは、はじめてかも」


    「……」


    「直純さんとアーニャさん、無事かな？」


    「さあな」


    「あのふたり、すごく素す敵てきだったよね。おたがいのこと、おたがいが、いちばんに想おもい合ってるのが、伝わってきて……」


    「そうかぁ？」


    　砂夜が寝たまま体を転がしドロイド王子のほうを向き、軽くにらみつけた。それからもう一度空を見あげた。


    「ボクもいつか、直純さんみたいな、素敵な恋人ができたらいいな……」


    「は、冗談だろ？　あんなヒョロい奴やつ、おまえには……」


    　ドロイド王子が突然身を起こし、ためらいながら、寝ころんだ状態の砂さ夜やを見おろす。しかし砂夜はここちよさそうに目をとじていた。


    「わかってないなー。そういう、ちょっと弱いところもあるのが、守ってあげたくなるみたいで、素す敵てきなんだよ」


    「……」


    　ドロイド王子は顔をしかめると、小声を漏もらした。


    「あのヤロー、マジで沈めておくべきだったか……」


    「よいしょ」


    　砂夜も身を起こし、ドロイド王子とならんで座った。


    「きょうは、いろいろあったから、たっくさん描きたいものができちゃったな。うちに帰ったら、すぐ描かなきゃ」


    　砂夜がドロイド王子を見つめてにやけ、ドロイド王子が顔をそむける。モデルになる約束をしてしまったのだった。


    「好きなものを描く……ってやつか」


    「うん、そうだっ、ドロイド王子も描く？　まず、いまの自分が好きだって思えるものをさがすことからはじめるんだけどね……」


    「それはもう、見つけた」


    「ん？」


    「……なんでもねぇ。あー、クソッ！」


    　苛いら立だつドロイド王子をよそに、砂夜がよろめきながらも歩を進める。木でできた砂場の縁の上に乗り、ぴたりと素足を揃そろえた。


    「ね、ドロイド王子！」


    　砂夜は手招きする。


    　ドロイド王子は立ちあがって、そばまで行ってから、怪け訝げんそうにあごを向ける。


    「なんだよ？」


    「ここで約束したよね？　ボクたちは、いっしょにこの砂場を出るって。だからここからいっしょに、そろって出よう。いち、にの、さんで……」


    「ああ？」


    　砂夜はどうやら縁の上で手をつないで、砂場の外へジャンプしたいようだった。意味のない子どもじみた振る舞いに、ドロイド王子はうんざりした。だけど、気がつけばおなじように縁に立って、その手をにぎっていた。


    「どうかしてる……オレ」


    「ん？　なにかいった？」


    「うっせー。飛ぶんだろ、やるならオレの気が変わらないうちにさっさとしろよな。だいたいテメーは……」


    「うん、じゃ、いくよ」


    「いち、にの……」


    「さん、で飛ぶんだよ」


    「……っ」


    　あやうく飛びそうになった。


    「ふざけてんじゃねー」


    「うん。それじゃ、いち、にの……、さ─────────────────ん！」


    　ふたりは飛んだ。


    　持てる力のすべてをつかって、砂場から飛び出した。それはドロイド王子にとっては時間と空間が引き延ばされたような、そして追いついてくるような、不思議な滞たい空くうだった。


    　物心つかないちいさなころ、ドロイド王子はすべてを失って、砂場で目を覚ました。砂場こそが原初の風景であり、誕生の場だった。その記き憶おくが、ドロイド王子にドロンコ王国を誕生させた。人間の子どもは世界をつくりださなければ、生きていけない。人間の社会から切り離はなされていたドロイド王子は、ドロンコ王国を拠より所にしなければ、消えてしまうしかなかった。


    　海のなかで思い出した記憶。母親。それはどこかにあった現実だったのか？　都合のいい幻想だったのか？　ドロイド王子には結局判断がつけられなかった。ドロンコ大王を失い、これからほんとうに人間として生きていけるのかもわからない。


    　それでもただ、にぎった手を、離したくなかった。とうといものに感じられて、しかたなかった。


    　ふたりは着地する。


    「あはっ、すっごい飛んだね。びっくりしたな。やっぱり、ふたりだと飛ひ距きよ離りが伸び……」


    　ドロンコ王国。


    　それは地球のすべてを塗りつぶしたかもしれないほどの孤独と幻想。人類の可能性のひとつ。選ぶべき世界のひとつだった。それを失う代わりに得た希望。それがいまにぎっている手。


    　砂さ夜やが心配そうに、うつむいたままのドロイド王子の顔を覗のぞいた。


    　ドロイド王子の頰ほおを涙が伝っていた。


    「海のなかで、思い出したんだ。ママのおなかのなかで浮かんでいたときのこと。産まれたときのこと。それからずっと、愛されていたこと……。オレは、砂場で産まれたんじゃないんだ。オレのほんとの名前は士し郎ろうだ。ディエゴ・士郎……。オレは人間だったよ」


    　ドロイド王子──士郎はいそいで涙をぬぐった。


    「……そっか。いい名前だね。ちょっと、カッコイイかも」


    「そうか？」


    「うん、なんだか怪かい獣じゆうみたいに強そうだね。ボクもそういう名前だとよかったなぁ」


    「か……。ふざけんな。テメーがそれ以上怪かい獣じゆうみたいになってどうすんだ！」


    「ボク、絵描きさんの前は、怪獣になりたいって思ってたんだ」


    「バカじゃねーの？」


    「怪獣、きらい？」


    「べつに、どっちでもねーよ。もう……」


    「じゃ、家にくる？　アトリエファミーユ。ファミーユはね、家族っていう意味」


    「……」


    　士し郎ろうはどう答えようか、迷った。砂さ夜やと離はなれたくないと強く思う反面、いっしょにいて、これ以上調子がくるうのが耐えられないというのも本音だった。


    「あっ、思い出した！」


    　考えあぐねている士郎の耳元で砂夜が手をたたく。


    「なんだよ、急に……」


    　砂夜は士郎の腕をとり、そのまま早足でスロープをおり、公園の外へと連れ出した。


    「おい……」


    　マントをはためかせる奇怪な服装をした少年。そしてそれを引きずるように歩く水着の少女。それは通りすがりの人々の視線を集めた。しかしあやしすぎる風ふう貌ぼうなためか、声をかける大人は皆かい無むで、ちいさな子どもが、おもしろがって指をさすだけだった。


    　ふたりがアトリエファミーユの門を越えるころ、陽ひはすっかり暮れようとしていた。


    　アトリエの軒のき下したにいるのは、雪ゆきと真ま深み。ふたりで砂夜の帰りを待っていたのがわかった。


    「お母さん、ただいま！」


    「おかえ……って、それ、例の王子さま？」


    　真深は雪のあとにつき、戸惑いながらもすすみでた。


    「砂夜ちゃん……。そ、その子は……な、なに？」


    　砂夜が手首をつかんでいる憮ぶ然ぜんとした表情の少年を、真深は歯をくいしばり、遠えん慮りよ無く全力でにらみつけた。士郎はどこ吹く風という感じに、興味なさそうに流している。


    「しばらくうちで居い候そうろうすることになったんだ。いいよね、お母さん」


    　砂夜は当然のように言い、雪が無言でうなずく。よくあることのようだった。


    「い……、居候って、砂夜ちゃん……、い、……いったいその子とどういう関係？」


    「うーん、そうだなー」


    　砂夜はあごに手をそえ、深く考えこむようなポーズをとる。


    「おとうと？」


    「だっ、だれがおとうとだ！」


    　無表情だった士郎があわてて突っこんだ。


    「だって背、二センチくらいボクのほうが高いんだよねー」


    「ぐ……、テメッ……。抜いてやる。ぜったいテメーの背を抜いてやる！」


    「さ、こっちこっち」


    　砂さ夜やはふたたび士し郎ろうの手をひっぱって、玄関に向かった。


    　真ま深みは庭でよろめき、雪ゆきにささえられていた。


    「なんなんだ、さっきから。もう着いたんだろ。手、はなせよな。ウッゼーな」


    「うん、着いたよ」


    　ばたんと閉められる扉。それだけで外の音がかき消える。


    　独特のこもった空気。石けんの香り。


    「あ、ここ風ふ呂ろか？」


    　ふたりがいるのは風呂場だった。士郎はきょろきょろと見回す。


    　砂夜はさらに折戸をひらいて、湯船にお湯がたまっているのを確認している。


    「ケロピーただいま！」


    「うむ、遅かったであるな！」


    　カエルの怪かい銃じゆうが気持ちよさそうに泳いでいて、水面が波打っている。士郎が砂夜の背後から湯船を覗のぞきこむ。


    「こいつ、もしかしてこんなとこに住んでるのか？」


    「うん！　ケロピーはお風呂好きなんだ。ボクも……」


    　士郎のほうにふりかえった砂夜は満面の笑みを湛たたえていた。


    「……あ？」


    　士郎が不信を抱いた次の瞬しゆん間かん、問答無用で体が引っぱられたかと思うと、服を剝はがされていった。われに返り、抵抗を試みるが無む駄だなあがき。裸にされて、バスタブに放りこまれていた。派手に飛沫しぶきがほとばしり、鼻から水を吞のんで暴れる。


    「おまえ……、ふざけやがって！　いいかげんにしないと、おれも本気で怒……お……こ……る……」


    　士郎は濡ぬれた黒髪をかきあげ、多少凄すごんでみせたが、そこで動きがとまる。声がとまる。


    　心臓もとまりそうだった。


    　目の前で砂夜が水着を脱ぎはじめていた。


    　最初は右肩からおろし、次に左肩。あらわになった胸と腰を伝い、まとめて膝ひざ下までおろすと、右足、左足と順番に抜いていく。最後の左足を抜くときひっかかって転びそうになるが、天性のボディーバランスでもちなおす。海水を吸い、まるまった水着を伸ばして洗せん濯たく籠かごに投げいれる。


    　そして士郎のいる湯船に飛びこんできた。


    　呆ぼう然ぜんとしていて無防備だったため、飛沫をもろに顔面にあびる。


    「あー、きもちいい……」


    「……げほっ」


    「きょうは、ほんとに、たのしかったねー」


    「無む茶ちや苦く茶ちやなんだよ。さっぱり意味がわかんね……」


    　士し郎ろうは湯船で身をちぢこませながらつぶやいた。


    「サヤ、今度からは湯浴みをしてからはいるである！」


    「サー！　イエッサー！」


    　砂さ夜やは元気よく敬礼したあと、平泳ぎをしていた怪かい銃じゆうをそっとすくいあげた。


    「ケロピー、ありがと……。大好き」


    　そして怪銃のくちびるに、そっと自らのくちびるをつける。


    　ふたたび湯船に戻された怪銃は、しばらくかたまったまま浮かんでいたが、しだいに赤くなっていき、ついにはひっくりかえって沈んでいった。


    「なんだこいつ……。バカか？」


    「あは」


    　砂夜はちいさく笑い、そっと目をとじると押し黙だまった。


    「どうした？」


    「きょうはほんと、たのしかった……ね。それからあした、も、また……あそ……ぼー……ね……」


    「おい……、大だい丈じよう夫ぶか？」


    　砂夜の声が細くなっていき、士郎が大慌てで顔を近づけた。砂夜の深い息を感じる。どうやら眠ってしまったようだった。


    「暴れすぎ……なんだよ」


    　安あん堵どし、士郎もバスタブにもたれかかり、体を沈める。


    　湯には砂夜の長い髪がうかんでいる。隙すき間まから覗のぞく砂夜の体は、よく見れば赤い打ち身がいくつもあった。士郎はあせり、その場所にふれようとして、やはり手をひっこめる。


    　もどかしかった。傷をすべて自分に移してほしいと思った。目をつむり、跡に残らないことを、どこかにいるかもしれない神さまに祈ろうと思った。神さまへの祈り方は思い出していたから……。なのに、結局それをすることはなかった。


    「神さまなんかに、渡すかよ……」


    　士郎は自分に誓う。


    「もし未来に、おまえにもなにかあるなら、今度はオレが護まもりたい。怪かい獣じゆうなんかにも、渡さない。おまえの兄きにだってやらねー。おまえの傷も、からだも、こころも、ずっとオレが……」


    　士郎はその誓いの吐と露ろとともに、堪こらえきれないほどの愛いとしさがつのるのを感じた。砂夜をきつく抱きしめたくなった。だけどその眠りを邪じや魔ますのは忍びなくて、とてもできそうにない。


    　士し郎ろうは砂さ夜やのひたいにある濡ぬれた髪を手でひらき、そこにそっとくちびるをよせた。


    



    「砂夜、入るよ……」


    　雪ゆきが風ふ呂ろ場ばの扉をひらくと、湯気が一挙に押しよせる。切れ長の目がさらに細くなる。


    「砂夜……？」


    　すっかり靄もやが消えると、湯船に浸つかりながらふたりの子どもが昏こん々こんと眠っていて、それを一匹の怪かい獣じゆうが見守っていた。ここファミーユではよく見る風景だった。そして何度見ても笑みがこぼれてしまう風景。どこまでもひろがってしまうような、蕩とう々とうとした笑みが。


    「まったく……、どうしたものか」


    　紅潮し、赤子のような頰ほお。無防備にひらかれたちいさな口。だけどたくましい、いのちの呼吸。


    　この半日のあいだにあった出来事が、ふたりにとって有意義であったことが、雪にはわかる。それがなによりうれしかったし、多少羨うらやましくもあった。


    　今年の夏休みはきょうで終わりだったが、あたらしい同居人のことを考えれば、大変なのはむしろ倍に増すのだと思う。もちろん楽しさも……。ここはそういう場所。子どもたちの秘密の遊び場であり学び場。


    　そしてふたりは、もっと楽しいことを発見していくだろう。


    　いずれここを出て行くだろう。


    「さて……」


    　雪は湯船に近づき、両手で頰ほお杖づえをついてしゃがみこんだ。


    　われながら似合わない格好と表情だなと思う。


    　でもしかたがない。人間の未来はあかるいのだという根拠が、ここにあるのだから。


    　雪は変わらぬ笑みを浮かべたまま、眠るふたりの子どもに語りかけるのだった。


    「とりあえず、おつかれさま」
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    　春


    



    　目の前で飛行機みたいなハサミが行ったり来たりしてる。


    　ジョキン、ジョキン、ジョキン。


    　床におちた髪の毛は死んじゃったみたいに動かない。


    　それからわたしおっきないすの上から動けない。


    　なんだか黒いヘルメットみたいなあたまになっちゃった。


    　かなしいよ。


    　おとうさんが、七な菜なはかわいくなったなーっていってる。


    　おとうさんのうそつき。


    　目に涙ができた。


    　そしたらおとうさんが痛そうな顔した。


    　わたしが痛いと、おとうさんも痛いんだって。


    　かわいそう。


    　わたしあした学校に行かなくてもいいか、きいてみた。


    　ダメだった。


    



    「三さえ草ぐさ七菜さん、これが読めますか？」


    　黒板にむずかしい漢字が書いてある。


    「立ってください」


    　息くるしくなってきた。なんにも聞こえなくなってきた。目もまっくらになってきた。つくえの下に隠れようとおもった。


    「やま」


    　まっくらのなかで魔ま法ほうみたいな声がした。


    　となりでまみちゃんが立ってた。


    　目がおおきくて、まつ毛と髪の毛が人形みたいにながい女の子。


    　立っていたまみちゃんが座って、ながい髪の毛がふわってなってるのがわたしの目のはじっこのほうに残った。


    



    　学校が終わったらまみちゃんのまわりは人でいっぱいになる。


    　わたし耳をふさいだ。おとやひかりはたくさんあるとあたまが痛くなるからきらい。


    　みんな〝としょかん〟を探検することに決めたみたい。まみちゃんが先頭。わたしいちばんうしろについていった。


    　花だんの前でころんだ。靴がいっこぬげる。みんなは先に行く。


    　とってもしずかな学校。


    　膝ひざの皮がやぶけて、赤い色のふうせんがぽわんって出る。


    　おもしろいからじっと見てたら、足を川みたいにつうってながれた。


    　膝のところにあるしんぞうがドキンドキンしてくる。


    　わたし泣きそうになってきた。


    「だいじょうぶ？」


    　びっくりした。


    　いつのまにかみんなが戻ってきてた。わたし連れていかれる。


    〝ほけんしつ〟ってなんだっけ？


    　ひとりで〝としょかん〟の前に立ってこっちを見てるまみちゃん。髪の毛が風でゆらゆらしてた。


    〝ほけんしつ〟は〝びょういん〟のにおいがした。


    　おかあさんのにおいだからすき。


    「ちょーっとだけ、しみるよ？」


    　わたし泣いた。


    



    　夏


    



    「順番にたねをとってくださいね」


    　先生はアサガオのたねをくばってる。


    　さっきまでプールだったから、わたしとってもつかれてて目がねむい。ほんとはちょっとねてた。よだれふかなきゃ。


    　わたし一個えらんだ。


    　アサガオのたねにはアサガオのあかちゃんが入っているんだって。


    　こんなちっちゃなたねのなかでねむってるんだって。


    　わたしこの子をぜったいりっぱなアサガオにそだてる。


    　みんなで外に出て、みどり色の鉢はちに土を入れてアサガオのたねをうめた。


    　はやく生まれてね、アサガオのあかちゃん。


    　たねに話してたらきゅうにへんな音がした。きゅうに音がするのはこわいからきらい。


    　すぐうしろで男の子がおどってる。


    　アスファルトをおもいっきりふんでる。


    　下にはアリンコがいた。


    　アサガオのたねとおんなじ色。


    　わたし元気のなくなったアリンコをアサガオのたねのところにうめてあげた。


    　ふたりとも仲良くしてね。ふたりが友だちになるにはね、顔を見てね、にこってわらってから、いっしょに遊ぼうっていえばいいんだよ。でもね、それとってもむずかしいから。やろうとするとね、かってにしんぞうがドキドキしちゃうんだよ。


    



    　さいしょに芽がでたのは、まみちゃんのアサガオ。


    　みんなまみちゃんのアサガオを見にくる。


    　いいな。


    　それから朝がくるたび、みんなのアサガオも芽がでた。


    　いいな。


    　わたしの芽だけでないの。


    　生まれないあかちゃん。なんでだろう。わたしに会いたくないのかな。


    　わたし泣いちゃった。


    　涙が土におちた。


    



    　つぎの朝、わたしのたねも芽がでたの！


    　まだたねの皮をぼうしみたいにかぶってる。


    　あかちゃんのしるしなの。


    　にあっててかわいい。


    　それからね、アサガオのあかちゃんはわたしにいったの。


    　ママに会いたくて生まれたんだって。


    　わたしアサガオのあかちゃんに名前をつけたよ。


    　アサっていう名前。


    　アサはどんどんおおきくなって、まみちゃんのアサガオに追いついて、追いぬいた。いちばんさいしょのつぼみができた。


    　さわってもいい？　ってみんなわたしにきくの。


    　ダメだからね。つぼみってやわらかくって、おいしそうだけど、とってもだいじなの。アサはもうすぐ花を咲かせて、アサのあかちゃんをたくさん生むんだから、さわらないでね。


    　クラスのみんなのいちばんうしろで、まみちゃんがわたしのほう見てた。わたしびっくりして目を下にむけた……。


    



    　朝起きたらわたし走って学校に行った。


    　アサが咲いてるのわかってたから。


    　学校についたら、アサの前にまみちゃんがいた。


    　ピンク色したおおきな花をさかせたわたしのアサを、じっと見てる。


    　まみちゃんは、そっとアサの花に手をのばす。


    　花にさわった。


    「七な菜なちゃんアサガオさいた？」


    　どっかとおくから声がした。びっくりしたまみちゃんがころんでしまった。


    　アサといっしょに。


    　アサの花はとれた。


    　まみちゃんがわたしのアサガオをたおした。みんないってる。みんながまみちゃんをかこんでる。


    　まみちゃんはひとりで立ってから、なんにもいわずに走っていった。


    



    　秋


    



    　赤いおち葉がじめんにいっぱい咲いていた。


    　春にはさくらの花が咲いてた。あのさくらたちはどこにいったんだろう。


    　天国かな。


    　わたしのおかあさんもね、そこにいるんだっておとうさんがおしえてくれたよ。わたしもさくらみたいにお空をとべたら、会いにいけるのにね。


    　いーこ。にーこ。さーんこ。


    　さいきんみんなのアサガオがたねをつくったみたい。


    　みんな兄弟だねの数をしんちょうにかぞえてる。


    　アサはじぶんのたねを残せなかったから、ちょっとさみしいな。


    　授業がおわって、教室にはだれもいなくなってた。


    「三さえ草ぐさ七菜さん。アサガオはざんねんでしたね」


    　先生がいるのにぜんぜん気がつかなかったからびっくりした。


    「これをどうぞ」


    　先生は両手でつつんだなにかを前にだした。


    　たぶんアサガオのたね。


    「これはですね……」


    　たねはまっしろ。


    「ヨルガヲのたねです」


    　よる？


    「そうです。ヨルガヲは夜に咲く花。にんげんの子どものゆめを食べておおきくなるアサガオの仲間です。だけどヨルガヲのたねのことを大人におしえると、生まれずに死んでしまいますから、大人におしえてはいけませんよ。アサガオをいちばんに咲かせた子には、このヨルガヲのたねを育ててもらうのが、全国の小学校の決まりなんです」


    　ヨルガヲのたねは、わたしの手のなかでひくひく動いてる。


    



    　うちについてから、ヨルガヲのたねをずっと見ていたら、きゅうにねむくなった。まぶたにおもりがついたみたいに、沈んで──


    　わたしはアリンコになってた。


    　みんなといっしょにおかしを食べたり歌をうたってる。


    　でもおおきな神さまがあらわれて、わたしたちをいっぴき残らずふみつぶした。


    　ゆめがおわった。


    　くすぐったいとおもったら、ヨルガヲのたねから、ながいヒゲみたいなのが伸びてて、わたしの顔をさわってた。


    　いまのゆめをたべたのかな？


    　ヒゲがたねのなかにもどってく。


    　たねは少しおおきくなってたから、クローゼットにうつした。


    　それからまいにち、わたしはゆめを見た。


    　ヨルガヲはどんどんおおきくなってサッカーボールみたい。さわるとぶよぶよしてる。


    　これは、手？


    　なかにいるあかちゃんはアサガオとずいぶんちがう。


    　ヨルガヲをそだてて一週間めの朝。


    　ヨルガヲのあかちゃんは、やわらかいたねの皮だけ残していなくなってた。


    「七な菜なちゃん」


    　うしろから名前を呼ばれたから、ふりかえった。


    　呼んだのは、わたしの学校の制服を着た、わたしそっくりの女の子。


    　わたしはパジャマだけど、かがみを見てるみたい。


    　ふたりでほっぺたをさわりあって、くすくすわらった。


    　女の子はヨルガヲだった。


    　日ようびだったから、おやつのいちごケーキをふたりで食べた。いちごはわたしがもらって、ゆびのクリームをなめあった。ふたりでおはじきして、絵を描いて、ハムスターにエサをあげた。それからヨルガヲは学校の宿題もしてくれた。


    　わたしのヨルガヲ。


    　好きなものもきらいなものもおなじ。


    　わたしのことならぜんぶしってる。


    　なんでもしてくれる。


    　夜になるとヨルガヲはクローゼットでねむる。


    　おおきなしんぞうの音が、外にもれてる気がした。


    「あした七な菜なちゃんのかわりに学校行ってもいいよ」


    　クローゼットのなかから、ヨルガヲはそういった。


    



    　ヨルガヲは学校。


    　おとうさんは仕事。


    　わたしはおうち。


    　ひとりでおはじきをしたり絵をかいたりハムスターにエサをあげた。


    　いつもよりひまわりのたねを、ほっぺにいっぱい入れるハムスター。


    　たぶん冬にそなえているんだとおもう。


    　どうぶつたちは冬になるとみんなねむる。冬っていうのは、とてもながい夜なんだ。


    　わたしとヨルガヲの反対の生活はつづいた。


    　わたしはクローゼットのなかでねむって、ヨルガヲが帰ってくるのを待った。


    「ねえ、わたし、おとうさんとけっこんしてあげるね」


    「そうか、うれしいな……。そういえば、さいきんの七菜はしっかりしてきた。おかあさんに似てきた……」


    　とっても仲がいい、しあわせそうな声がした。でも目をつむれば、クローゼットのなかは、よわい光と、わたしのしんぞうの音だけになる。


    　ヨルガヲが生まれてから、わたしはゆめを見なくなってた。


    　だからそれは、ひさしぶりのゆめ。


    　せかい中のにんげんにヨルガヲの根っこがまきついてる。子どもたちがヨルガヲのたねをそだててる。学校はぜんぶ腐って、朝はなくなって、夜しかなくなってた。


    　なのに大人はだれも気がついてない。


    　ビルよりも高い塔の上で、羽のある男の子がひとりで立ってた。


    　それでゆめは、おわり。


    



    　目をあけてクローゼットを押しあけると、すごくあかるい光が床におちてる。


    　びっくりするぐらい冷えてた体が、溶けるみたいにあったまってく。


    　体中からあつい涙がでてきそうだった。


    　足がふらふらするけど、立ちあがって、うちの外にでた。


    　きゅうにひろがった空がわたしをふみつぶそうとしているみたいで、わたしはしゃがんであたまをまもった。


    　おおきく息をはいて、また立ちあがった。


    　かいぶつみたいに迫ってくる車になんども轢ひかれそうになりながら学校に行った。


    　枯れたおち葉で埋もれてしまったアサのお墓。


    　アサが呼んでる気がしたから、きたんだよ。


    



    　──としょかんにいって、ママ。いますぐ。


    



    　としょかんのいちばん奥のつくえには、まみちゃんがいた。


    　人形みたいな姿勢で本を読んでる。


    　わたしはしずかに歩いて、まみちゃんの前にすわった。


    　まみちゃんはおおきく目をあけてびっくりしてる。


    　わたしもびっくりしてる。


    　なんの本？　ってわたしがきいたら、まみちゃんは口をとじたまま本の表紙を見せてくれた。


    『かいじんにじゅうめんそう』。わたしは本を読むの苦手だから、まみちゃんはちいさな声でその本を読んでくれた。


    　わたしにだけ、そっときこえる、とってもきれいな声。


    　わたしずっときいてたかったのに、まみちゃんの声がとまった。


    「ごめんなさい。アサガオたおしたの、わざとじゃないの。きれいに咲いてたから、さわってみたかっただけなの」


    　わたししってた。


    　アサからきいてたから、ずっと前からしってた。


    「アサ？」


    　うん！


    　わたしまみちゃんにアサのことおしえてあげた。


    　それからたくさんおはなしして、まいにちとしょかんで会うことにした。


    　いっしょにちいさな声で本を読む『ひみつのろうどく会』なんだって。


    　ねえアサ、わたしまみちゃんと、おともだちになったんだよ。


    



    　ヨルガヲはだまった。


    　あしたは、わたしが学校にいく。


    　そういったのに、ぜんぜんきこえてないみたいな顔してる。


    　わたし学校はきらいだけど、まみちゃんのことがすき。


    　だいすき。


    　もっと会いたい。だから学校に行くの。


    　もういっかいいおうとしたら、ヨルガヲは両手をつかってじぶんの顔をかくして、泣きはじめちゃった。


    　かなしいのか、うれしいのか、よくわかんない。


    「いない、いない……」


    　なんだろ？


    「ばあー！」


    　ヨルガヲはそうやって手をひろげて、顔をだした。


    　ヨルガヲの口と目はまっくろで、とてもふかい穴みたいだった。


    　顔がゆがんだみたいに、こわれたみたいにしてわらってた。


    「七な菜な、入るよ」


    　おとうさんの声がした。


    　ヨルガヲのわらいがとまった。


    　わたしもとまった。


    　ヨルガヲとわたしがいっしょにいるのを見られちゃった。ヨルガヲのこと、おとうさんにばれちゃった。


    　でもへんだ。


    　おとうさんはわたしのことばかり見てる。


    「七菜のおともだちだね？　もう時間がおそいから、帰ったほうがいい。おかあさんが心配するだろうから……」


    　おとうさんはよその子にいうみたいに、わたしにいった。


    「おとうさん心配しないで。もう帰ってもらうところだから」


    　ヨルガヲがわたしのおとうさんの手にさわりながら、わたしのほうを見ながら、こわれたみたいにわらった。


    「ちゃんと電気をつけなさい。目がわるくなるよ」


    　おとうさんは電気をつけてから行ってしまった。


    　おとうさん、へんだった。


    「へんじゃないよ。よその子には、はやく帰ってもらわないと」


    　でもわたしのおとうさんだよ？


    「もう、ちがう。わたしがもらった」


    　うそ！


    「この体は、すごいね。七菜のこの体なら、わたしなんでもできる」


    　そんなのうそ。わたしなんにもできない。子どもだから。


    「だからだよ。それはとてもおそろしいことなんだ」


    　へんなこといわないで！　わたしのおとうさん、かえして！


    　ヨルガヲがなんでそんなこというのかわからない。


    　ヨルガヲ。


    　アサガオの、アサのなかま。


    　ちがう？


    　生まれるとアサガオとちがう生きもの……。


    　息がくるしい。こわい。いやだ。


    　ヨルガヲがちかづいてくる。目の穴がおおきくなってく。口が裂けてく。


    　だけどわたしの目の前で、きゅうにやさしい顔になった。


    「こわがらないで。いずれみんな七な菜なとおなじになるから……。ほら、これを見せてあげる」


    　ヨルガヲはうしろをふりかえって、クローゼットをあけた。


    　ヨルガヲのたね。


    　それもたくさんの。


    「これをみんなにくばるの。そしたらこの街はまるごと生まれかわるわ。七菜とおなじ」


    　いみわかんない。


    「ふふ……。でもわたしは七菜のことなら、ぜんぶしってるわ。だからあしたの『ひみつのろうどく会』で、まみちゃんに、このたねをわたすことにした。きっともらってくれるわね」


    　ダメー！


    　わたしがたねに手をのばしたら、ヨルガヲの顔が怒って、すごい勢いでかわっていった。


    　こわれちゃった。


    　電気がついたり消えたりをくりかえしてる。へやが溶けて、すみからたくさんの根っこが生はえてくる。


    　わたしそっくりだったヨルガヲの顔は、アリンコの顔。


    　口にある黒いハサミをひらいたりとじたり。鉄と鉄がぶつかるみたいな、ひどくおおきな音がする。耳をふさいでも防げない。あたまが痛くなって、涙がでる。


    　ハサミがちかづいてくる。


    　わたしはおもいきり泣いてさけんだ。


    　ドアをあけて、走って外に出た。


    



    　どこに行けばいいかわからない。


    　しらない町にいるみたいだった。


    　夕焼けで、空も道も赤くなってる。街が血のふうせんのなかみたいだった。


    　わたしはまみちゃんのうちの前に来てた。


    　おおきなドアがゆっくりひらく。


    　まみちゃんがいる。


    　ひとめ見てわかった。わたしのこと、ちゃんとおぼえてる。


    　おぼえててくれてる。


    「どうしたの？　七な菜なちゃん」


    　うれしくてだきついちゃった。


    　わたしはヨルガヲのことをはなした。


    「本のおはなし？」


    　ちがうの！


    　うまくせつめいできなかった。


    　まみちゃんは心配そうな顔になる。


    　うしろにいるまみちゃんのおかあさんは、わたしをにらんでる。


    　まみちゃんは、あした学校に行く？


    　まみちゃんはうなずいた。


    　学校で、わたしにちかづかないで！


    「なんでそんなこというの？」


    　まみちゃんはちょっとおこったみたいだった。


    　ぜったいにわたしのそばにきちゃダメ。としょかんでもダメ。


    「なんでそんなこというの！」


    　うしろのおかあさんとおんなじポーズで、うでを組んでる。


    　わたしはおもいだした。


    　としょかんで勇気をだして、まみちゃんに話しかけたこと。


    　がっこうでいちばんのおもいで。


    　わすれたくない。わすれてほしくない。


    　さいしょのおともだち。


    　つらいけど。


    「わたしにもうはなしかけないで！　まみちゃんのことなんかもうキライ！」


    　わたし走った。


    　これでいいんだ。


    　これでよかった。


    　大声で泣いた。


    　ブランコにのって、つかれてねむってしまいそうだったけど、ゆれながら、空にできた星を見つめてた。


    　とても遠くてちいさくて、なんだかじぶんが吸いとられていくみたいだった。


    　さむくてねむい。


    　消えちゃうんだとおもった。


    　目の前を見ると、ヨルガヲがいた。


    「どうする七な菜な。また、にげる？」


    　わたしは、答えなかった。もうにげなくてもいいっておもった。ヨルガヲは笑う。


    「さっき、まみちゃんと会ったよ」


    　そんなのうそにきまってる！


    「門限がすぎてるのに、七菜に会いたくて、うちまで走ってきたのね。としょかんだけでもいいから、ずっと、おともだちでいてって、七菜におねがいしにきたのよ。七菜しかともだちがいないんだわ。ひどく泣いてた」


    　そんなこと信じられない。


    　まみちゃんはなんでもしってて、なんでもひとりでできて……。


    　わたしは息ができなくなって、うしろにたおれそうだった。


    　ヨルガヲがわたしの手とブランコのくさりをにぎった。


    「あんしんして、七菜。まみちゃんのことはちゃんとゆるしてあげた。とてもよろこんでいたわ。仲直りのしるしにわたしの生んだ赤ちゃんをあげたから」


    　いや……。


    　力がぬけてく。


    「こわがらないで。いずれみんな七菜とおなじになるから……」


    　ヨルガヲが笑いながら、片手をゆっくり夜空にあげた。


    　わたしは下を向いて、目をとじた。


    　あたまの上でへんな音がした。


    　ヨルガヲの手が肘ひじからとれて、じめんにおちてた。くるしそうにあばれてる。


    　わたしはおどろいて顔をあげた。


    　おどろいているのはヨルガヲもおなじだった。


    「わたしの手を……ををヲ……ヲをヲ……！」


    　満月がおりてきた。


    　満月みたいにまるい体には、みじかい手足があった。コウモリみたいな黒い羽もあった。ふとくてながい尻尾しつぽはトゲがびっしり生えてて、素早く動いている。


    　満月のひたいにあるたくさんのツノが、口からはみ出すキバが、手足から伸びるツメが、ぶつかり合って鳴った。つめたい銀色の武器だった。でもいちばんするどく光ってるのは目。夜の猫みたいな目。


    　ヨルガヲがにらんで、息をはく。だけど汗をかいて、少しずつ退ひいていく。


    　わたしは動くのを忘れてた。


    　くらい夜のせかいを引き裂いて生まれた、金色の……、


    　かいじゅう？


    　ヨルガヲはじぶんの顔をアリにかえて、黒いハサミをむけた。金色のかいじゅうもおおきく口をあけてキバをむけた。


    　ヨルガヲはジャンプして襲おそいかかったけど、かいじゅうにたたかれて、ついらく。起きあがろうとしたところを一口で食べられてしまった。


    　ヨルガヲを吞のみこんだかいじゅうは、わたしのほうを見た。


    　口から湯気みたいな息がもれてる。


    　わたしはブランコからおっこちた。


    　わたしも食べられるんだっておもった。


    　目をぎゅってとじて、おねがいだから、痛くせずに食べてくださいって、いのった。


    「クッキー、ぜんぶ食べた？」


    　いつまでたっても食べられないし、声がしたのでわたし目をあけた。


    　おとなしく座ってるかいじゅうのとなりに男の子がいた。


    　わたしとおなじくらい、ほっぺたのあかい男の子だった。


    　キバのならんだフードがついた、海みたいにきれいな青。


    　クジラの子どもかペンギンを着てるみたいだった。


    　手の袖そでがながくて、じめんについてて、背中にちっちゃな黒い羽がある。


    　男の子は、おかあさんが子どもに、いい子いい子するみたいに、かいじゅうのことをさわってる。かいじゅうは、顔はこわいけど、わたしのこと食べたいわけじゃないみたい。まだふるえてたけど、わたしはブランコのくさりをもって立ちあがった。


    「わたしのこと……たすけてくれたの？」


    「うん。クッキーが気づいたんだ」


    「クッキーって、かいじゅう？」


    「うん。それから……メラミンとユラユラ」


    　男の子の両側から二匹の顔がのぞいてる。


    　右側のメラミンは犬くらいの大きさで、体に火がついてる。左がわのユラユラは目以外の体が水みたいにとうめいで、かたちがよくわからない。


    「それからこれがタルト……。いつもねてる」


    　男の子はじぶんが着てる服をひっぱった。


    　でもぐっすりねてるみたいで、いくらひっぱってもタルトは起きなかった。


    　メラミンとユラユラが、ぎょうぎよくおじぎしたので、わたしもおじぎをする。わたしもあいさつしなきゃっておもった。


    「わたしの名前……七な菜な。三さえ草ぐさ七菜」


    　わたしは男の子のほうを見た。


    「ぼく、まこと」


    「まこと君……。じゃあ、まー君でもいい？」


    「うん」


    「ありがと、まー君」


    　わたしはいつのまにかクッキーの体をさわってた。


    「ありがと、クッキー……」


    　目をぱちくりするクッキーを、わたしとまー君はいっしょになでた。


    　とっても気もちよさそうに目をつむるクッキー。


    　クッキーの体に黒い汚れがついてる。


    　まー君のほっぺたもだった。


    「まー君のほっぺた、すす？」


    「うん、あっちのほうで火事があったから、消してきた……」


    「火事？」


    　水のかいじゅうのユラユラがわたしの足下にきて、おどってる。


    　火事に、水のかいじゅう。


    　かんがえた。


    「まー君ってせいぎのみかた？」


    「はうっ」


    　まー君はこまったみたいな顔。


    「きょうは……火事を消したあとに、びょういんにもよってきた」


    「びょういん？」


    　それからまー君はふにゃふにゃして、うふふってわらって、なんだかつづきをいうのを照れてるみたい。


    　わたしもびょういんはすき。


    　おかあさんのこと、おもいだすからすき。


    「びょういんで、いもうとに会ってきた」


    　ほっぺたをさわったり、ながい手の袖そでをじめんにぺしぺししている。


    「プロレスごっこ、いっぱいした……。ぜんぶまけたけど」


    　びょういんでプロレスごっこなんてしちゃいけないけど、わたしもとしょかんで『ひみつのろうどく会』をしたからおんなじっておもう。


    「でもまー君、こんなにおそくなって、おこられないの？」


    「はうっ」


    　まー君は雷に打たれたみたいな顔をして、そわそわする。


    　もうおそいから、まー君もわたしもうちに帰ることにした。


    　クッキーの背中にのったまー君にちかづいて、わたしはおねがいをする。


    　まー君はやっぱりこまった顔してるけど、わたし信じてる。


    「あしたまたここで会える？」


    「うん……」


    　まー君をのせて、クッキーは空を飛んでいった。


    　夜空の星のひとつになるまで、見送った。


    　わたしはしずかな公園にひとり。


    　きゅうに寒くなった気がした。しろい息がでてる。


    　冬がくるんだ。


    　とてもながくてつめたい冬が、せかい中にやってくる。


    　わたしは、うちに帰る道を歩きだした。


    　だれとも会えない、くらい道だった。


    　まー君。


    　そうだ。わたししってる。


    　わたしまー君のことしってた。


    　いつか見たゆめ。


    　腐ってしまった学校。終わらない夜。


    　せかい中が見下ろせるような高い塔の上で、ひとりぼっちになってた男の子。


    



    　いつのまにかうちは目の前にあった。


    　わたしはむずかしいことを考えるのをやめた。


    　おとうさん、わたしのこと、思い出してくれるかな。


    　あしたはまみちゃんと、ほんとの仲直りができるかな……。


    　わたしはドアに手をのばした。

  


  
    　あとがき


    



    　宇宙人には思い入れがあります。


    　灰はい原ばらは幼いころから小説を読むのが大・大・大好きで、中学のころは特にクラークやハインライン、海外物のＳＦを偏愛し、本をとじたあとは決まって、夜空の星々に見果てぬ想いを馳はせたものです。ウソです。こんなひどいウソついたのは人生ではじめてです。


    　灰原の記憶にある活字体験のエポックはスーファミの『弟おと切ぎり草そう』。海外の翻ほん訳やくＳＦに興味を持ったのも、せいぜい大学編入したころで、中学時代は対戦ゲームの攻略本や情報誌を読み耽ふけり、オリジナル最強コンボの完成に胸をときめかせていました。主な対戦相手は友人のＩです。


    　Ｉは中学生でありながら中学校へ行かない豪ごう放ほうな人物でしたが、ピカピカの転入生だった灰原のうちへだけは毎日やってきて「ゲーセン行こうぜ」と誘ってきました。


    　Ｉはやたらとお金を持っていました。家が裕福というわけではなく、単に新聞配達などバイトをしているからなのですが、当時の灰原は金銭のありがたみをよく理解してなかったので、ほいほいついていっては散財に協力していました。「白帽子」「ザン兄」「ネズミ」。不気味な通り名を持つ猛も者さたちがひしめく各地の有力ゲームセンターでも、Ｉの強さは抜きんでており、ワンコインでいつまでも勝ち続ける姿は、神秘的ですらありました。　


    　そんなある日のことです。灰原はＩのうちでＴＵＴＡＹＡで借りた『エイリアン』のビデオを見たあと、返却するため、夕暮れの路地を自転車で走っていました。Ｉもいっしょです。映画の感想でも言い合っていたのだと思います。突然、Ｉは空を指さしました。


    「あれ、ＵＦＯ……」


    　灰原は指の先を見ました。そこにはマンションがあるだけです。Ｉが言うには、自転車で移動しているため、いまはマンションに隠れてしまったが、たしかにその先にＵＦＯがあった。路地を出ればわかる……んだとか。おいおい、Ｉ君、いまさっきキミといっしょに『エイリアン』見たばかりで、それはないだろう。あまりに安易じゃないかい？　とはいえ、Ｉは普段からあやしげな本を読み耽り、ＵＦＯや宇宙人、キャトルミューティレーションやオーパーツについての情報を集めて、たのしげに語ってくれていたので、いつものことといえば、いつものことです。Ｉが想いを馳せる宇宙。ここではないどこか。


    　Ｉが不登校になった理由は、いわゆるいじめでした。Ｉがアルバイトに勤しんだ理由も、もともとは同級生にお金を払うためだったようです。しかしそれはそれ。灰原はため息をついて、Ｉにこう返しました。


    「いくら賭かける？」


    　Ｉと灰原は、ゲームでも天気の予想でもなんでもいいのですが、よく賭け事をしました。賭けとはいっても負けた方が倍額をかけて延長戦を行い、掛け金が百万円くらいにインフレしたあたりでおたがい飽きてやめるのがパターンで、支払われたことは一度もなく、ほとんど毛け繕づくろい的コミュニケーションです。そのはずでした。Ｉは即座に答えます。


    「六十六兆二千億」


    　それは日本の国家予算ではないか。氷ひ泪るい石せきなど河原の小石ほどの価値しかないと言わんばかりの自信をにじませてます。不覚にも胸が高鳴ってしまいました。もちろん、Ｉは早めに出た満月をＵＦＯと見間違えたのかもしれないという、極めて現実的なオチも予想します。そうこうしているうちに路地が終わり、空がひろがりました。


    　ＵＦＯでした。


    　アダムスキー型の空飛ぶ円えん盤ばん。そう表現するしかない物体が、雷光をまといながら、ゆっくりと移動していました。必死に追いました。通りすがる人々が、上空のそれにまったく気がついてないのが信じられません。ほんの少し顔をあげれば、現実が一変するというのに。


    　ＵＦＯは不可解な雷光を発し、移動速度はゆっくり。故障しているのかもしれません。だけど追えども追えども、近づくことは適かないませんでした。本質的に、月や太陽を追いかけているのとおなじことです。現状を打破するため、Ｉと灰原は街で最も背の高そうなマンションの最上階へ行きました。ＵＦＯはずいぶん近く、大きくなった気がしました。だけど届かない。追跡の手段はもうありませんでした。陽はいよいよ暮れようとしていて、雲が段々模様を描き、血のような赤が、少し不気味でした。


    「これは、地じ震しん雲ぐもだ」


    　Ｉがあやしげな本から得た情報です。目前にひろがる雲の在り方は、大地震の前兆であり、いまから数日以内、遅くとも今週中には、この○△町は大地震に襲われる。そう説明、いや、断言したのです。おまえはキバ○シか。などとつっこむ余裕は、目の前の神秘を前に、ありません。おたがいぼんやりしながら、帰路につきました。


    　翌日、灰原は学校に行き、全クラスの黒板に書きました。


    



    　昨日の夕方、ＵＦＯ見た人は、きょうの放課後……


    



    　○△町ＵＦＯ対策委員会の設立。会員は現在のところ二名。うち一名は不登校。街を危機から救うためには若干の戦力不足が否めません。黒板の文字は各クラスでひそやかに話題になったものの、先生によってすぐに消されました。


    　放課後です。灰原はひとり机で待ち続けていました。あのＵＦＯを目撃したのがＩと自分のふたりだけなんて、信じられなかった。教室から人はどんどん減っていき、話したことのないひとりの女子だけが残りました。メガネをかけていて、漫まん画がが上手な子だったと思います。学級日誌の隅とかに描いてあるのを見たことがあります。その女子が、灰原の前にやってきました。手にはスケッチブック。無言で渡されたので、ひらいて中を見ると、そこには鉛筆によって再現された、昨日の神秘が……。


    　思い出して文章にしてみると、なんの因いん果がか、ラノベの第一章みたいなお話です。こうして文章にするまで、この出来事をほとんど忘れていたのも不思議です。信じられないという人もいるかもしれません。でもこれは正しよう真しん正しよう銘めい、ホントみたいな、ウソのお話なんです……………え？　


    　真面目に読んでしまった時間を返せ？　製本の関係で、あとがき六ページもらえたので、がんばって書いてみました。こんなひどいウソついたのは人生ではじめてです。怪かい獣じゆう画が伯はく（七歳）へのロングインタビューを掲載するという案もあったのですが、なんでも怪獣画伯、宇宙人との決戦が迫ってるので時間が割さけないそうな……。う、宇宙人て……、発想がまったく幼よう稚ちです。そんなものは物ものの怪けのたぐいとおなじ、人間の内なる恐怖やロマンを投影しただけの虚きよ構こう。低予算脳内ＣＧにすぎない。子どもはギリギリセーフですが、大人になってもＵＦＯがどうの、宇宙人がどうのなんて言ってる人は、よっぽどの空想家か、ただの目立ちたがり屋です。世間ではそういう予防線が張られているはず。それでも事実を記し、真実を暴ばく露ろするならば、人生ではじめてのウソとかラノベの第一章ということにして、巧妙にカモフラージュする必要があるでしょう。そうしておかないと、いろいろ不ま味ずいんです。政府とか。おっと失言……。


    　本巻には前巻「泥の子どもたち」の続編である「砂と星のあいだに」と、一巻から名前だけ出てた謎の生命体、侵略者ヨルガヲに関する短編「冬のヨルガヲ」の二編が収録されています。本巻の副題にもなっている「砂と星のあいだに」は、本編冒頭の文章含め、サン＝テグジュペリ著、堀ほり田ぐち大だい学がく訳『人間の土地』（新潮文庫　一九五五）から引用させてもらいました。『星の王子様』の著者による随ずい筆ひつです。おなじく短編「冬のヨルガヲ」の冒頭の文章は佐さ藤とう有ゆう恒こう、中なか山やま周しゆう平へい著『科学のアルバム　アサガオ　たねからたねまで』（あかね書房　二〇〇五）から引用させてもらいました。また、作中に登場する幼児の発達段階に関する理論は、フランスの精神科医、ジャック・ラカンによる鏡像段階仮説を参考にさせてもらっています。参考文献としては斎さい藤とう環たまき著『生き延びるためのラカン』（バジリコ 二〇〇六）を。難解なラカンの入門書としても最適です。


    　最後になりましたが、謝しや辞じです。担当編集の具ぐ志し堅けんさん。毎回お世話をかけます。かけてもらった言葉の数々忘れません。期待に応えられるようにがんばります。


    　イラストレーターの太た郎ろうさん。灰はい原ばらがこれまで持ちえなかった感覚──「胸キュン」を鮮烈なイラストでもって教えてくれました。ドロンコ王国の物語が受けた影響も大きいです。


    　買ってくれた読者さま。この本はさまざまなかたが力を注そそいでくれたくれた作品です。ひとときでもたのしんでもらえたなら、それがいちばんの励はげみ。次への力になります。感想などもらえたら、なおうれしいです。


    



    
      二〇〇八年　八月　灰原とう

    

  


  
    灰原とう


    Toh Haibara


    



    通勤時によく文庫本を読む。ラノベを持参したのに専用カバー忘れたときは、一瞬だけ迷うが、けっきょく読み耽る。
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